朝 旧 新 聞 編 」- 株 式 会 社 英文 朝日 訳 


大 中 半 


OO POPULL 
Oi DEI 


や 
更 


原書 房 


窟 岩 要 幼 宮 章 谷 引 コ 貼 


II 


「 工 李 べ 態 」 公 上尾 SG 下 妊 穫 キー トー 人 くく 王 " 環 計 ぐ 量 南 朋 ” 四 皿 " 調 隙 尺 
xsp い QnINWaSroJaJ387 府 全 の 突 肌 セ oe6 ツ so る っ ) 田 mAH 時 で 一 人 ト 
り >op 疫 札 % 選 し Sre つ / 近 補 で く 編 玩 り めで ン 天 Srke" 軒 加 栄 xo 税 犠 so 選 
Snh さ UIK 一 令 置 る や で "aw つり 門 沖 丈 咽 接 つじ 壮 款 必 全 で SSKQ の SKYn_6 
^ 「 咽 の 環 | 信組 び ウ Sro7 宮中 葵 | 固く 抵 < ペー の 2 で 聡 交 拍 革 貞 咽 pso 
ne@ JJ 人 で 所 季 で も 5 で つ 衝 公 款 古 選 50 Pap ル ル いつ る SU 提 / < べ 居 8 音 坦 
二 栄 reoo で 3 る 7 

「 放 李 べ 馬 」 思 町 間 ぐり 7 人 R 守 者 握 付 人 で ツレ 「 也 (シレ く つべ )」 
っ 626 全 で Q 1 ズ 避 加納 各 ) 画 朋 " 刀 ……S で タタ: 本 松寺 上 藤 べ 
嘩 明 全 や Pkertn り 7 6 刀 六 りゃ 態 還 %%ke ren り 編 の 紀信 で" 
「K べ 」 3 お 「 鏡 」 つや Score? 問 り 3/ 時 選 お っ onto 悪く リリー 上 鶴 害 * 
徐 填 全 で 間 型 民 下 が し 紛 尽 醤 "折角 磁 忌 芯 守男 嘩 引田 個 寒 要 
藤 ” 昌 く さく や で TS や" 一 人 や ロ ー リ に で や へ 0 で 琴 悦 ら 交 還 ke 浅 
糸 で 性 居 R 信 穫 了 JoSke で SvGSr" 


洲 や Q 々 レレ < で 「 宮 | で 刻 揚 ロロ 委 を 会 余人 午 の 会 押 る の 選 
| 了 「 す 避 区 提唱 暫く ツレ で せる 2」 の S 量 本 東 下 7 SSn2OMK で 存 三 父 
名 H て くさ ペー 克 臣 9 押 NmRko の で 7 Av 守 公 時 Acp 唱 時 介 長 ド ツ 対 GS 
au で で アー つ J6 で" 

つる つ 。 ン つ や や で し ′「 宮 上 ロロ 8 十 時 1 マン で 2 ぐ 牌 am ゆ い ” 野 刀 虹 票 
ュ っ J っ の る ヘン waJs ウ po ペー ベール へ 公 皿 Snko" 蟹 避 ぐ 索 利 層 17 据 固 玲 百 " 
ズ 呈 吉 座 "回 田 電 ] 訟 哨 定 赴 除 "中 柚 詩 思 の つく や で 美 KK ズ 信 Mn 記 甘 論 
軍 の つり | 6 人 8 下 括 の つつ し 選べ で ぐ 出 中 AmRS 全 で るい op 慎 で 「 に 史 へ 中 
月 堪 マー 中 涼 ミ 」 の 公 。 ほ ・ 人 トペ ーー ふぐ The cistern contains, ( 式 可 3 で 
る) The spring overflows. ( 球 せ 敵 ke) つる 人 で 弦 wE る 二 つや oo で や " 

「 衣 ズ 」 3 で で りり % ン Jsp” 民 交 要 じ ば 補 信 の で で ろり を 贅 r4U8OrG 
走 三 司 ′ 豆 謀 G 瑞 利く る っ JooR6 る で Sr 

1 玉 ピ 中 必 下 人 る で 「 衣 ズ 」 物 団 暫 つ の 3 ke 則夫 醒 明 帆 2 の” 拓く の 紀 全 で 


シン 


「 宮 還 | ww で し G 巡 所 人 抱 つつ す 衝 問 % 選 る 包 SD へ 信人 で ーー く 


で の ′ 振 定 詞 提 人 誰 つる 羽 党 で べつ の つの optEsT 6 下 ロ を へ | トペ 
ヘー へ A 兄 十 時 人 疾 癒 GS の 奈 民 臣 中 を で ソ ( 画 論 堆 編 ら 狗 ww 全 定 る "の 
る mee っ の 避 ら 8 [宮口 」 公 忠 宗 計 園 で しり" 壮 抱く の aw 男 環 の RA 地 忠 
中 y 神 本 迫 本 村人 の うつ" 2 が 6 で 玉 に 脱 上 「 了 K 李 で 朋 」 ※ 季 公 や *@ 
り +6 で 回 記 つ て る rk つる ユン いい 6 舞 3290^mnO 

「 了 K 李 べべ 嘩 」 公 く い 人 名 で 衝 扉 SrO en BS で る 名 尿 で でる 公 。 宮口 で jA 
SN・ 中 一 衣 枝 で K 穫 ト -6kQX 宙 8 下 票 で る つい ぐ 呈 四 李 中 で レス sk の 
つ ” 忠 郊 限 信 で 時 還 回 二 %o Sr りく 台 佐 表記 折 oo「 二 棚 つね 編 提 cp で ウタ 
ne” 腸 逢 ぐ 角 販 公 。 角 表 ぐい で So で る 会 旧 中 札 ww つ る 宗 穫 6 て St っ) 
7 SG 宮 で 中 を Kー ジ 下 和 倒 六 る 明 る 名" 虹 細 つい る SW 名 
2* の パン と っ J 村 過 ぐ 尿 の モ - を nkGsp で 旧 和 8 ね る で <SSR 委 閉 い "っ JmM) 


so いて 尊 押 生 ko な の で の 人 Sr" 


1 時 | 忠 


Hs で 中 丁 芯 


五 
HH 


1 


HK 字 、 べ 


89 


(人 詳 0 


8 


3 滑 I2 IN 10) 9 


く | ご 十 忠 > 


ES 1 ca 
つっ nz ゴ 
PL ミニ コキ < ら 
電導 vos chaoo 語 3azos cy を ae SGS co 
に CS ペー ら 
Mneto1iaeeeedotrioaPSRgde3z2cvseyiE2SR | 
SVGeey odeeBRES<se な 5855RHRKSS2390ge つら 
組 0 人 soaesases2280eg タ oveagm325DYSRS Sese co 
る NNN 介 ecsrodees ふう か SE wavpsaoXopecsnBsnekSdspus 選 
本 eegosewionhcfdrouveznsrsrS を SOCRBY を cw ち Ror が ESSCSDRRSRSS2aigb S 
に PTS ここ か rF NVP TE GPS SS 
530 NENEE 拉 KEN | <mc25030E350 99 


… 襲 混 圧 S 呈 十 ※ 


64 


SXX 20 ド 250 24 1 29 22 22019 6 
言 月 葵 十 刀 昭 シ 海 名 加 つ 
葉 の 米 月 多 和 ナ 外 前 読 ン 
i 罰 行 還 信太 ラ 歌仙 や 
1 
3 SR 計 " に 拉 
まき 妊 ) 上 ま 1 
SR SN 2 ジ 
り 居 | 導 人 

ツ ぷ 
| 8 の 
| 歌 世 
日 m 


17 


… 幸 帯 許 晶 


… 屯 陣 滞 中 一 き キュ ペー 弟 


16 


東 
独 


40 25 62 60 56 52 50 48 46 44 42 38 36 34 32 


朝日 新聞 掲載 の 天声 人 語 の うち 朝日 イプ ニン グ ニ ュ 
ー ス の 体 刊 日 (日 曜 ) の 関係 等 で 英訳 文 の 無い も ゃ の を 


各 月 の 対訳 文 の あと に 和文 だ け で 収載 し ます 。 


39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 
改 生 車 柿 世 国 大 音 児 心 文 規 か 
名 体内 の 界 会 気色 童 付 化 制 い 
ば 肝 騒 実 政和 審 汚 のり) の け 創 社 し 
や 移 音 : 治 議 柴 魔 権 : 造 会 ゃ 
" 頃 1 の 二条 紀 5 の B 川 
3 舞 V 一 師 条 者 柳 
台中 自 。 約 | ウ : 
時 
わ ゎ : 転 信 2 
和夫 
ロ ュー の 
4 


104 102 100 96 92 88 86 84 82 80 78 74 70 


<m | 十 半 は ニキ |> 


50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 


次 区 文 


※ 


可 本 iT 
性 G 思 宅 押 G 要 得 … ド mm 
本 上 肖 時 yo で 8 「NN SG 季 1 ーー 
SS 時 2 靖 83 ッ rmeEe2083REEtdve casoePaee2ssssB8 
2 トー 
「 ユ ふさ ーー」 てく GS 
こく) いい PPPEEEEYEECOEEEEOHOK 
こき RPC 
1 RG 本 
要 無 球 で 昌 仁和 


韻 G 引 つ りつ) 等 


よ K 直 < トーG 並 


十 | 尿 G 皇 栄 罰 … 


0 608 02 61N60 59.5887186m55 54 58 52 5 


< く 1 ご 玉 革 十 昌 中 > 


m 此 緑 る 遇 導 回 窟 宰 … 
錠 六 時 訪 抽 起 臣 閣 め … 
忠 つ ※O 記 契 更 福 鯖 … 


nn ス 押 斑 理 咽 < ぐ 着 閲 … 


に 30007 で 各 !77232 く づつ GCC つつ つこ は は COOK コー に ご この OHC っ フフ コン 
並 G 胡 層 東明 で 補 選 環 過 赴 必 臣 枢 敷 …… ド ーーーー…ーーーー… 


咽 S 瑞 で K 皿 要 ………… 
再 回 環 … ド ーーー…ー…ー… 


「 ぐ 避 ン | G 斗 計 ぐ 愉 


「hD っ の 忠 醒 求 」 や や … 


並 記 編 藤 会 賞 振 統 く 


10 お < に 3358OSBSEESECEGE に つつ EE まで 


素 。 攻 凛 . 炎 76 75 74 78 72 7 70 69 68.67 66 65 

0 大 士 ル 朝 90 横 大 ル 談 90 改 

ニ 人 当 ポメ 自 。 コ NM 軸 生還 電信 入手 

本 で ジ ad 
に 2 

昌 が か 避 信 表 の 吊 下 MMNPwi 点 上 

来 え た か : 機 仁 で 呈 蜂 邊 : マ に う 待 

事 り ! 疾 6 自前 の 郷 : へ る も 総 た 

5.8 い 占 の . 放 き あ 。。 健 了 選 ず 

の Ll。3』 0 間 暗記 N 認 江 0 計 ツウ 挙 サ 

は Er が りり TORI 7N 

5 。 肖 『。 a 

: の 4 

: 流 博 

6 p 

急 

逝 


202 2 200 180 142 198 1 194 192 10 186 182 180 178 16 14 17 


Contents 一 一 XI 


ら の ぐ いい の ウ は ObD は ロ 


KO NOD トド NO iRO NO NOD 戸 戸 戸 戸 己 戸 。、 下戸 、 戸 ) . 占 
ひい ゆい よ の 6 いい の の @@ ココ の いい ロト の いい は な の 


く Contenfs 一 - October, 1989 > 


67S Ke 半 TG7 マ ご: 議 GOCGOGGGG2GG ご CK だ 2 ご (はご 2 つこ 3 
KGIOWCHGCIISE 六 ーー eeーー の ーー 5 
154LUtSKSJ RSSRO AI の EEETETUTT【 つ 1 ooー ン … / 
New Aspiring Farmers ーー ドド ドド ドド ーー ドー ツー 9 
Jupiter Probe』Setito Peave to 11 
The Nobel Prize Controversy IO 13 
Virtues of Sheep Raising ee 17 
PD1SHTHIGTItItOJRT 人 ERCOE 人 PUO ンー ご ーー 19 
Hungary Changes Its Stripes …… ド eeenemeemeennn 21 
The Season for Eating Chestnuts on … rr 23 
人 A Legal Threat to Cultural Assets  ……… ee 27 
A Great Experiment ーー ドー ドド om 29 
RSCOTQIMEHTSROTtG31B 還 ES 2 ツー バー・ー ツ ーー 31 
DOtS NAK alD1TGEGCG ーー ンー 33 
Chronicle of Big Quakes oe 335 
選 aSt ⑮erimamy Raees ailDilenmmtmal <coo<C つ ーー ニー エーーー・ 7/ 
Earplugs to Protect Us From Noise ーー 39 
Trust in Humanity and Love ドド iii 43 
Speed Reading and "Midokun ーー ドド ドー 45 
Caliing People by Name ーー 47 
Japanese ⑩pera Star in AnStria ーーー の ーー 49 
Moscow Adopts “Sinatra Doctrinen mmmtmm S 山 
Thne Top 100 折 Contemporary Arts で の" SS 
*Red DragonyD ee に ダケ / 
October Quotes で ドド ドド ドド ドー ドー ド ーーーーー sl 


One Line or Several Lines 一 ドド ぐ トド に ロ ーー ドー 63 


X ル 一 一 一 contemntS 


27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
3S 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
0 


く Comntents 一 - November, 1989 > 


Safety Walve *Senryu' SPPPPDPOCPCIOOCLCKKCOKCCIOEROKROKKLA yi 
Too Many Restrictions の ee 1 
Fin-de-Siecle Vienna on ーー 79 
Tipping to Show Gratitude ro 81 
The Rights of Children oro 83 
The Piano and Horowitz ドド ドー ドー ドー ドーーーー 8S 
⑥⑩fIBieyeles'andK⑥⑨ 連 選 mm1SSlOnS 較 acoooonoodoo 87 
Parliamentary NM Relays ーー ドド ドド トト トト トト ドド トト トド トド ドド ト トー トー ドー ーー 89 
The World Stage Ts Turning ooo 93 
The Season of Persimmons … ド ーー 97 
選 Inminmating mmeeesSsary NO1S6RCOm で この 101 
Father:Son Liver Transplant … oo 103 
Name-Changing Boomm mo 105 
No Indictment in JAL Crash ……… ド ーー 107 
Cutting Back on CO2 mem 109 
Nitobe and Confucius ーー ドー ドド ーー ンー 111 
Re-evaluating "Prague Springn oe 113 
ID1Sposablei⑥hOpstiCKSWEODIGOW2-2 こ っ 2 っ 2 こっ 00<oo: 117 
Japanese Students Help in Ouake Relef …ーーーー… 119 
The Recruit Scandal Isn't Forgotten TOT 121 
Part-time Taxi Drivers ドド ーー 125 
Czechoslovakia in 1968 and NoW に で に に に て 127 
November Ouotes ーー ドー ドド ーー 129 


How to Prevent Pollution neo 131 


contents 一 一 ーXJV 


く Comntents 一 - December, 1989 > 


5S1 Movies IMirror the TimeS PPPPF だ EK で ササミ ドサ ミミ すす すす すす すす すす すす 139 
に め 2 From Yalta to Malta EDDDPCELPLELPPKPP ま すさ で ドド さ さす ミミ ミミ ミミ すさ で 141 
1 人 A Wenerable Farmer on 14S 
SBehincli(otodatSIStatGnmen 人 SS2222u222oonooooocxnocooc 147 
SS Let the People Sweat PCK デミ ドド サミ ミド ミミ ドド ミミ ミミ ミミ さま ます まま 149 
S6 Difficult State Law Examination の rt で で で で 151 
BIaCKSMake1EaTmnetSieYetlHHGIIDSccc222o22:20odoovdtoo0 153 
S8 Keeping Bees as a Hobby on Yakushima で … 15S 
9 語 UheBmIShit 有 IGBTnSSWENOS 人 No222282222 つ ccc22uoccCcococct 157 
60 6 Pearl of an Island RCCDLFP ます すす サド ミミ ドミ で ドミ ミミ ミミ ミミ さ すす 161 
61 Excessive Packaging OPDCPCPPCPPF で で ドサ で サド ミミ ドド ミサ トミ ミミ ミミ ミミ た ドド 163 
62 Suiho Tagawa and Norakuro DOCCF た た た ミ ドミ ミト ミ ミト トト ミミ ミミ まさ すま 16S 
63 』Saveithei@hilcirenofitheWWOrlGl nvoootoc<o2voh < 167 
64 Renaming the Japan Socialist Party … で で で で で の 169 
65( NReIIDeathiof melWSakhaTOYa で "20000oo・cooooooccvc 173 
G6 HHRNGHIESSRSRGGTUIE 計ら 22 つの 175 
67 "Dango"* Severely (Criticized OPDCCKPPP PP まさ EK さ ささ すさ よさ 7 の 
GSRoOnmamia'at al 昌 mdlINOW 3205.07 こ っ ・ っ っ (っ 3 いこ 179 
G9 mntediStateSaEHICSSNNQOIGOI 証 =22c2222。o/-2 っ 0 へ っ て 。 181 
70 “Daikon': The Commonest Vegetable で で で で で 183 
7 人 | 人 A Courageous Critic PODPPCCPPPPPIOPPPIPPIRIOPIOPPEPREROE 187 
の On to IMars OCPLCEOPIPLCIDCIOCICDCICROPCCCLIOCROCCLKCEIOELICCRO 191 
7 A Newsboy's INewspaper CCCCF ま で ドド ミド ドサ ミミ ドミ ミミ で ミド ミミ すす 193 
74 The Fate of Tyrants OPCPPPCPPPPPPPEYPKYPPPPPYYEYEKYPYPPPPPPP 19S 
の ) December Ouotes PPPPF だ FE デ サド ドミ ドサ ミミ トト ミミ ミミ ミミ ミミー サミ ミミ ミミ を 197 


76 Deteriorating Natural Environment …… ド ーー ドー ドー 199 


3Vーーーcontents 


美和 往 …ーー( ド ドド に に に に に に に に ビー 半 未 2 
植物 イラ スト (本 文 ) 
ジワ 6535855CG8GPGCG5BECGBGBGE5POG5GOOo さ コ COGOOGOGG ら CBGOCGG に CCI2CGC つ 2 41 
31 入 GE2CG33O22OD23GEDOGG2OGo ズ GDPBOGaoGGOCGGdE コ BEEEEEO コ コ E PCO 5S 
ーー ジヘ ニニ も PCGBGOGOdCGDGDCCOGGS わ DGGGEadCGGOECGOC コ HOOG GCCGGGGGP ビ CE ここ 73 
ン 5 トコ ご 2 議 0CDCGG2COCGCCCCCCCO2GCCOCCCEPDCOCEKK2CCCGOCGPCGGCCE に CO と KC つつ フフ 
まま eb の 
2 が 認 G コ EE は CaG コ こら 3GGG こ Ga に に ご GCCD コ GE ココ CCP2GOGGGGGP2DOGOCPG ス COCCO oo 
(12 王 0 ワ PCGGGGOGCGGDGaGGEIG フ 2CGGCcCCGCGOG2GG コ OOGBG ワ GPGPUOOKG 2 113 
5 ご 二 2 まァ ーCGCCG に に GOOGGGGG こ GoGoCC コ CCOGCOCG2PCD3GCCCGGGCGOGGCDCCPC 143 
ンジ ピー 謗 の 0 の 2 つつい こ COCOGOOOGCPBOCCOOpOBGGGCEDGECGGOBO つつ 159 
| レ : 少 粒 3GOG2GGOCC に GCCCOOoCGOGOGGCOOCCEOGCCGCG に DOGGGE EGGGGCC2OC に PP 171 
6 議 に CGC て ご OCGCOCPCOOCO ら の OCGEOGOOUCOGLCOCCCCEPGO い CPP 18S 


写 真 提 供 プ 朝日 新聞 社 
共同 通信 社 
植物 イラ スト ノン 滝田 吉 一 


今年 6 月 の 天安 門 広場 で の 中 国軍 に よる 鎮圧 行動 に 
抗議 する 旗 を 掲げ る 市 民 三 10 月 1 日 香港 の 通信 社 前 で 


湖 事 カ の 40 年 


内 22 


記念 日 市 展 た ち は こ の 日 …- 一 


紀 


4G 


valx4gC35HU ス 3 


ー 形 茂 


に | 
民 
トイ 
く 
駄 
補 


ーー の OR デ 


さ 


= 入 島 


o ら 中 G 必 取 記 代 具 じ G 甘 較 央 6@ 早 田 に 訪 5 
二 括 ve 半 各 盟 定 veE 中 一 中 一 号 環 換 @ 環 下 宮 振 じ 


に ニー 時 ラー 
製 画 還 〇 臣 員 団 醒 G ふ ぐ く レン ミ 代 写 で で eK 也 配 代 叶 ぐ @ じ レベ ホー マ 


raqo2O 正 「 OT 


1 


上 。 旧 人 後 、 い 著 。。 え 。 に 6 こし の 
臣 の 世 ? 体 ガ “ 満 敗 の オ な 
秀 人 の この り リ 後 ち 退 表 が い 
吉 の 人 れ 実 し 世 た し 現 款 と 
の 作 の は 了 験 オ に 文 た の 教 こ 
歌 為 お 話 を と 残 右 わ 下 裁 ろ 
と か せ を 行い つの け 敷 判 に 
Mi 2 まち ん だ | 看 。、SINS の 寿 
わ 固 か り た ば "きも に 後 は 
れ わ い 劇 人 祝 あ あ に 立 
0 の PERO 玉 MOOIM 人 
時 し 00 MVVNG た 
の 50 2 KG ) で 放 TUERS 
は て の た な だ 61 と 
ち 友 みい も ササ の きら の かい 
露 外 る と 創 の 気 た か の う 
滞 多 と 考 作 人 針 。 概 き まり ? 青 
消 い いえ ら / 塔 を 創 無 葉 ガ 
MIPS 細 灯 2 吉 - 抽 りり 


索 2 の ) 請 に 7 3 t 

然 研 と だ 先 地 ガ 

25 上 ピ 令 二 ど 肖 目 本 未 リ 1 
し 者 ひ 思 書 は レ 

2 お 語 2O EE 呈 2 辞 
OS 還 に 記 の ) 世 
WW Es ぬ 』 5 所 言 の 
に て あ 、 杜 寺 周 
つつ) VS 大 戸 
(回 二 に 0 葉 
2 の ES 

を | 相生 伝 

陽 計 読 当 情 の え 

(2 の が な 創 ら 

想 だ こ 来 作れ 

像 時 Se の 

し は を そ 一 
だ 。 損 二 うそ 

^ 者 9 半 / だ 杜 70 

火 も CUG 織 CI 


Hideyoshi (1536-98), “772zs ee 7 
7 の 7776://VZ72702 7 の 77 47 の 
477 /2722 5 の e20 7 の 47074 / ル 7252 
の 5 S007, の 6 S220/ の 7e272S, 7 の 0 
の 7627725. 

Goethe's last words, "More 
jight!"” are famous, but interpreta- 
tions of even this abound ?. As writ- 
ten in the Analects of Confucius, “人 A 
man facing his own death speaks 
with a special wisdom ': it isS not very 
Surprising if a writer stretches 
things a bit when describing a his- 
torical figure's final Words. 

Fictional tales are no less " subject 
to variations based on people's ex- 
pectations when retold. Witness 
Aesop's fable of the ant and the cica- 
da. The story is of a cicada which 
idled away the summer, to its regret 


when winter came. However, when 
this was brought to Japan, a Japa- 
nese edition added to the end that 
the ant provided some food for the 
cicada's larder. The lesson was 
changed from the virtue of hard 
work to the virtue of charity. To put 
it in an exaggerated way, this is a 
real about-face". It is an example of 
what researchers call a “paternalis- 
tic alteration.“ 

Writers take original stories, and 
not content, embellish them, add to 
them or alter them according to their 
own feelings. If you consider this 
selective rewriting as part of human 
behavior, searches for and discover- 
ies of this are an interesting and im- 
portant part of the serious study of 
history. 
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1 mentioned in the column not 
long ago (AEN Sept. 27) that the 
quote attributed! to Galileo Galilei, 
"But it does move,” Was the inven- 
tion of a biographer. There was a 
complaint from a reader, “What a 
letdown ?! I had thought it so inspir- 
ing, and you exposed the fakery *." 

This writer's spirits were a little 
dampened, too, when he read the 
counterclaim of the historical re- 
searcher. But then 1 thought, “Well, 
where there's smoke, there's fire.” 
Whatever Galileo actually said after 
his meeting with the Inquisitor has 
been swallowed up by the attribut- 
ed phrase. It seems unlikely that he 
went to his defeat without some 


aphorism*. The all-too-stirring 
words that the biographer put down 
captured Galileo's determination, 
and like it or not?, have become part 
of the tradition. 

It has also turned out to be a mere 
bit of whimsy that Galileo assembled 
observers and rolled balls off the 
Leaning Tower of Pisa as an exDer- 
iment. Perhaps this was the med- 
ding of later writers who wanted to 
dramatize things a little. f you think 
about it, there may be an embarrass- 
ing number of stories from the past 
whose authenticity is open to doubt. 
Some scholars are suspicious of the 
origin of the 727A said to have been 
composed by the dying Toyotomi 
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“The law would be applicable 下 
those who don t want to get on are 
pushed on, but the pushers' are only 
helping those who want to get on at 
that time at any cost*.” he passen- 
gers are not getting on crowded 
trains by choice*, but this interpre- 
tation is apparently being accepted, 
since no "pusher'” has ever been 
indicted?. 

According to the explanatory 
notes at the time the 1aW Was 
promulgated, the measure Was de- 
signed to protect the safety of Das- 
sengers through strictly observing 
the capacity restrictions.” The Dun- 
ishment was quite heavy since the 
third-class fare from Shimbashi to 
Osaka was less than \4 at that time. 
Now the stipulation appears in a 


state of death but it has the signifi- 
cance of teaching us that the preSs- 
ent situation, in Which DassengerSs 
are loaded on way Over capac1ty, 1S 
illegal. 

Twenty-five years have passed 
since the first Shinkansen bullet 
trains began running. During this 
time the number of Tokaido 
Shinkansen trains increased from 60 
a day to 251 a day, and transDort Ca- 
pacity has been boosted outstand- 
ingly. However, the crowding rate 
during the peak one hour on the Ya- 
manote Line in Tokyo has only been 
slightly improved from 283 percent 
to 270 percent (between Ueno and 
Okachimachi stations) during the 
Same quarter Century. 
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The season for changing clothes 
has arrived. The crowding in trains 
in the mornings and evenings in- 
creases slightly. From now to Win- 
ter, the need for “pusher teams" 
(teams of station personnel who 
push passengers into crowded com- 
muter trains) and “pull-out teams" 
(teams of men who pull out passen- 
gers who are halfway in but cant 
possibly ' get all the way inside) wil 
increaSe. 

There is, however, a law which 
says that station personnel who let 
passengers on trains over and 
above* capacity wl be punished. 
Article 26 of the Railway Operation 
Law, which is the basic law for the 


JR and private railways, Stipulates, 
“Station personnel who permit DaS- 
sengers on trains Over and above Ca- 
pacity wl be punished by a maxi- 
mum fine of *30.“ 

It is an old law which Was promul- 
gated in 1900, but it is still valid. 
The maximum of \30” ijS now 
“maximum of \8.000"” as aresult of 
the revision of the Fines and Special 
Measures Law in 1972 which uni- 
formly revised fines under old 1aWs. 
TE this law is strictly applied, the 
“pusher teams' would have to pay 
]arge amounts of fines every day. 

The interpretation of the law by 
the Legal Affairs Section of East Ja- 
pan Railway Company is as folloWs: 


9S9 還 1105 語 6 


近 / だ PT 旧 具 衝角 
NE 7 人 
の い 私 く 居 激 N 主 つ 真 交 
大 う の 晴 合 動 H 席 天 つ か 
き "人 れ あ の K お 次 やせ 
きこ 生 た せ 四 テ 中 門 拓 る 
が の で 日 た 十 し 代 楼 ょ の 
う 月 最 尽 央 年 ど 上 が か だ 
人 に 見 々 語 の 信 で きら 
まま まま 
っ 2 ーー プ ヾ か 
れ た 目 と ある > 旬 年 の 
る 希 で が れ と メ 国 衣 な 
' 凍 し あ 信 " ン の の か 
と と た り ど こ タ 建 士 で 
取 そ 一 ま 明 の り リ 国 月 も 
材 れ と せる 歴 | を 一 ひ 
に ま 述 ん く < く 史 表 生日 と 
当 で 懐 で 気 的 天 言 ` き 
だ の し し 特 了 安 し 毛 わ 


明 


交 S 器 民 ③(y 且 演 H 氷 


だ の が 朱 # は 
* 権 北 相 い ヤ 
著 原 京 照 柱 こ 震 3 
MS La 0 
と 三 陳 に 建 が 区 天 
と 郎 れ 合 策 森 の 安 
い が 生 た メ 信 の 2 門 
多 E 款 め ん 
を 難 折 な で ぁ 二 動 
っ 放鳥 の いり 屋 の 
は 1GJK 四 
ぐ 克 書 あ ぁ あい ょ し 千 
秋 nM 2 の 2 二 年 
款 た うに と 秋 族 
大 摘 ? 呈 地 め 発 
傘 た いろ いす 
気 世 戦 色 凶 % る 
候 界 前 彩 や の 


tended. The same number were 
there 40 years ago. There are more 
big buildings around the square, and 
the people look better-dressed. 
However, the atmosphere differs 
greatly between 40 years ago When 
there was liberation enthusiasm in 
the air and now, When the city iS un- 
der martial law* following the 
bloody June incident. Unfortunate- 
]jy, the hopes placed on government 
have cooled. 

There are the following words of 
Laozi, “Governing a big nation iS 
jike boihng a small fish.” They mean 
that, just as when boiling a small 
fish, 下 you meddle ? too much, you 
will fail. It is reported that Chinese 
senior leader Deng Xiaoping, who 
watched the fireworks and dances 
from atop the Tiananmen Gate on 
the night of Oct. 1, is a good cook, 


but we wonder how good he is at 
“boiling a small fish.“ 

On the streets of Hong Kong, 
which is scheduled to be returned to 
China eight years from now, Young 
people carrying handmade five-star 
black flags instead of the five-star 
red flag, the national flag of China, 
protested the military suppression im 
Tiananmen. The black flags appear- 
ed grotesque. In Beijing, which is 
under martial laW, many citizens re- 
portedly did not go out but watched 
the celebrations on television. The 
black flags in Hong Kong did not ap- 
pear on Beijing television screens, Of 
COUTSe. 
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Novelist Hakucho Masamune, 
who visited Beijing before World 
War II, wrote, “That the sky in Bei- 
jing appears to be much more beau- 
tiful in the fall is probably because 
Beijing is a city of forests and full of 
buildings with yellow roof tiles and 
red pillars, that the colors of the 
heaven and earth complement' each 
other there.“ 

It is the world that artist Ryu- 
Zaburo Umehara painted in his “Bei- 
jing Shuten'"” (Beijing Autumn Sky). 
Fall ties the hot summer to the long 
winter. Is it the clear air brought 
about by the dryness of the conti- 
nental climate that makes Beijing 
shine in this season? 

On Oct. 1, 40 years ago, Chairman 
Mao Zedong proclaimed the found- 


ing of the People's Republic of Chi- 
na from the rostrum * of the Tianan- 
men Gate, which is particularly no- 
ticeable among “the yellow tiles and 
red pillars.” In the NHK television 
documentary, Tiananmen 一 40 
Years of Upheaval, "one of those 
who were at Tiananmen on that his- 
toric day reminisced? “1T had never 
before seen a day so bright and 
pleasant. It was the best day of my 
jife.” Im these words one revealed 
the hopes people felt on that day as 
well as the enormity of the fear they 
felt up to then, according to corre- 
spondent Harrison E. Salisbury, 
who covered the event. 

The anniversary celebrations 
were held 40 years later on a very 
clear day. About 300,000 people at- 
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keeps expanding. 

According to a consultant at the 
information center, Hokkaido has 
expDerienced a particularly sharp 
decrease in the number of its farm- 
ers. IMost of the people who give up 
their farms have no successor, and 
some are forced to do so because 
they have run up* huge debts 
through mismanagement, the con- 
sultant says. “Anybody can turn a 
profit in farming if they plan care- 
fully. With all the recent advances 
in farm machinery and agricultural 
methods, a beginner can get the 
hang? of it just by Watching others,”" 
the consultant contends. 

Since 1985, the Hokkaido Agricul- 
tural Council has assisted 77 people 
to embark? on new careers in farm- 
ing. Many of these new farmers 


area. In Setana Town, 30 percent of 
the dairy farmers 一 about 14 
households 一 are newcomers to 
farmmg. “Urban life didnt agree 
with us, explains a young couple 
with 40 cows. The couple looks for- 
ward to producing butter and 
cheese. 

“So far, we only make enough to 
keep food on the table,” the two 
aspiring farmers acknowledge. No 
doubt they suffer a great deal in the 
proceSsSs. Each prefecture iS Working 
to extend its network of agricultur- 
al career counseling centers. The 
prevailhng argument in recent yearS 
holds that the future of Japanese ag- 
riculture is bleak. But 1 felt relieved 
by the enthusiasm of these aspiring 
farmers. 
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Again this year T had the chance 
to observe a group of city dwellers 
who had journeyed to the country- 
side for the experience of reaping 
Koshihikari and Sasanishiki rice. 
Laboring shoulder to shoulder* with 
farmers in the rice paddies affords 
these weekend farmers a glimpse of 
something that cannot be seen mm 
city ShoDs. 

Apparently many consider SWitch- 
ing to a career in farming. A few 
days ago, the Hokkaido Agricultur- 
al Council opened a information 
booth at a Tokyo department store. 
The booth offers advice to city 
dwellers about how to buy farmland 
and learn about agricultural meth- 
ods. Over a three-day period, the 
center fielded ? inquiries from about 


30 people. Three of those that visit- 
ed the booth ended up traveling to 
Hokkaido for a firsthand look at the 
terrain. Among them Was a COmDut- 
er software engineer With eye trou- 
ble, who fears that he will probably 
]ose his vision altogether if he con- 
tinues at his present job. 

He wants to groWw Wheat, Dota- 
toes, beets and beans. He is looking 
for a 10-hectare field. With an old 
farm house on the property, it wl 
probably run him between ま 30 mil- 
]ion and \50 million. All he has to do 
is make a down payment of about 20 
percent of that amount, and cover 
the remainder with a low-interest 
]oan. He has never tried farming be- 
fore, but his family is all for it. He 
wants his children to study at a small 
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is thrown in athletics. 

The probe will turn itself into a Jo- 
vian satellite to take a close look at 
the planet's four Galilean satellites. 
Volcanoes spewing smoke up some 
300 kilometers have been found on 
1o, one of the satellites. They are the 
only active volcanoes found on a 
planet other than Earth. 

Europa, another of the Galilean 
satelltes, is likely to have a deep sea 
beneath the ice covering it. Primi- 
tive forms of life may live in the sea. 

Jupiter and its 16 satellites are 
Sad to constitute a miniature version 
of the solar system. Jupiter itself 
radiates more heat than that which 
it receives from the sun, while the 
satelltes are as greatly diversified as 
the planets. Galileo saw a model of 
the solar system in the Jovian syS- 
tem. It is interesting that three cen- 


turies after his death, the key to un- 
raveling the secrets of the solar sys- 
tem is still sought in Jupiter. 


スペ ー ス シャ トル か ら 発 射 さ れ た 
「 ガ リ レ オ 探査 機 」 (想像 図 ) 
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When the autumnal rain front * 
moved away from Japan this week, 
Vennus shone brightly in the evening 
sky as if in competition with* the 
moon. Now is the season when the 
stars are luminous. As the night 
wore on*, Jupiter, the “king” of the 
planets, appeared in the eastern sky. 

Tf you have a par of binoculars or 
a telescope with a lens about 5 cen- 
timeters across, YOu Can See uD to 
four small stars forming a line beside 
Jupiter. Galileo Galilei discovered 
the satellites im 1610 with a tele- 
scope he had made. He named them 
"Medici stars” after the Medici 
prince he was serving. But they are 
called “Galilean satellites'” now. 

An unmanned American probe 
named after Galileo will be launched 


from a space shuttle on Oct. 12 to 
explore Jupiter and its satellites. 
The ]aunch was originally schedul- 
ed for three years ago, but it has 
been put off? because of the Chal- 
lenger explosion. The project coin- 
cides with the reinstatement of the 
Italian scientist as an honorable 
Catholic, after the Vatican's recent 
admission that it Was wrong to 
persecute him. 

The itinerary of the Galileo probe 
is surprising. It will first head for? 
Venus 一 away from its destination. 
After returning twice to the cini- 
ty of Earth, it will take six years to 
reach Jupiter. The gravity of Venus 
and Earth will be used to accelerate 
the speed of the probe to propel 
forward rather in the way a hammer 
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cluding peace settlements. 

Also unlike in the cases of nomi- 
nations for the other Nobel prizes, 
members of the Nobel committee 
have resigned in protest, and an 
award ceremony for a Peace Prize 
winner has been disrupted* by a 
bomb scare. 

When former Prime Minister 
Eisaku Sato received the Nobel 
Peace Prize, it was disclosed that or- 
ganizedl efforts had been made to get 
him nominated. The report of such 
efforts came as a surprise to many 
Japanese, Who were also astonished 
to hear that many countries Were en- 
gaged in similar practiceS. 

Norwegian and Swedish officials 
involved with the Nobel awards 
have name cards in Japanese ready 
to greet visitors from Japan. his in- 
dicates that campaigns similar to the 


one that won Sato the honor are be- 
ing mounted on behalf of other Japa- 
neSe. 

The principle of newsworthiness 
is not so bad. Above all, it tells us 
what is news from the international 
point of view. In the case of Sato 
who was nominated for enunciating* 
the three non-nuclear principles 一 
banning Japan from making nucle- 
ar WeaponS, DOSSeSsing them or al- 
lowing them to be brought im 一 we 
learned that the world was pinning 
hopes on' Japan in this pursuit. 

The Dalai Lama XIV was installed 
in his office When he was 4 years old 
and became the highest political and 
ecclesiastical7 leader of the Buddhist 
Tibetans at age 15. In exile『 for 30 
years since he was in his early 205s, 
he has been preaching? non-violence 
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The Nobel Peace Prize may be 1 玉 - 
ened to poison. Its powerful impact 
is derived from its toxicity, the great 
potential in advancing the cause of 
peace, but with its equally virulent * 
side effects. For this reason, when 
the recipient of the prize 1S an- 
nounced, a Worldwide controversy 
regularly arises as to whether the 
nominee iS worthy of the honor. 

The nomination of the Dalai Lama 
XTIV, leader of the Tibetan resist- 
ance movement, as the winner of the 
Nobel Peace Prize for 1989 was not 
an exception to the rule. China 
promptly accused the Norwegian 
Nobel Committee of meddling in its 
internal affairs and said the commt- 
tee had hurt the feelings of the Chi- 
nese DeODle. 


The committee had obviously ex- 
pected the accusation. In announCc- 
ing the nomination, it said it Would 
not be surprised if its decision 
eliicited? a negative response from 
SOme quarterS. 

Observers say the commnittee fol- 
]ows a principle of newsworthiness 
in awarding the Nobel Peace Prize. 
The nominations of former U.S. 
Secretary of State Henry Kissinger, 
Le Duc Tho, his counterpart in Vi- 
etnamese peace negotiations in 
Paris, former Egyptian President 
Anwar Sadat and former Israeli 
Prime Minister Menachem Begin 
were greeted with sharply mixed 
reactions of “acclaim, derision * and 
antipathy,” as the media put t. 
They were given the prize for con- 
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as the leader of the Tibetan resist- 
ance movement. The story of his life 
makes us think about the fates of mi- 
nority groups living under the cruel 
rule of major DOWGeTS. 

The Noble Peace Prize made an 
unfortunate start. It was first given 
in 1901 to Jean Henri Dunant, 
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founder of the International Red 
Cross, which was set up to 則 ] the 
needs of those injured on battle- 
fields. Since then, War has ceaseless- 
jy been fought somewhere in the 
world. When wi the Nobel Peace 
Prize become unnecessary? 
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As jiro Kunimasa, director of the Ja- 
pan Sheep Breeders' Association, 
points out, “Were trying to dream 
a dream.” Japan s first contact with 
sheep came after the Meiji era so the 
relationship is not a long one. Like 
the dragon, the sheep in the 12 signs 
of the zodiac was an imaginary anl- 
mal. 

However, Japan 's imports of wool 
now account for 16 percent of the to- 
tal world production, while consid- 
erable amounts of lamb are being 
imported for use in making SausageS 
and other meat products. The sheep 
iS now an animal with very strong 
ties to our livelihood. When a tour- 
ist farm in the Tokyo area stopped 
raising sheep, the step proved so un- 
popular that the farm hurriedly re- 
stored sheep to the farm. 

Farming village culture lost its 


richness because ot moves toward 
single-item production. Sheep may 
be unexpectedly appropriate for 
reviving the original charm of farm- 
ing villages. 
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A “Meeting of Future Pioneers 
Concerning Sheep is being held for 
three days from Nov. 10 in Morio- 
ka City. There are presently only 
30,000 sheep in Japan. They are be- 
ing raised only in Hokkaido, 
Nagano, Iwate and Fukushima 
prefectures. This is a drastic* reduc- 
tion from the one million sheep that 
were being raised throughout the na- 
tion in 1957. 

Sheep-raising became unprofita- 
ble as a result of the liberalization of 
wool imports and the popularity of 
synthetic*? fibers. There is a move 
now to reconsider sheep as a meanSs 
of reviving farming villages. Wool 
for the textile industry is not need- 
ed. But a cottage industry* of 
spinning? the wool, dyeing it with 


plants, Weaving it and knitting could 
be restored. There is the possibility 
of special woodcrafts with a region- 
al style. 

Lamb? is used in high-quality 
cuisine7 in France and China. De- 
pending on ingenuity, sheep could 
be utilized more. Sheep are meek* 
and stay with their flock. They can 
be raised by old people. Actually, 
there is a village in Nagano Prefec- 
ture which has started raising sheep 
to give old people something to do. 
Hf sheep are released in forests, they 
eat the underbrush. They are con- 
venient for forestry, which is 
plagued by a shortage of Workers. 

It is, of course, difficult to carry 
out in farming vilages what has 
been drafted on the drawing board. 
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10,000. These days, when primary 
school children receive tens of thou- 
sands of yen as New Year's money 
gifts, it is certain that a fine of 
10,.000 has no meaning as punish- 
ment. At the time the Criminal Code 
was promulgated in the last year of 
the Meiji era, 1912, the maximum 
fine for housebreaking was $50. 
According to the “History of 
Prices'” edited by the Shukan Asa- 
hi weekly magazine, the starting Day 
at that time for a bank employee Was 
35 amonth and for a primary school 
teacher, about W10. Consequently, 
\50 was an amount equivalent to* 
300,000-\400,.000 today. It was a 
considerable “threat.” During the 
past 17 years, ConSumer DriCe In- 
dices have increased by about 2.5 
times, while the per capita national 
income has more than trebled. 


Consequently, the Justice Minis- 
try is said to be studying a revision 
bill that would hike fines anywhere 
from two to 10 times, such as a maX- 
imum of 町 00.000 for housebreak- 
ing. Japan has built up one of the 
safest countries in the World, accord- 
ing to the white paper, with these 
same fines that have noW apparent- 
ly lost their threatening power. It 
couldn't be that the number of 
crimes will decrease if heavier Dun- 
ishment is imposed. The scope of 
discussions should be widened to 
consider punishment that 1S aDDrO- 
priate for the times. 
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When we think about it now, the 
punishments for crimes Were qulte 
cruel in the Edo era (1600-1867). A 
person killing his master Was 
sawed' to death, while anyone kil- 
ing his or her parent was crucified ^. 
A robber stealing more than 10 

ryo'” (money unit) Was sentenced to 
death. That arsonists? were burned * 
at the stake is well known from the 
story ot “Yaoya Oshichi.“ 

Even for stealing a small sum, the 
first offense was punished by 
whipping ". The second offense re- 
sulted in a two-hne tattoo" on the 
arm, while the third offense Was 
punished by a death sentence. There 
were no prison sentences then. 
There were few property Dunish- 
ments such as fines 7. (“Punishment 


in the Edo Era'" by Ryosuke Ishi) 

According to this year's “Crime 
White Paper,” of the over 1.350,000 
defendants judged guilty im criminal 
cases during 1988, more than 93 
percent were sentenced to pay fimes. 
This fine system is the core of Dun- 
ishment for law-breakers today. The 
white paper calls for a revieW, Dont- 
ing out, “The effect has decreased 
im an affluent society. The amount 
of fines under the Criminal Code 
was revised twice in the postwar De- 
riod, because of increases in Im- 
comeSs and DriCeS. 

However, 17 years have already 
passed since the last revision, and 
the fine levels no longer fit the 
times. For instance, the fine for 
housebreaking is a maximum of 
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hair and swarthy complexions *. 

Humngary once wielded great influ- 
ence in Puropean culture as a Dart- 
ner in the Austro-Hungarian monar- 
chYy. 

It is the home not only of goulash, 
the famed stew richly seasoned with 
Tokay wine and paprika, but also a 
jealously guarded spirit of originali- 
ty which has culminated in even its 
Communist Party deliberating con- 
Yersion to a Western-style demo- 
cratic socialist party. The true 
fortitude? of the Hungarian race, 
which has survived the buffeting『? of 
the waves of history, is now plain to 
See. 

It is impossible to tell how effec- 
tive this changing of stripes will be. 
Some say that the tiger remains the 
tiger. The new party faces nothing 
but resistance from conservatiVes 


and the bureaucracy. However, it 1S 
the Hungarian people themselves 
who wil ultimately pass judgment. 
A presidential election and a gener- 
al election are scheduled for late this 
year Or early next year. 

Two hours after new Party Presi- 
dent Rezso Nyers' selection, he was 
handed a congratulatory telegram 
from Soviet leader Mikhail Gor- 
bachev. On the other hand, China, 
which used military force to quash 
demands for democracy, referred to 
Hungary'S reforms as "counter- 
currents which have appeared in OD- 
position to the international Commu- 
nist movement.” The Hungarian ex- 
periment is itself a Iitmus test of 
other countries' feelings toward re- 
form. 
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Events are taking a course in the 
Communist world that contradict 
what heretofore has been the accept- 
ed wisdom. The Hungarian Socialist 
Workers′Party (the Communist 
Party) has changed its name to sim- 
ply the “Socialist Party。 and 
professed* to discard “bureaucrat- 
ic and dictatorial national socialism" 
in favor of? “democratic socialism.“ 

Politburo member and leader of 
the reformists Imre Pozsgay told an 
Asahi Shimbun reporter, This 
means we have cut ties with the 
Communist Party.” 1 wonder wheth- 
er the Politburo can really so simply 
cut its ties with communism and the 
Communist Party, but the situation 
seems to have developed a certain 
momentum“. 


Thirty-three years ago, in the mid- 
dle of a period of anti-Stalinist fer- 
vor, the Hungarian regime tried to 
set up a multi-party system and a Do- 
sition of neutrality, and Was crushed 
by Soviet tanks. Even so, since 
about 20 years ago, Hungary has 
taken the lead among the Eastern 
bloc nations in undertaking econom- 
ic reform. The fresher air that began 
to flow into the political system has 
also helped to revitalize the econ0o- 
my from its torpor, and the Hungar- 
ian experience from then until now 
has provided the key to maintaining 
reform. 

The ancestors of the Hungarians 
are said to have come from Asia. 
Most are now blue-eyed, white peo- 
ple but you still see people With dark 
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something for samurai to eat when 
they prepared to leave for a battle 
or to celebrate a triumph. 

In the famous Japanese folk tale 
“Saru Kani Gassen,” an animated 
chestnut joins hands with an animat- 
ed mortar and bees to help a crab 
punish a monkey for stealing the 
crab's persimmons. This indicates 
that chestnuts were familiar with an- 
cient people. 

Several thousand chestnuts and a 
]arge amount of chestnut tree lum- 
ber cut for building purposes Were 
unearthed*? last year in the 
Sakuramachi remains in Oyabe City, 
Toyama Prefecture, where house 
pillars about 4.000 years old had 
previously been found. 

Archaeologists * say chestnut for- 
ests provided food and wood re- 
sources for the people of the Jomon 


period (which continued for three or 
four thousand years B.C.). Chest- 
nuts, which can be eaten without 
taking the trouble of softening their 
taste, fed people from such a long 
time ag0o. 

Chestnuts that were eaten in those 
days were apparently of the small 
“shibaguri ” variety ?. A larger and 
more tasty variety, “Tanba guri," 
made its appearance later. Both 
were indigenous ". 

Inner skins come off easily with 
Chinese and European chestnuts. 
Unaccountably, the difficulty of re- 
moving them is the quality which 
one experiences only with Japanese 
chestnuts, according to Kenji 
Umetani, chief of the Agriculture, 
Forestry and Fisheries Ministry's 
Pomiculture Research Institute. He 
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As aresult of advances in cultiva- 
tion and preservation techniques, 
various foods are available out of 
season now. But they do not have 
the peculiar! seasonal flavors. 
Chestnuts remain practically the 
only autumnal food that is to be eat- 
en in season. Few housewives would 
cook "kuri gohan'" (rice with chest- 
nuts mixed in) in SDring. 

Chestnuts can be preserved at low 
temperatures for out-of-season COn- 
sumption. Cake makers use such 
chestnuts throughout the year. But 
Japanese still choose to eat them in 
autumn, feeling the season in them 
and relishing* it. Their persistence 


is admirable. Thus, autumn is the 
season for eating chestnuts. 

Chestnuts are tasty no matter how 
they are eaten, steamed, dried, 
roasted or boiled. Their simple taste 
makes us long for the life of our an- 
cestors. Mixed in with rice, they 
make an excellent dish. They also 
give a fragrant sweetness to "kin- 
ton'” (mashed sweet potatoes mixed 
with sweetened chestnuts), “yokan " 
(sweet bean jelly), and “kanoko" 
(rice cake with sweetened beans 
mixed in). 

Dried chestnuts, with their shells 
and inner skins removed, are called 
“kachiguri.” In the old days, traV- 
elers carried them to eat on the Way. 
Because of their name ("kachi" 
means victory), they were also 
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SayS efforts are under Way to over- 
come this problem by crossing the 
Chmese species with the Japanese 
VarietieS. 

A sad childhood memory came 
back to me while 1 was eating roast- 
ed chestnuts with easily removed 
Skins in Vienna a few days ago. Be- 
cause of World War II air raids, I 
was hving in the country away from 


my parents who remained in Tokyo. 
1 was a primary school student at 
that time. Walking through a forest, 
T collected about 40 chestnuts and 
dried them under the sun. 1 intend- 
ed to send them to my parentSs. 

But 1 was hungry myself. With the 
passage of time, my chestnut collec- 
tion decreased one by one. When the 
day to send them came, 1 had only 
a few left. 
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designated by the state, can be 
repaired and restored free from * the 
strictures of the Building Standards 
Law. But major repairs to and recon- 
struction of more humble cultural 
properties, those designated by lo- 
cal governments, are subject to the 
]aw, just like newly built houses and 
other buildings. The Construction 
Ministry contends that since the cul- 
tural properties designated by the 
state are more important than those 
designated by local governments, 
they must be given better protec- 
tion. 

A valid? argument can be made 
against this stand. During the past 
four years, the state has designated 
84 old houses and other buildings as 
important cultural assets. Seventy 
percent of the properties Were Se- 
lected from among those earlier 


designated by local governments. In 
other words, cultural assets desig- 
nated by local governments are lead- 
ing candidates for state designa- 
tions. Given this fact, the Building 
Standards Law's restrictions, irmnDOS- 
img a manner of preservation dam- 
aging the value of cultural properties 
must not be allowed to prevail. 

In the case of the old residence im 
Sapporo, measures other than the 
installation of a stainless steel roof 
could have been taken to protect the 
traditional roof of wooden tiles from 
fire. After all, this and other old 
houses survived through natural dis- 
asters for a long time because local 
people cooperated for their protec- 
tion. If the loss of the historical value 
they gained im this way contimues be- 
cause of a ]aw that does not make 
sense", we wi be depriving* our 
posterity ? of an important legacy. 
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The Building Standards Law pro- 
hibits the construction of tall Woo- 
den buildings for safety reasons. In 
the light of the provision, the fa- 
mous five-story pagoda of the 
Horyuji Temple in the ancient capi- 
tal of Nara might well be called an 
illegal structure that must be 
demolished. There is, of course, no 
chance that the pagoda wi suffer 
such a fate. But the ]aw is obstruct- 
ing the preservation of more hum- 
ble cultural assets. 

The former residence of the 
Kuroiwa family, a cultural property 
designated by Sapporo City, Hok- 
kaido, is a case in point. Because the 
house was built more than 100 years 
ago, it has been taken apart for 
repairs. When the house Was re- 


stored, a stainless steel roof had to 
be installed on top of its roof of Woo- 
den slates. This Was in compliance 
with? the Building Standards Law's 
provision that roofing in Sapporo 
must be nonflammable. 

Similar cases in Which the integri- 
ty of historical buildings has suf- 
fered from legal restrictions have 
been reported from various other 
parts of the country, such as Ishika- 
wa, Nara and Okayama prefectureS. 
In some renewal projects, Drefectur- 
al and municipal authorities let 
“hinoki” (Japanese cypreSS) barks* 
be used for roofing despite the legal 
prohibition. Why must the law be 
broken to preserve Cultural assets? 

National treasures and important 
cultural assets, both of which are 
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tegration i1S Dursued while respect- 
ing the individuality and vital inter- 
ests of each nation. The job requires 
patience and painstaking effort. 
Movement of money, goods, Serv- 
ices, and not least, people, Within the 
federation Will be freed. Of course, 
there wi be certain restrictions. 
Still, a European wil be able to live 
and work in the country he or she 
chooseSs. 

This is an immense undertaking. 
It is easy to understand why with a 
jttle imagination. The circum- 
stances are totally different, but 
suppose? Asians could cross any 
border freely, to live and work in 
any country they wanted. . . . In the 
case Of Europe, a few restrictions on 
those freedoms are imposed, due to 
considerations for local communi- 
ties, as Well as of public health. Even 


so, the dedication to realization of 
the right of free movement, while 
trying to anticipate every detail of all 
poSsible situationSs, is an irmnDreSS1Ve 
thing. 

Irecently visited Great Britain af- 
ter a two-year absence. It was a 
whole new world compared to the 
Great Britain 1 lived in 20 years ago. 
My friends have passports titled 
“European Community.′ Foreign- 
ers jam ? the cities, and are Working 
everywhere. Though not without 
controversy, integration 1S DrOceed- 
ing on schedule. A great experi- 
ment, founded on rationality, 1S in 
process. IT am looking forward to 
seeing" the result. 
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It is hard to imagine this in a coun- 
try hke Japan which is surrounded 
by the sea, but in Europe, せ you 
drive or travel by train for several 
hours, you will enter a neW Country. 
At that point, the language probably 
changes. People's faces and clothing 
1ook different. The foods and the 
smell of towns are new. Building 
styles, of course, and even the sce- 
nery take on' a different aspect. 

It is a fascinating and strange eX- 
perience. Though the depth of the 
change is different, it 1S perhaps 
comparable to old-time Japan, 
where each local lord established his 
own checking stations and fief* cur- 
rency. If anyone violated a border, 
it meant war. And in fact, many 
such disturbances have colored * his- 


tory. However, this same Europe 
will wake up on Jan. 1, 1993, a Hittle 
over three years from now, to “a Eu- 
rope without borders.” 

Looking back, it has been a long 
road. It was in 1957 that six coun- 
tries, led by France and West Ger- 
many, signed the Treaty of Rome 
creating the European Economic 
Community. The number had grown 
to nine by 1973, after the affiliation 
that year of Great Britain and Den- 
mark, and has since burgeoned* to 
12 with Greece joining in 1981 and 
Spain and Portugal im 1986. It js 
thus the world's largest unified mar- 
ket, with a population of 320 milhon. 

Countless decisions are being de- 
bated, on tariffs, agriculture, social 
policy and many other fields. In- 
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the ambassador to inform the im 
festival executive committee secret- 
Iy in advance that Japan wanted to 
decine acceptance of the prize. The 
government probably didnt want to 
anger and irritate the United States. 
However, the reply telegram from 
the ambassador said, “As a result of 
discussing the matter with the 
French Foreign Ministry, 1 have 
concluded that 下 the government in- 
terferes, it will conversely' draw 
world interest.” He said in effect 
that he would not carry out the im- 
StructionSs. 

There is an incident Trecall in con- 
nection with7 reactions to the atom 
bombs. During the special General 
Assembly on disarmament of the 
United Nations in May 1978, there 
was an exhibition of documentary 
photographs of the atom bombings 


in the first-floor lobby of the United 
Nations headquarters. It Was pre- 
pared by Hiroshima and Nagasaki 
cities, but the U.N. Secretariat 
asked that some of the photographs 
be replaced by others because they 
were too “atrocious"." The organ- 
izers replied that “these are the real 
facts,” and the photographs in ques- 
tion were exhibited after all. 

Actually, 1 was surprised by the 
fact that there are people who are 
surprised by the “atrociousness" 
more than 30 years after the drop- 
ping of the bombs. It is material for 
self-reflection, “Did we exert ade- 
quate efforts to let the world know 
the facts”” There probably are var- 
1ouS considerations at variOus tirmeSs. 
However, it is best to look squarely 
at history and record the facts. 
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In the autobiographical book, 
“The Monochrome of My Youth, “ 
by movie director Kaneto Shindo, he 
gives an account of? the circum- 
stances at the time he made the 
movie, "Atom-Bombed Children": 
“Tapan was still under military oc- 
cupation. It took courage to be open- 
ly critical of the United States for 
having dropped the atom bombs.“ 

This was back in 1952. He clashed 
with the Japan Teachers Union, 
which had similar plans. He suffered 
from a lack of funds but somehow* 
managed to complete the movie. It 
was a big hit. The teacher, played 
by actress Nobuko Otowa, goes 
around calhing on her pupils who 
were victims of the atom bomb. It 
was the first fim drama to look 


squarely at the tragedy of the atom 
bomb. It was submitted to the 6th 
Cannes Film Festival in 1953. 

However, it is now clear that the 
Foreign Ministry made efforts to 
prevent the movie from being shoWn 
at the film festival. This was dis- 
closed in the diplomatic documents 
declassified* on Oct. 15. The For- 
eign Ministry apparently thought 
about asking the sponsors not tO aC- 
cept the movie since preventing Sub- 
mission Was impossible because 
there were no legal grounds. In- 
structions Were Sent in an urgent Se- 
cret telegram to the Japanese am- 
bassador to France. 

Anticipating? the movie being 
shown in the festival and possibly 
winning a prize, the ministry asked 
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riod when this poem first appeared. 
[ called on haiku poet Rikkajo Mat- 
suoka at her home in Takadanoba- 
ba, Tokyo, and checked the Novem- 
ber 1931 issue of the poetry maga- 
Zine “Shibugaki'"” (Astringent 
Persimmon). Torahiko Terada was 
a close friend of Toyojo Matsune, 
the magazine editor. That is why 
Terada wrote an essay at the begin- 
ning and added this poem at the end. 
1 was surprised when 1 found two 
small dots in the kanji character. It 
was indisputably! “awa "instead of 
当 Ikuti 診 

How did such a mistake occurr 
Kazuhiko Omori, the reader from 
Sendai City who pointed out the mis- 
take, is the librarian of the Library, 
Tohoku Institute of Technology. He 
has really thoroughly checked on ey- 
erything about Terada. When his 
complete works, which were edited 
from before the war to after the War, 


are checked in detail, it can be found 
that the Iwanami Shoten publishing 
house separated Terada's essays 
from his poems and edited his hai- 
ku chronologically * and according to 
seasonal themes in 1937. This is 
when the “kuri” poem appeared. 

Apparently many people partici- 
pated in the work of collecting Ter- 
ada 's poems. Could it be that the tyo 
dots Were overlooked during this 
process? Still*, 1 take my hat off to『 
Omori's thorough research. There 
has been no word from the haiku 
community. IS this because the 
“kuri ”poem iS accepted as an eX- 
cellent haiku? It was, after all, “one 
grain "because it was "awa instead 
of "kuri.” erada may possibly 7 be 
writing an essay about this matter 
in heaven. 
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76 72ge の 277 ez の "It is true that 
just because of two small dots (in a 
hiragana character), a meaning can 
change completely. The sonant dots 
mustnot be treated lightly. There js 
also the following lower half of the 
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1 wrote about chestnuts in this col- 
umn the other day (AEN Oct. 14) 
and quoted a poem by Torahiko Ter- 
ada: “4 s272g7e ces777277 772 2772777272/77 
2S 6924/ 7 の 娘 e 0770/e 00777/Y2Z 777 
see 7e7 792 @77 77 "The poem 
seemed to fit my feelmg that the 
chestnut is autumn itself. A doubt 
passed momentarily through my 
mind about whether something as 


big as a chestnut could be called a 
“tsubu "(grain). IT thought, howev- 
er, that a chestnut considered in the 
entirety of spacious autumn nature 
can be considered “one grain.”" 

After the column appeared, a 
reader in Sendai City pointed out, 
“That is not kuri'( ,chestnut): it 
is awa′ ( , foxtail millet)."” 1 
rechecked the same almanacs pub- 
jished by Kadokawa Shoten, Kodan- 
sha and Bungei Shunju 1 checked 
the frst time. In all these almanacs 
this poem appears in the section for 
the autumn seasonal word “kuri" 
(chestnut). 1 checked the almanacs 
of other publishing firms. They all 
had “kuri "in this haiku, and there 
was one Which expressly ? explained 
it was an excellent haiku. 

For caution's sake, T decided to 
check the haiku magazine of the De- 
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were made of concrete. But com- 
pared to the cement content, the 
concrete contained an abnormal 
amount of sand. It was a product of 
the Brezhnev regime which has 
been called an “era of stagnation.“" 
General Secretary Mikhail Gor- 
bachev asked angrily, “Who stole 
the cement?” The earthquake dam- 
age Was partially a man-made disas- 
ter brought about by the diversion * 
of goods to the blackmarket. 

Now a huge earthquake has oc- 
curred in San Francisco in the Unit- 
ed States. It was in the area through 
which the mammoth, active San An- 
dreas Fault runs: it is an area 
which many earthquakes occur. In 
1906 there was a huge earthquake 
in which more than 500 were killed. 
The disaster-prevention SysStem 
probably was adequate, but the 


damage and casualties cannot be 
considered small at all. 

San Francisco is a city with exten- 
sive communication and traffic net- 
works, including expresswayS and 
]ong bridges spanning* the bay. 
Won t a similar situation in VariOuS 
aspects occur if a major earthquake 
hits Japan? First of all, We must 
speedily extend as much help as DOS- 
sible, but a thorough『 investigation 
of the situation isS probably neces- 
sary for future reference 「. 
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After the big earthquakein Tang- They tragically collapsed, and 


shan in China in 1976, memories of 
suffering remained in the minds of 
the people for a long time. There 
were people who felt suffocated! on 
cloudy days or when it started to 
darken after the sun set. Those feel- 
ings were the after-effects from hav- 
ing been buried under rubble in the 
dark for three days. 

One woman showed a conditioned 
reflex of rejection of everything 
Sweet because she had been given 
Sweet grape sugar immediately af- 
ter she was rescued. In the Tang- 
shan area, the houses in the farming 
villages are practically? all made of 
bricks and clay walls. On top, there 
are heavy, thick roofs in which coal 
cinders and lime have been mixed. 


240,000 were killed. 

In the Mexico earthquake in 1985, 
the walls and pillars of concrete and 
stone buildings collapsed. The ceil- 
ings and floors of the first, second 
and third floors collapsed and piled 
up on each other like the layers* of 
a sandwich. Rescuing the people 
caught between the layers was dif- 
ficult work. It was in September but 
it was still hot. In order to prevent 
decomposition, people poured lemon 
juice from huge numbers of lemons 
on the mountain of corpses dragged 
out from under collapsed buildings. 
People still remember the smell of 
COrpDSeS and lemons. 

In the Armenia earthquake in 
1988, the buildings that collapsed 
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waves of Soviet reforms steadily 
spread to Eastern Europe, Past Ger- 
many has made itself an exception 
to the rule, saying, in the words of 
Politburo member Kurt Hager: 
“Just because our neighbors have 
changed their wallpaper, why do we 
have to follow suit??" 

In his speech at the Oct. 6 rites 
marking the 40th anniversary of 
East Germany, Soviet leader M 握 - 
hail Gorbachev emphasized the need 
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for a practical approach to improve 
East-West relations, while Honeck- 
er contrastingly expressed a strong 
sense of distrust toward West Ger- 
many. 

Honecker had a reason for reject- 
ing reforms, a reason that does not 
affect Hungary and other Eastern 
European countries. The diminution 
of the East German identity as a SO- 


cialist state, which reforms would 
bring about, would inevitably lead 
people to ask why Germany has to 
remain divided. In other words, un- 
]ess it sticks to socialism, East Ger- 
many wil lose its raison d'etre . 

The country needs reforms, but 
considering their consequences, 1t 
has little freedom to implement 
them. The dilemma promises a thor- 
ny path ahead for Egon KrenzZ, 
Honecker'S SuCCeSSOr. 
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“People were holding umbrellas 
over their heads in Czechoslovakia 
when it Was fine. Someone asked 
them why they were doing so. They 
replied that it Was raining in Mos- 
cow.” This is a classic story poking 
fun at! the subservience* of the 
Eastern European countries to the 
Soviet Union. Tales like this abound 
in that region. 

Who knows who makes up such 
stories originally? As they circulate, 
they become refined and more inter- 
esting. The situation that prevailed 
a month ago might be described as 
follows: A: “East Germans are flee- 
ing to West Germany in large num- 
bers. They say that at this rate, Herr 
Erich Honecker and his family wil 
be the only ones left.” B: “No. They 


say his wife told him: "It's going to 
be only you." 

Now that* the East German lead- 
er has resigned, Eastern Europeans 
might add: “Herr Honecker can get 
out himselt now.“ 

It might be unkind to make up a 
funny story as Honecker resignSs, 
but the fact that more than 100,000 
East Germans have abandoned their 
own country iS an extraordinary de- 
velopment. He has been thrown out 
of office by a political earthquake as 
intense as the real one that hit San 
Erancisco this week. 

Hungary has adopted constitution- 
al amendments approving political 
pluralism*。 while forces critical of 
Communist rule have taken over 
power in Poland. However, as the 
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keep my ears stopped at my work- 
place because otherwise 1 would be 
forced to hear music from the wire 
broadcasting system all day," one 
Such letter said. 

本 he other day, the Asahi's letters- 
to-the-editor column carried a letter 
from a person who had lived in Vien- 
na for four and a half years before 
recently returnng home. The writ- 
er exDreSsed surprise at the tremen- 
dous noise levels in Tokyo and pro- 
posed that unnecessary broadcasts 
at railway stations and aboard trains 
be ended. 

Most of these broadcasts are un- 
necessary and the same can be said 
of music. The railway stations 
where bells do not ring to signal the 
imminent departure of trains are 
popular with the public. What are 
the officials at the noisy stations 


thinking? Are they giving serious 
thought to how people feel about 
broadcasts and ringing bells? Are 
they under the mistaken notion that 
ensuring that people hear some kind 
of sound all the time is a service to 
themz What people want is quiet. 

A series of criminal cases have oc- 
curred because of noise. A man in 
a car ambushed? a motorcyclist in 
Sakai City, Osaka Prefecture, this 
summer. After a chase, he crashed 
his car against the motorcycle and 
threw down the driver. A man be- 
came violent when he was told to 
turn down the volume of his porta- 
ble cassette player on a train this 
month and was arrested. 

Quiet is indispensable if people are 
to be more considerate『 to others. 
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“The noise levels in Japan are the 
highest in the world. If the problem 
is allowed to continue further, the 
hearing of the Japanese might eVen- 
tually suffer.” The Science Council 
of Japan issued that Warning nine 
years ago this month. 

The council said that in terms of * 
electric energy, the noise generated * 
daily in this country amounted to 
18.000 to 30,000 kilowatt-hours. As- 
suming that? all this noise reached 
human ears, the council's calcula- 
tions showed, it was the same as 
hearing the voices of about 800,000 
people all in a one-square-kilometer 
area. “If the present trend contin- 
ues, it might become necessary for 
people to wear earplugs outdoors to 
protect their hearing toward the end 


of the 1980s,” the council predicted. 

It now seems that that prediction 
is coming true. Earplugs are selling 
briskly *. Within about two months 
after they were put on sale at ral- 
way Station kiosks in and around To- 
kyo this summer, earplug sales have 
exceeded 65,000 units. Plugs will go 
on sale at railway stations im the 
Kansai area later this month. 

Before wearing an earplug, one 
has to rub it with one's fingers to 
soften it. When it is inserted into the 
ear, the device inflates and thus 
stops sounds. Several million plugs 
are annually selling at pharmacies 
and bookstores. A profitable market 
already exists. 

Readers send letters complaining 
of noise to the Asahi Shimbun.“T 
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how popular Canada is with Japa- 
neSC. 

Second, all the characters are sol- 
idly essential to the story. What they 
think and their consideration for 
each other are all clearly drawn. 

丁 hird is the unadorned lifestyle 
they keep. 

Fourth are the girl's will and ef- 
forts toward independence. 

It is refreshing to watch this girl 
grow up, bubbling* with curiosity 
and straining to reach her potential, 
even as she tries and fails time af- 
ter time ?. It has been over 80 years 
since “Anne of Green Gables was 
published, but it reminds me of 
“Heidi,” written 20 years earlier in 
Switzerland. The similarities be- 
tween the two extend from the com- 
mon backgroumd of a natural setting 
and the simple lifestyle of the char- 


acters to the relationship between 
the girl and her elderly protectors. 
Im addition, there are the good- 
natured jokes and the prayers in 
everyday life. 

What the two stories share is a 
trust in the hearts of humanity and 
in love. 1 think this leaves an imDreS- 
sion on the reader deep in his or her 
heart. People these days, surround- 
ed by a convenient artificial environ- 
ment with many material things, 
crave* the ideal: they want to go 
back to the world of Anne and Hei- 
呈 . In this age of unstable values, it 
is interesting to consider that the 
authors and main characters of both 
works were Women. 
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“They say that a rose by any other 
name would smell as sweet, but 1 
dont believe it for an instant '. the 
rose had a name Hike thistle' or *cab- 
bage' or something like that, 1 dont 
think it would be as beautiful.“" 

Once this lively talker's rich imag- 
ination had been set off, there was 
no stopping her. Sometimes her 
braggadocio* could have a charm al 
its own. Her name Was Anne and 
she was taken out of an orphanage 
and raised by an elderly man and his 
younger sister. She was skinny, with 
a thatch of red hair and freckles*. 
This is the heroine of “Anne of 
Green Gables,” a story Which has 
captured the hearts of readers ev- 
eryWhere. 

The book has been made into a 


movie, which has been showing mm 
Japan since this summer. It is still 
on, even though the contracted term 
at the theaters ended already. The 
audience iS not only young Women, 
either. Boys and girls, men and 
women of all ages come to watch. 
You wonder what it is that makes 
the movie so Dopular. 

The movie version iS not as de- 
tailed as the book, but it shares the 
following features with the book. 
First of all, the setting is the beauti- 
ful Canadian countryside, where the 
characters in the story Ihve in harmo- 
ny with nature. 

The number of Japanese tourists 
who have visited Canada this year 
is reported to have exceeded 10,000 
as of September. This alone tells 
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He decides beforehand? the time he 
will take to read a book, whether tt 
is 30 minutes or an hour. The effects 
of concentration are dramatic. In 
this manner, he says he reads more 
than 50 books a month. It is certain 
that speed reading ability is useful 
when you want to find out desired 
information within a restricted time. 

Whereas on the one hand there is 
a person who reads more than 50 
books a month, on the other hand, 
30.9 percent of Japanese dont even 
read one book in a whole year. How- 
ever, the number of those Who re- 
plied that they read a book during 
the past year increased by 8.6 per- 
cent in the past 10 years to total 69.1 
percent. The Prime Minister's Of- 
fice surmises that this is because 


people have more time to read books 
for various reasons, including intro- 
duction of the five-day workweek. 

There are various ways to read 
books, and there are also diverse 
wayS to enjoy books. We can meet 
all kinds of people in books and We 
can be deeply impressed or inspired. 
There is what is called “midoku" 
(perusing* a book with hearty aDpre- 
ciation), which is vastly different 
from speed reading. While leisure- 
jy savoring * the book, you immerse 
yourself in ? the world of books. Re- 
reading a book which you read as a 
child is an extravagant joy. Book 
Week begins on Oct. 27. 
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Tn what is called oblique reading, 
you run your eyeS Over the page and 
grasp what iS Written on the Dage. 
Whether it's a book or documentSs, 
if you can read speedily When You 
are busy, you can Save time. One 
person noted for his speed reading 
was U.S. President John Kennedy. 

Speed reading iS popular in the 
United States. One method is to 
imagine a line from top to bottom im 
the middle of a page filled with hnes 
of words. You move your eyeS down 
that imaginary hne, catching the 
words in the center of the page. 
While doing so, you practice picking 
up as many Words as you DoSSiDIY 
can on both the right and left of the 


jine. Eventually you can grasp the 
whole page in this manner. 

Rather than oblique reading, this 
is vertical? reading. In Japan recent- 
ly, there has been great interest m 
speed reading, and there are ClaSS- 
es for learning how to speed read. 
Apparently the basis is to train the 
eyeballs to move quickly and not 
stop. Eiji Saito, Who has researched 
speed reading and wrote a book 
about it, says there is a “2-8 rule.“ 
According to this rule, 80 percent of 
the information you are seeking Can 
be found in 20 percent of the pages 
of the book. 

He searches out and reads only 
the crucial 20 percent of the pageSs. 
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duction and consumption, there is no 
room for individual names and faces 
to aDDear. 

In Japanese society, there is a ten- 
dency not to push names to the fore. 
We tend to call people by their titles 
or position names. Ve are Very Door 
at quickly introducing one person to 
another. In the United States, where 
the names of men and women are 
given even to tyDhoons, Deople usSe 
the name of the person they are Con- 
versing With frequently in a conVer- 
sation. It is most interesting that 
personal name rice appeared in Ja- 
pan, Where people dont put their 
names up front so explicitly. 

Confirming a name meanSs clearly 
recognizing the other person. When 
a mother muttered*?, “He's still a 


baby,” her 2-year-and-3-month-old 
son angrily retorted, "FTm not a 
baby! Tm Toshi!” 華 his was report- 
ed in a letter to the editor. There js 
no individuality in “baby,” while 
“Toshi'” is his peerless self. 

This is often seen at hospitals, 
where people call an old Woman, 
“Obaachan'′ (grandmother). The 
people are doing so because of a 
feeling of affection. At the same 
time, however, there are many old 
women who dislike it because they 
feel it is unduly ? familiar. There are 
old people who say happily, “1 was 
called by my name for the first 
tme!'” Calling a person by name 
means that you are addressing that 
particular person. 
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A rice company in Yamagata Pre- 
fecture has begun sellmng rice in 
bags on which are pasted the name 
and a photo of the person who grew 
the rice. Under the name, it saySs, 
“ 丁 his is rice that has been careful- 
1y nurtured for one year. It is being 
delivered to you together with the 
identity of the grower.” This rice ap- 
parently is quite popular. It is report- 
ed that consumers say thimgs hike, "1 
feel relieved' because 1 can confirm 
with my own eyes who the grower 
IS 

A similar scene can be found in a 
department store in Tokyo. A coun- 
ter selling Chinese food displays the 
name and face photo of the person 


in charge*. There is a notice that 
says, "Ask any question you want 
to. We wil be happy to give advice.” 
A responsible attitude is shown by 
the display of the name of person in 
charge, and this apparently arouses 
trust. 

In literature and music, the name 
of the writer or composer is attached 
to the work. It is the same in the 
case of paintings and chinaware. 
Smce riCe, bread and tofu are all cre- 
ations of a sort, it would not be 
strange at all* i the names of those 
who produced them are attached to 
them. When responsibility is clari- 
fied, it has the effect of arousing fa- 
miliarity and affection. In mass DrO- 
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with an exclusive contract with the 
Wiener Staatsoper. She is now an 
established opera singer of the real 
opera which she had originally just 
wanted to see and hear. The brilli- 
ant stars of the world are jostling? 
each other at the Wiener Staatsoper: 
Besides those from Austria itself, 
there are stars from various East 
and West European countries, the 
United States and Central-South 
America. She is the only Japanese 
singer under exclusive contract. 
Along with the pleasure, there 
must be Yarious frictions, but she 
says, “At work, 1 am not particularly 
conscious about being Japanese." 
On the contrary『, she feels it is won- 
derful that the stars from various 
countries give full play to their abil- 
ities without being concerned about 
their nationalities and all contribute 


to Austria's culture. When we think 
about it, is Japan as magnanimous 7 
about foreigners participating im 
Japan's culture? 

She practices three hours each in 
the mornmg and at night. She is 
building up her tall body by playing 
squash in the morning and Derspir- 
ing. She has returned to Japan as 
one of the 480 cast members of the 
Wiener Staatsoper on a special tour 
to commemorate 120 years of 
friendship between Japan and Aus- 
tria. She said, “Japan leads the 
world in economic and technical 
fields. It would be nice it became 
an age in which nonuniform individ- 
ual tastes are pursued and as- 
serted.“ 
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It was eight years ago that Noriko 
Sasaki went to Europe after gradu- 
ating from the Musashino College of 
Music. Because she had studied 
voice, she wanted to see and hear 
opera in its birthplace. She enrolled 
at the Mozarteum (University of 
Music and Dramatic Art) in Salz- 
burg. 

People studying music in Europe 
look for work while they are still in 
school. They call on the agencies 
that handle musical artistsm Yarious 
countries and audition. If they are 
considered good, they are offered 
work. Sasaki visited such agencieS, 
taking several compositions, and 
sang the songs accompanied by the 
agency Ss pianist. If the reaction Was 
not favorable, she went to another 


agency. 

It is literally` sellhing oneself, and 
it is a world in which only real abih- 
ty counts*. After visiting several 
agencies, She became discouraged, 
thinking maybe it would be better 
she returned to Japan. Just then, she 
received a notice from the Wiener 
Staatsoper (Vienna National Opera). 
It asked her to come to the theater's 
research institute. Graduating from 
the music academy in three yearS, 
she entered the research institute 
where she spent tyo years. She Was 
blessed by frequent opportunities to 
apDDear in ODeraS. 

It was probably because she took 
advantage of* each opportunity and 
was able to display her abihty to the 
fullest* that she became a singer 
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that the Soviet Union will not inter- 
Vene in Eastern Europe. No other 
country, he added, has the right to 
intervene. 

The Eastern Europeans may be 
feeling that the assurance came too 
]ate. Instead of repeatedly suppress- 
ing domestic initiatives for reform, 
they would say, Moscow should 
have allowed them a long time ago. 
The president of Poland has said the 
“brilliant future of socialism' has 
turned out to be an iusion. 

Which way wil Eastern Europe 
go after admitting that the goal it 
has pursued is an illusion? The So- 
viet Union floats the idea of a “com- 
mon European house'” in the hope 
that Eastern Europe wi become 
united with Western Europe in a sin- 
gle economic community. The West 
expects that Eastern Europe will be- 


come neutral as the NATO and 
Warsaw Pact organizations are re- 
organized to diminish * their military 
nature. 

Incidentally, it may be 
worthwhile『 to pay attention to an- 
other of Sinatra's hit songs, “Oh, 
Look at Me Now.” It may offer 
clues to the future of Eastern Eu- 
TODGe. 


・ ざ VN 出 


山 テ 士 ペ " 


57 一 一 Oct. 27 , 1989 

だ シク は 側 西 か が 想 記 改 エ 欧 介 連 は ド は ら 体 

" ナ ・ 中 は 欧 ? 幻 あ だ 財 革 ネ 語 い 入 は コ を 介 一 の 社 
ドア 普 . 放 ツウ 想 る っ 僚 を ル 国 まず 東 イ 訪 人 人 低利 疹 
ラッツ 的 東 の 連 を "た 代 許 ギ に ご る 欧 ビ どれ し 体 益 主 
に ト に 西 広 は 幻 ー 和 や し | はろ 権 に ス た た の が 義 
あ ・ た で 域 華 想 と に て は あ 言 利 介 ト ゴ "利便 国 
2 っ ミ る 重 私 牙 と ボ 言 < 何 ろ っ は 入 大 ル し 益 先 一 
た 。 | が 0 二 200 | し 記 うう で 人 S し 和 パ が を 見 
SsS・ か 同 周 共 め ラバ も "も いな 領 チ し に る の 
隔 の 半生 ッ き 信 下 旨 宝 いい N 民 ヨ ョ ' リ が か が" 洗 
* ウ と の 成 の 等 だ. 糧 k。 草 1 9 き プッ: が 過 / 権 
一 陸 作 大 安 本 大吾 具 きま きせ" 屋 の と まま WIN 
、 と も 合 ど ーー 統 洒 か れつ と 時 ぱ \ ソ 五 る うり 
年 い 5 い を と は 領 け つた な い に 5 連日 と 考 も 
RNN が る だ ? が う は ほ 下 ず 見 を | 
さ 当 オ 薄 待 う 後 の 未 の も る 気 か 計 高 フ れ 方 社 
れ た だ た | ます 表 ど べ 来 に っ 内 持 の 2 全 イィ ば だ 会 
7 き 齋 0 り 計り 本 の 8 の 1 ら 0230 の 5 庄 ン リド 持 
し 曲 ル 梨 "で な こ は だ 早 ら が れ Q_ 議 ラ ソ だ 義 
`* が > 欧 西東 る き 負 W @⑳7 東 も ソ 長 ン 連 か 全 


22. OSCOP 4 の 0ZZ ぐ 7V4774 の 0C77 が 7/V" 


Appearing in a U.S. television DrO- 
gram, the public information chief of 
the Soviet Foreign Ministry said his 
government has named its policy to- 
ward the Eastern European COun- 
tries “Sinatra Doctrine'” after sing- 
er Frank Sinatra. This epitomizes 
the drastic changes now SWeeDing 
the world. 

As everyone knows, one of 
Sinatra's hit songs is “My Way.“ 
The Soviet official Gennady Ger- 
asimov, said the “Sinatra Doctrine" 
means the Eastern EuroDean COun- 
tries can go the way they choose, 
just like the words of the American 
singer's hit song. In other Words, the 
Soviet Union will not interfer* with 
these countries' moves to democra- 
tize themselves. 


Moscow has hitherto pursued the 
Brezhnev Doctrine, a doctrine of 
limited sovereignty, as its Dolicy t0- 
ward Eastern Europe. Leonid 
Brezhnev, then general secretary, 
enunciated? it to justify the 1968 So- 
viet military intervention in Czech- 
oslovakia. 

The Brezhnev Doctrine is based 
on the view that the interests of the 
entire socialist bloc come before the 
sovereignty of a single socialist 
country. Therefore, the Soviet Un- 
ion intervened whenever it thought 
the interests of the socialist bloc 
were threatened. 

Soviet leader Mikhail Gorbachev 
renounced* the doctrine during 4 
visit to Finland Wednesday. He told 
Finnish President Mauno Koivisto 
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Showa. This probably reflects a 
heightened artistic atmosphere 
which arose in the 1912-1926 Taisho 
era and continued into the Showa 
era. 

It js also interesting that many 
works on display were produced 
when the artists were advanced im 
age. One such work is Dogyu 
Okumura 's Japanese-style painting 
of a cherry tree with a thick trunk 
and bearing flowers Whose scent one 
almost smells. It has an enchanting 
effect on those who look at t. 

Another outstanding exhibit js 
Usen Ogawa's simple and 
unworldly painting of a procession 
of foxes on the shore of a lake, a 
Scene as in a dream. 

Works produced after World War 
TI combine new methods and fresh 
sensibihties, while following the tra- 


ditional Japanese style. Some of the 
Japanese-style paintings on exhibit 
resemble the Western style so close- 
jy that they give the impression that 
their only difference from the latter 
is the materials they use. 

It is often said that one's charac- 
ter shows in his handwriting. In the 
field of callisraphy, the exibition 
brings together masterly Works, 
wrth strokes flowing ] 近 e a Waterfall, 
including the one by Kaido Tanaka, 
and works by writers and poets, 
Showng ther serious character. The 
freedom with which philosopher 
Kitaro Nishida drew characters was 
a SurpriSse to me. 

The uniquely wonderful penman- 
ship shown by painters 1ke Fuset- 
su Nakamura and Keigetsu Matsu- 
bayashi and potters like Rosanjin 
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Apair of eyes eerily * stared at me. 
I felt that way when 1 looked at Ar- 
mitsu's painting at an exhibition. 
The eyes drawn in the 1938 paint- 
ing must have seen the rapidly 
changing times as Japan headed for 
war. Also on display* Were Wartime 
works, such as Saburo Miyamoto's 
painting on a 1942 meeting between 
Lt. Gen. Tomoyuki Yamashita and 
Lt. Gen. AE. Percival, commander 
of the Allied garrison on SingaDore 
Island, and Tsuguharu Foujita's 
work on the 1943 fall of Attu, an 
Aleutian island where all the Japa- 
nese defenders were killed or killed 
themselveSs. 

But the Showa era, which began 
in 1926 and ended last January With 
the death of Emperor Showa, WaSs 


not entirely a period of war. The 
ongoing? Showa Reminiscence PX- 
hibition shows how many DreCiOUS 
]egacies our contemporaries have 
]eft behind in the various fields of 
culture. Collected for display at each 
of the three exhibition sites are the 
best 100 in Western-style paintings, 
Japanese-style paintings, and calli- 
graphic WorkS. 

The trouble with writing a column 
about the exhibition is that 1 may 
sound like I am plugging * the show 
which is sponsored by the Asahi 
Shimbun. But the exhibition, bring- 
ing together the best works of art 
produced in the 62 years of ShoWa, 
is spectacular. Especially notable is 
the fact that many of the Works on 
display are from the earIy years of 
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Kitaoji may be attributable to their 
artistic sense. 

As 1 toured the calligraphic exhi- 
bition, it occurred? to me that ina 
age When electric writing instru- 
ments hold sway ", it may be futile 
to hope that Japan will continue to 
produce artists who can write as 
beautifully as these people. 


The works of art collected for dis- 
play at the three sites of the Showa 
Reminiscence Exhibition represent 
a catalogue of common cultural as- 
sets for the people who lived in the 
turbulent era. The exibition wil 
Shortly be followed by a show of 
comics produced in the same era. 
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RED MOUNTAIN SKY"”appeared. 
The current version uses “A RED 
DRAGONELY.” Furthermore, 
“when was that day” and “Was 
only an illusion 1 saw' were 
reversed? in the first and second 
stanzas. The familiar “Ted dragon- 
fly” appeared in the very last stanza. 

Prof. Chojiro lemori, an expert on 
Rofu Miki and formerly at Nara Uni- 
Versity of Education, also sent infor- 
mation and data, including a reprint 
of the first collection of Rofu Miki's 
children's songs, titled “Pearl Is- 
]and "(Shinju-Shima), originally pub- 
lished in December 1921, four 
months after the poem first apDear- 
ed in “Acorn.” In “Pearl Island," 
the phrases “red dragonfly'” and 
“red mountain sky, as Well as 
“when was that day” and “was 
only an iusion 1 saw, appeared as 


they are in the current version. It is 
beheved that Miki had reworked the 
poem within a short period of time 
to find the best placement of the 
DhraseSs. 

TIemori, in his book, “An Interpre- 
tation of Akatombo" (Doyo Akatom- 
bo Ko), posed * an interesting ques- 
tion as to who was carrying the child 
piggyback. There is no mention of 
the identity in the poem. There is 
also no mention of a mother. After 
studying Miki's background, lemori 
concluded that it Was the child's nur- 
semaid, who is depicted in the poem 
as having married at the age of 15. 
Temori's interpretation, however, 
contradicts? that of Miki's friend, 
Hosui Arimoto, who argued in Vol- 
ume Three of the “Rofu Miki Col- 
lection ” (Miki Rofu Zenshu) that it 
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With autumn almost over, it may 
be somewhat ate in the season to re- 
flect on the story of Rofu Miki's re- 
nowned poem “Akatombo'” (Red 
Dragonfly). (The first two stanzas 
shown below in rough translation.) 

Me 925 娘 27 の 2y/7727 7 706 
ggy02c/772 6 76 の 6 の 67227455 g7 の 707747 
272g77 の 7s/ 上 27z272g 娘 e g7070 7 の 
76 の の go77 ゆ ? 
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227 の e7776 770772 6 720277277272 /26/7/Pe- 
272g ce の 7 g277e/e の 7/777 の 577677 
0272000 02se77”" 

Some time ago, I pointed out that 
the Collection of Japan's Excellent 
Poems (Nihon Meika-Shu), pub- 
jished im 1954, showed the now fa- 
milar phrase.” ...FROM (2o) a 
mountain field . . . in the second 


stanza, as.”...ON (722) a mountain 
GelGU 二 軸 

Treceived an immediate explana- 
tion from Chief Takashi Takahashi 
of the Museum of Modern Japanese 
Literature's library reference mate- 
rials section, who showed me the 
Augnust 1921 issue of “Acorn,” the 
magazine that first published the 
poem. The issue, donated by Miki's 
wife, Naka, carried the poem with 
an iustration of a new bride on 
horseback traveling to another vil- 
]age along a mountain path. The 
original version used the word 
FROM (2), as We now know. 

Nevertheless, major differences 
from the current version* were 
found in the original. In the original, 
the Hine “watching the glow of THE 
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was the child's mother. 

Whoever it Was, the poem, which 
yearns for a mother and longs after 
home, is filled with a feeling of 
nostalgia and loneliness. Miki's im- 
timate friend, Kosaku Yamada, put 


the poem to music. Since then, loved 
and sung by the Japanese, it has 
deeply permeated their hearts. In a 
recent poll, Akatombo was ranked 
the most loved song among Japa- 
neSe. 
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joiced at the very ar. 

“Socialism is the only humanistic 
choice in the face of capitalism,” im- 
sisted Egon Krenz, neW general SeC- 
retary in East Germany. 

John Kenneth Galbraith, professor 
emeritus at Harvard University, 
however, argued that the notion of 
pure capitalism, like that of pure SO- 
cialism, will have to be rethought 
completely. 華 his is an age Where We 
can no longer depend on pre-exiSting 
ideologies. Both systems must re- 
spond to the conditions of the times, 
he said. 

Poland's President Wojciech 
Jaruzelski: "T am in favor of* the 
simultaneous* dissolution of the 
Warsaw Pact and the North Atlan- 
tic Treaty Organization. 1 believe 
there is a great possibility of accom- 
phishing this during this century.“ 


A major earthquake occurred in 
San Francisco. Rescued after about 
90 hours trapped without food or 
water, Buck Helm exclaimed, 
“Thank God, Tm alive.“" 

Writer Shusaku Endo denounced, 
“Tapanese hospitals subject patients 
to too much needless humiliation * 
and suffering. Hospital staff often 
use harsh language totally lacking in 
]ove, and there are cases of doctors 
who say absolutely nothing to their 
patients. This is an utter outrage. 
What a relief it can be for patients 
just to hear a few words from therr 
doctor.“ ・ 
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Quotable quotes from October: 

To Americans protesting Sony s 
acquisition` of American movie stu- 
dio Columbia Pictures, Sony Chair- 
man Akio Morita retorted, “Hf they 
are going to criticize us for having 
bought a piece of American's soul, 
they should criticize the seller as 
well.“" 

American Ambassador Michael 
Armacost has pointed out in return 
that for Americans, the problem is 
that even though they want to invest 
in Japan, they cannot. 

There have been repeated calls 
from young members of the Liberal- 
Democratic Party Tax System 
Study Council for the party leader- 
ship to apologize to the publc. Diet 
member Hideo Usui said, “First, We 


must apologize to the public* for 
breaking our election DromiSeSs. 
Whenever the party announces a 
possible adjustment to the consummD- 
tion tax, the reaction from the peo- 
ple is, "What, is that all7! We should 
include citizens in the process.“ 

Former Prime Minister Kakuei 
Tanaka announced his retirement 
from politics. "Looking back, 1 have 
no regrets about anything at all im 
my political life.“" 

South Africa released eight prom- 
inent black political prisoners. Wal- 
ter Sisulu, former secretary-general 
of the outlawed liberation organiZa- 
tion, the African National CongreSs, 
(sentenced to life imprisonment) ex- 
pressed his deep emotion at how 
wonderful it was to be free: he re- 
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women form one line and go to the 
toilets in order? when they open uD. 
It is the same in the United States, 
where 1 moved to later. Although 
the line is long and people may think 
it wil take time, people can use the 
toilets in order. Using the Japanese 
method, the lines are short, but 
impatience* increases becauSe 
sometimes people Who arrive later 
but stand in another Hine are able to 
use the toilets faster. If fairness 1S 
to be respected, the British- 
American method is rational*. 
This is not only restricted to toi- 
]ets. The problem of which method 
is more rational also arises in the 
case of cash dispensers at banks. 
How are social practices, Which are 
accepted by many people, establish- 


ed? Recently people have been US- 
ing the one-Hine method. Places must 
be redesigned to accommodate "this 
new one-line SysStem. 

Eiko Uehara of the Japanese AS- 
sociation of University Women car- 
ried out a survey Whose results have 
been published in an association 
report. Depending on the group, 60 
to 90 percent of the Women know 
about the British-American method 
of lining up. Narita Airport and de- 
partment stores, Where it is believed 
the British-American method is 
desirable, have promised Uehara 
and others of the association they 
will test the method and check the 
reactionS. 
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1 rode on a British subway traim 
for the first time in many years and 
felt nostalgic. When Irode on a Brit- 
ish subway train for the first tme 
over 20 years ago, 1 had the folloW- 
ing experience: When 1I was stand- 
ing on the long escalator going down 
to the subway platform, 1 Was qui- 
etly advised by a local person, 
“Please stand on the right.“" 

When 1 looked, 1 found everyone 
was standing on the right and leay- 
ing the left side open. Those Who 
wereinahurry'were Walking down 
the left side. 1 wonder when such a 
custom started. It is safer than De0o- 
ple standing packed together on the 
escalator. This time the scene Was 


the same in Britain. The situation iS 
different in Japan, possibly because 
congestion* is severe. Around Gin- 
za im Tokyo, pictogram Signs Im- 
struct people to stand on escalators 
two in a rOW. 

As a result of being advised to 
stand on the right on the escalator, 
1 began to notice how people hined 
up. What is drastically different 
from Japan is the Way women lime 
up at toilets. At toilets in theaters, 
department stores and other public 
places in Japan, practically all Wom- 
en line up in front of the toilet they 
thought would be free next. In Brit- 
ain women hne up in a different Way. 

At the main door to the toilets, 
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縮 せ ^ 臨 記 つつ し Kー 選 て 年 
届 や 沢 宣 剖 緒 下 (Kー 可 
遂 ) 選 客 管 玖 迷 し 区 来 (o 
還 )? 

の へ 層 鍋 配 痢 ” 画 擦 説 xn 再 租 G 来 
柚 畠 低 し 尽 人 で し 堅 型 G 層 穴 想 
揚 KH 較 給 艇 中 トド ーー 下さ 公 7 
「 ズ 落 ぐ 周夫 … 甘 ぐ 下 凌 作 
ne 人 S 賠 舞 人 9 負 0 じ 琴 是 本 KG 
っ Js 来 掴 nkG | NmG1 ロ OT6 っ ) 
人 S” 想 K ( 局 凸 )? 

民 ト 6 晶 べ 誠 思 忠 羽 く 
トト トー 球 押 定 画 G 人 ふ ト ー ふ 
志 婚 区 に くさ ミー く < マー 時 客 
も 忠 sR せ G 虹 べ 普 名 思 く べく べ 由 
吾 wo 全 本 避 宗 昌 W 寺 じ 臣 装 
te っ J 線 所 ( 品 凸 )" 11 十 天 填 筑 
選 り 様 人選 補 AK さ ・ ト トー 


中 吾 4K (マン の ) 夫 刻 
必 令 喉 人 WW ( 過 凹 )? 暗 べ 総理 較 
^H ロ ー ビ G 将 状 回 回 マン の 会 
や 選べ G 下 く fms 相 う 補色 癒 下 せ 
郊 喧 ( 局 凸 )* 

ぐ べ 次 朋 豆 当 画 組 賠 民 殴 上 
回 判 囚 民 4K 倒 民 環 己 計 叫 詞 8 
賠 し 臣 (に 本 )?” 交 元 絡 $ 
固 村 ぷう ) 論 次 思 く で 忘 選 や で 
0 柚 つ 9 香代 環 ・ 才 に ツー 
さ 沙 器 つ し 堅 4 ( 叫 )* 

べ 過 下 中 虹 峰 し 演 客 窟 編 話 濾 
礼 宏 G 直 交配 琶 Yo つつ 中 陣 握 
6 性 紳 編 家 会 更 W6 で 7 普天 吾 
3 所 宜 決 咽 四 つ G 貴 立 帳 < 
区 8 鵜 石 会) 引 茶 呈 ” 聞 現 
区 ロ BAJ く 人 G 党 忠 注 所 困 球 で 
無 直己 柱 尽 *G 巡 勿 間 民 つや 
(コロ)* 

の 〇 く 中 へ 半 四 G 療 混 福 幸 さ に 
て 守 臣 いつ マー ドー と 逝く 
距 虹 3) 東 くに 下 へ 昌 音 時 
@ 避 壮 国 全 国士 羽 財 会 心 十 
川 時 り 会 呈 吾 江 栖 臣下 世 札 G 
普 : 各 NNIm で の 記 坦 国 生き の ロ 
記 緒 | 里 国 HIREEG 間 湯 宮 埋 
つろ め り 臣 ぐ 全 品 ( 
貞 )" 

皿 也 ・ 窓 騙 屋 世 4K 下 忠 福光 
蛋 暑 畑 せ 還 医 密 員 全 4K 叫 


補 中 忌 誤 4p 臣 07 邊 害 深 
嘱 帳 つ 走 彰人 週 人 択 宮 の 補 球 
甘 ” 抽 M 畿 中 で 会 ぐ 「 演 宣 深 
くく 四 環 で っ) 宮 *GG 会 
玉 求 」 さる に 握 公 昌 理 ( 唱 
思 )“ 

りさ K 淫 咽 李 骨 淫 止 湊 十 
呈 握 ぐっ ) 還 肖 蝶 mN 号 遇 人 のり い 
っ ぱ 租 mdK 潮 本 KG 人 人 で 尽 人 で ビレ 
迷 ロ ” 技 説 民 際 醒 凌 G 刀 介 党 
誤 志 ぐ 因 陣 還 を 性 仔 主 泊 "町 
記 環 SG 世 輸 醒 半 人 % 軸 と 税 人 S 


(ED 


《 と 
の SAT 隊 徹 "幸手 人 恨 < 
中 へ ロロ 立 軸 揚 経 講 写 姜 じ 記 
⑯ 門 せ ^ 下 編 り 較 4 計 中 ご 令 
抱く 回 IIRERE-J で 入 公 7 
普 揚 環 伴 究 円 表意 で し 暴 全 
ESYoiiu0OESINES/3) 
りう 。 つ 瞭 窒 避 和 條 ( 手 
還 )“ 


トト を 皇 RHG 東 送 4K 詩 販 区 本 
副 想 し 1RO・ 還 ペー ミ 選 つく 
や 時 十 東 で G「NNT ヘ ドル へ 人 
ー」 と 蝶 揚 ( 販 還 )? 

の 田 革 IR 押 避 応 唄 く 到 操 据 
正田 甘 亜 半 眠 押 束 G 臣 砦 抑 
会”。 臣 由 お 球 寮 衣 咽 析 り 抽 距 や 
宮前 蜂 東 応 画 を * の 記 ( 七 
還 )? 

の 中 迷 角 呪 相 洪 融 英 4R 画 と 可 
十 玉 回 凸 立 届 較 人 次 へ くさ 球 和 
公 押 必 り " 来 豆 お 杏 誰 G 避 冶 
韻 候 芽 S う ) 詩 引 R 曽 杏 ロ いう 
し 隙 財 "上 性 宮 ゼ 吾 相 のり 咽 地 本 
馬 罰 全 KRG 民 沖 避 立 名 
IGT 

の 束 翼 幅 G 蛋 款 光 Sm437 
| 同時 会田 R 時 ff レ 6 男 
吾 選 顎 ′ 密 薄 組 征 ぶ 3JG 地 *p 
hmQ 式 民 和 伝 醒 *0 忌 。 男 鞭 
6G 戦 隊 じ 貴 堅 *% 玉 る め 玲 6G 暑 
直志 wo 唱 上 選 タ 回忌 KGS る り 購 皿 
臣 し 6 担 款 公 臣 ぐ 公 品 ( 台 
DOG 

の ニ 旭 息 " [常民 DA 本] 
悪 忠 妃 会 天 mn 交 理 球 交 り ぐ 
WVQ 皿 札 G 帯 時 Srke 「 栄 飛 
AT G 忠 化 骨 絹 7 皿 加 


> 長 ” 也 十 昌 暴 皿 G 吐 控 
リリ ーー ふ 醤 福 選 具 し 吉本 て 十 叱 G 本 財 足 


十 中 人 瑞 環 


RG 忠 地 ” 具 尼 喉 迷 加 6@ 壁 
′ 電 ①G 所 寺 康 明 ′ 堅 泊 ぐ 
章 型 で mke を 中 そ る 世 G 迷 
圭 J つ ふろ ぃ G ( 台 還 )? 

の 四 画 拉 還 誠 環 に 1 ローmー 
ふ 立 慌 世 察 G 也 二 鬼 | BS 跡 挽 
や RA で レセ の 6 で 押 HRKS2JAa 
較 G 状 選民 桂 せ 誤字 に 忠臣 
So や Q 銘 。 十 KG と 令 王 回 
悪 つ やる ぐ 叶 ね つ し 抽選 Qaos 
っ Js の 2 うり づつ) ( 馬 )? 

のび 翌 選 思 - 堪 Y 購 書く < へ 
ーー 加 田 レポ ー ベ ーー トワ 紀 
所 *y@ 悦 書 選 皿 令 還る 瑞 可 "中 
国 四 村谷 回 刀 選 べく 賠 ( 白 
還 ) 中 さ へ キト で 棚 時 慌 拍 畑 
信 臣 民間 坦 寺 ぐ 採 書 選 中 京 中 
1 皿 く ロ 皇 画 履 誰 や 避 想 誤 ^ 
財 如 < 画 意 n%rQ ( 包 ・ 己 
sg 間 ) 

の く へ Tn 隊 穴 し 部 配 散 簡明 
起 中 紙 MKP^ 皿 由 ・ 避 田 癌 | 選 
会 末 映 志 4K 札 甘 現 JOG 正 
ぷ 弄 宮 - 半 4 要 そそ ヨ 1 時 的 半 
っ 時 眉 状 抑 己 提 G 調 で 店 皿 や 凡 
閲 (局面 想 電 想 革 区 表 
地 閉 せ 計 風 (名 凹 )? 刀 作 ・ 朱 
揚 居 禄 会 こよ へ 品 選 境 む 邑 下 


(避止)? 記 凸 ・ つ 上 量 下地 甘 
st@ りり 来 ne で) ( 選 凸 )" 
ぐ 染 括 抱 主 4 話 か TA 1 
揚 尉 - 無 朱 遇 杉岡 半 昌 秦 い へ 
へ へ ヘン 攻 総 " 加 回 り 審 藻 斗 
環 G 忘 剖 を 岬 旬 諏 上 NG 球状 守る ) 
らい うし <u 宜 つ ゃ 2MmG 揚 店 品 
声 ( 局 凸 )? 
も へ h 必 へ へ K ロ レレ 弄 上 
来 尽 つい 下さ 中 ト 庄 主 へい 心 へ 
へ KTH 選 | 揚 し ル 中 ホ リー を 
ら ・ の で 店 う 翌 隊 剖 天宮 瑠 弄 
引 公 理 忌 搾 *Q o 玩 し 超 球 公 束 
瑞 づ つ 訟 民 撃 農 だ ルツ ? 記 骨 到 ゼ 
情 揚 償 十 ISTU 絹 ( 己 凸 )? 
の 層 刀 苗 喉 別 直 所 書 で 刀 $KHH 
鶴 思 1 択 ( 朱 彫 ) せ 庫 求 
WWK 組 4mg 想 0 ーー 條 ボー 
品 叫 控 較 人 諸 緒 4R 寺 現 ” 男 
5 和 政 GIII 会" 表 生 kG/) 
っ J 来 條 7 十 く 時 配電 くせ ポー 
た 邊 ボ ー 評 構 公 環 職 ? 所員 り 7 


癌 環 中 思 GHT へ ・ ふ っ 


へ 公選 刺 ( 加 呈 )? 忠相 
や や 駆 補 つつ 棚 くさ へ 3Jwp- も 
中 中 NN ト よう し 弄 二 NH 紀 ) 
る で 遇 十 忌 べ 杏 打 ぐ 人 中 ( 品 
ー 國 凸 )" 届 唐 次 地 ヨ ヨ 画 池 を 
ihW7 束 4KPG 貞 無 色 ロ 家 hw 
晴 紅 中 判 稚 愉 く で 吉 評 舞 
路 近 ( 語 上 )? 棚 々 さこ へ や っ 
所 の) 唆 | 選べ G 拒 上 JG ポ 
杏 扱 嗣 時 5 会 MEN 選民 中 
SN お 「 々 ミー へ ぐ 宮 | ぐ 杏 
H 曽 坦 思 G 臣 半 で Ap 了 税 ? 
へ キ 江 hK エ ー・ と ささ へ 貴 可 
| 析 届 公 中 記 税 人 由紀 公 
し じき 詳 つる (品目 )? 

べ 吉 吾 葉 * 本 ト 宣 航 じ 表 半 技 
坦 訳 札 謀 46 和 公 長 回 還 十 ボ 下 困 
4 で レル ユー ハト ぐふ ト 届 さ 
へ トー さも 想 会 忌 ( 加 m)^ 家 
本 トト いつ 球 疫 写 セ ro 表 下 
舞 堅 中 了 人 つ や 殺人 ホキ ー 
押 加 ね で せり 区 表 ” 畠 刀 
ぐ 号 吾 還 十 下 岡 G 臣 で 絆 品 
ぐ 如 協 m (SS 還 )* 

の く へ T 只 穴馬 柚 志 上 要 
下 中 im 理 褒 林 虹 公 ご 
楽 全く へ 品 末 蜂 人 で ① 組 HsdK 
で し じ ろ や 篤 環 帳 避 肛 肛 近 べく 
剛 ” 政 ′ 中 詩 居 所 pvSA で 
1 1 皿 や 十 国民 ES 避 介 篤 @ ぐ で 


っ J ぐ 緒 据 所 明 * 線 所 (名 凸 )? 

[RS ユ さっ | 忌 Q 二 計 球 斑 
SHHHtEG 咽 上 机 転 へ 
師直 年 で 9 軍 舞 せ K 時 
11 束 選 ( 可 m)* 

召 四 所 「 剛 宮 @ | 中 | 
志紀 お 時 求 押 MK や ” 下 
< 党 音 球 繕 研 配り 記帳 つ ” 癌 湯 
品 ′ 暴 身 天 ロゼ 「 図 塞 G | 現 ] 
S 持 欄間 で りつ の 拉 革 つる 毛 
泡 才 Hm に 農 ” ヨロ 界 詞 叫 公 革 
求 WE<K じ 回 h (・ 選 )? 

の 鈴 正 中 徹 移 ” 地 詩 主 芽 中 縮 4K 
的 上 選 中 紙 WKKGK 全 悪 操 ふさ 
ーー 中 へ 福村 ” 突 誤 
琴 ′ 衛 撤 波 で 4JG 地 村 く で 
会 普 握 細 生 ロ 妃 48 札 倒 区 泊地 
緒 せ 冊 則 (名)” 臣 札 下 党 ゼ 
下 孤 宮 下 写 ぬ 了 燥 ( 氏 一 当 
亜 )^ 末 持 地 綴 選 附 寺 定 ロー 胃 
< ( 記 凸 )? 

OO 〇 “ 葉 嗣 G 功 補 6 堪 
堀 尊 医 区 論 十 | 束 唱 末 心 へ 
ふし 相 祭 選 N「 半 居 由 球 JK 下 
的 鹿 避 下 pne 下 据 4《 半 」 会 ” 時 
週 画 1 | 衣 己 潤 甘 環 介 陣 人 
さく ぐさ \ 操 提 KG で 個 凪 明和 
装 導 つじ る rk@ り っ 公会 選 ( 避 
下 )” 章 導 低 区 泊 " 昌 湖 舞 圭 
震 4n 蜂 お 革 守 6 明 捉 せ 困 湯 


や! 押 堅 ( 席 凸 )” 准 十 画 で 
選ぶ っ oNR 「 功 記 剖 6 光 理 
来 似せ 並 宗 湯 叶 」 区 到 生 KG 所 
吉 来 人 で ( 選 凸 ) 

ぐ へ 青 堂 息 剖 押 論 人 厨 慌 起 決 到 
セ 量 据 中 絶 K ツ や 式 団 で パ 百 時 
志 亜 提 、S 羽 むく で せり 守 シ 
咽 選 届 人 評 選 赤 束 坦 羽 ( 史 
貞 )“ 

の * 吉 環 畜 過 、 超 避 弄 凌 浴 
Sm46^ 拘 民 ・ng 三 G 男 惑 近 波 や 
へ ふ ネー6 二 中 中 | 1IHR く て で S ぐ や 
KIm 国 十 マ ゼ 々 ホス 中 避 
環 い や 下 岡 つつ ” 主 宣 弄 ボ 人 G 
中 woxgaJ 選 て く 障 郊 略 中 で 
地 計 避 総 親 ( 仙 ・ 高 凸 )" 

の 「 淫 定 窟 G 咽 沙 来 握 叶 明 束 
し | 逮 汰 折 宮 で 的 旧 中 乗 人 Ki 中 
も / 阜 正四 4⑯ 党 会 提 上 ロ 虹 皇 
つぶ 息 軍 深 引 志 理 肖 ぐ 諸 う り 下 
弐 つ ^ 渦 神 決 ぐ 引 失 ぬ 人 な て KG 閉 
編 忠 座 品 8 誤 喘 百 じ で 震 守 
りら YJS 所 vp 堅 ぐ 全 品 つ や 
( 代 凸 )" 

の 臣 夕 国 駅 G 補 約 棄 疎 胡 m 掘 
妃 4・ 守 堅 ・ 忠 慎 ・ 刀 中 凌 国沢 
っ ) 寺 4m 絢 和 理 ゼ ” 牌 振 室 前 志 
壮 ぃ 密 抑 皮 叶 じい る し 嘱 此 互 
て 握 つ ( 言 凸 )^ 呈 深 ぐ 球 更 
ISDSNSRNYOSKIE1IL に 4 


皇 "本 補筆 著 < べ で や 三 散 つや 
( 加 還 7" 

の へ 徳 列 構想 則 し 栄 岡 舘 磁 
来 党 十 ゼ 鹿 決 諏 mN | 思 玩 ( 
ンー) 迫 下 環 表 札 仙 ( 下さ 
や ふい ト で ・ 心 心 へ 生 ) ぐ 悪 肖 民 帝 
と 〇 尼 々 SS 手 べ 折 割 名 語 淀 塞 角 
り 応 選 抱 ぶ e” 十 時 皿 じ 演 時 記 YO 
あい SEI:E 二 =| 
捉 列 埋 や 田中 下り 杉 殴 rG ぐ ⑨ 男 
区 聴 肖 G 忠 淫 ( 打 球 境 ) め 完 ン 
ャ ③ 趣 映 恒 粗 ロ 所 | 召 麗 装 
3 語 se 6 四葉 mm 選 忠 骨 k 
っ 絹 崩 ( 計 垣 )? ※ 記 陣 会 穫 す を 
ー ト hG 臣 疫 避 更 時 ” 選 到 丈 臣 
益 凸 任せ 紀 つ ン 区 ( 軸 ・ 吉 
凸 )“ 

の へ 理 擬 叫 。 NT へ ANA< 給 
さく mh ト ・ へ 琴 叫 46 和 和 
中 で そり KKー・h で へ 羽 へ ヘー 
半 理 罰 J ぐ <K 繕 「 畠 吉屋 く 
つき る | っ 避 NID” 67 十 窒 シ 
せ 「 く さ ミー 昌 G 葵 区 」 毅 固 * 
違 堅 つや ( 軸 一 僅 凸 )" 

ぐ べ 培 据 忠 匿 弄 採 園 G ロ ー へ へ 
握 宮 会 まや ホテ キー 押 避 明和 活 党 
近 欠 表 半 つ ^ 筐 軸 " 据 加 は x 


っ と rr ーー ル | ヶ 4 
ェ ー 志 太宰 ミ ーー 加 会 


所 記 藤 処遇 編 押 は 凸 導 園 G 殖 
攻 党 中 幅 中 日 穫 G 回 天 械 1 
心 固く ” 所 思 地 賜 由 玖 守 
ぐ 共 里 K 遇 十 11 べ 次 所 ( 記 
)“ 

や 「 さ ふき ミー て 」 じ 愉 窟 吾 弄 
臣 t@ で ロニ ふ ミ ーー 琉 寺 し 所 
由紀 G 吉 実 押 1 情 晶 販 ポ 店 
避 表 で M 国 す RE は ろう ピ 
呈 宮 捉 4K 叫 公 「 穴 跡 じ 筐 絆 計 
RS 駆 艦 倒 人 S で で 」 直 換 づつ 
り っ J 篤 功 *G 寺 ヨ で ( 証 )? 

の HTMIIRR で i ト 中 よせ 昌 
K ロ くせ ト 思 提 記 代 目 ロ 7 トト 
く シ と よ ふ へ 1 麹 珍 詞 叫 @ 融 
明 閲 人 Snke 誤 | R て で 区 泊 人 
中 会 人 選 II 四 因 十 還 べ 公 針 無 " 
1RK く 時 SGS「 か 必 く で 近 」 
来 躍 Ki ト P? ( 記 凸 )? 

の 回 べ 公 更 過 し 臣 必 12 h ロ 
皿 稀 上 性 ハー 川下 党 つ や 
思 べ 公団 占 刺 届 還 圭 瑞 ” マ 
中 代 忌 十 や 回 mG 悪 問 (人 
貞 )“ 

の て で へ 決 晶 逝 じ 妨 4K 択 剖 入 
世 郊 公 黙 導 せ 吉本 議 mA 
生 へ 人 K 抑 要 ぐ 刀 4⑯ 択 神 据 せ 中 加 
ゴロ 足 や 矯 べ 。 会 ぐい 弄 


宜 遇 (Sm) 
の 選 診 机 昌 罰 Ww 前 隊 測定 


斗 宗 * 揚 喉 ( 僅 凸 )“ 
の 〇 いさ ハト 記 器 別 め 国 雪 や 


管 、 引 ※ 下 SG や トル ロ h・ へ 更 
衝 引 著 中 玉 いさ ヘ キ ト 迷 証 
IEIESESSuCKShiuFaPeYAEtEEm) 
きる っ JIMD 誤 ( 較 凸 )“ 

の 名 堅 狼 全 「 民 田 球 弁 | 堪 
田中 中 攻 召 手 選 し で 記 K 
中 じ ” 選 ・・ 中 ・ 刀 中 玩 更 
qp 交 理 球 結 り 靖 や 想 G 型 性 下 誌 
や Q 課 也 ” 計 4 杖 ロ 「 恨 37 者 攻 
嘉 ” に 窟 据 民 ぐ 則 郡 」 駆 詞 * 

本 全 吸 つ し せ - 「 渦 陵 
羽 じ せ で マン" 臣 守 地層 ココ 7 

屯 書 うお | 貢 叉 固 迷 苑 (6 凸 )” 
の 里 芝 析 中 ” 笑 浴 詳 選 円 相 軒 直 
所 由 庄村 因 十 | 回 部 並 択 K4 シ 
円 民 来 RM7 中 察 せ | RRR 1 甘 十 
想 川 十 上 6 ツ ( 選 上 )* 

びく 中 へ 本 隔 じ 悪 甘 均 統 時 
正中 細 KKmKW 音 蜂 会 下 断 
志 | 器 如 貴 < ぐ 租 齋 軍 鴨 選 人 S ン 
選 下 持 壇 艇 会 RS や (8)? 
ロロ 和 NH 中 ー 愉 ミー や 上 販 芝 
に 窟 交 4⑯ 記 GIIl 窯 慌 忘 ii 

ー ロ ー ふ G 束 語 ロ 公 hH トー 
や へ ふ ー ス JA 誠 近 ・ 舞 照 py9 


ロ 代 SNHN 一 私 ミー 誠人 守 
光 二 過 沈 つや りう 宮 剖 所 ( 記 
凸 )“ 


十 素 G 玉 栄 路 


相本 志 に 還 く ミユ ハロ 相 お 
瑞 中 っ JG 耳 人 K 碑 当 索 軍民 嘱 


東独 の 警備 兵 に バラ を 送る 西 の 女性 


調 選 で つ い し 棚 く ミ さ へ 紀 GRootJ 
isr コ スン アハ ノン ココ ュ ヘ ーー 一 rm つ rrEEI ント ベー N ドラ 


押し か ける 市 民 を 規制 する 際 
ダム 広場 で 


通過 検問 所 に 
ツ の 警官 が 帽子 を 交換 一 11 月 12 日 ポッ 


リン の 壁 」 


新設 され た 「 ベ ル 
東独 の 警備 兵 ( 右 ) と 西 ド イ 


1 月 November 


石 
「 際 3V こ ミ >」 な は さき 種 


ンー 
rt は と 活 ・ 沙 対 


[ベル リン の 大 」 崩壊 ! 
一 東西 ドイ ツ を 分 断 し て いた 冷た い 壁 が いま 消え て ゆく 一 


東西 ドイ ツ を 分 断 し て いた 壁 、 い ま は … 
(右手 は 東 ベ ルリ ン ) 


9S9 財 叶 和 2 の 


時 か 章 。 ざ 記 迷 。 学 西 で 
商 礼 出し 画 れ 沢 らい 太 和 も 
ラ 一 来 た 白番 照 ? ろ 朗 史 あ 
の 由 る W 人肉 過 中 の 還 夫 
店 則 こ た 性 、「 まう 訂 還 
を 人 研 と 度 い 赤 人 言 な 新 つ 
等 < で 千 上 時 5 間 林 ェ の 礼 
上 二 六 EN 
横 決 な 二 が う 係 に が 率 鹿 
目 町 い 石 続 ちゃ 直 見 意 新 
SL 太く ん の ん 人 
0 作 ne 2。 | /6 
呈 人 再 子 F 関 台 謎 % の 議 け 
佐 ぁ 就 * カ 山 む が は 持 が 
藤 知 戦 だ ッ 雄 ゃ 解 だ て 本 
折り けい 余 気 
深 0 な が < 放 、 放 
9 2 梓 MEE な る Ms 

の の 0 に 二 in 山 寺 


昌吉 の ん と 
車 そ 田 て 欄 ド 無 よ 
の れ 龍 い に 経 理 く 27 
SG 用 間 2 目 は 旧 洒 を あ 
の か 

IED 符 の い SN 
候 計 1 し 上 二 で : 人 際 5 
7 
え で 庄 池 転 半 箋 川 
5 文 す あ 雄 理 柳 
全 SM の 2 る 
島 々 05 所 当 乾 は 
4 る 々 か 紙 て 
た い ヒヒ の い F 無 
本 4 3 すん 

ー 0 や 
2282! 

給 つ 
気 料 8kmat 衣 7 


67207e7 707.” (Kenichi Yamakawa) 
There are people who envy others 
who made the decision to change to 
another job. "人 206274g 6 の 27 の 2 7 6 
s727@/ZCZ772 のり 5077260726 70770 9277 2S 0/- 
7zce 70 の "(Momoyoko Sato) 

Today there are many married 
couples with both the husband and 
wife working. “ 此 o7274g 4S027 の の 
9776 se の 7276/47 娘 e 2 の 7 の 907 
272 の /2707225. (Yukio Koyatsu) 
Both husband and wife working iS 
not all roses?. “上 o7&27g の 27 た 
77@/777e 7077e /e27775/77e7 2450277 $ 
722272g. (Takashi Inoue) Next: 
“ 玉 7 訪 77 0276 7 の 7 0 廊 907- 
272g777 の 0776 5 7Zce 006s /2e 7 が 27 7 
72227. (Daiten Taka) 

There are some who have ironical 
feelings. “27274g 772 娘 6 S47726 C0777- 
27zy/ 下 72cZ zee 72672g72e の /Me go7 
2477267. (Tsuyoshi Ueda) Talking 


about marriage, although it is an 
information-based age: “Co72 の 272 ゆ 
77/e7277S の 2 7207 c777//Vezws 0947 
7207CeS 747 7677277772965. (Masaki 
Kawamura) However, information iS 
conveyed by word-of-mouth. “Oz の 
7e Os (6772ce /276s 07 /6772/6 7007- 
@$9/C7e20 9027 娘 e 90 の." (Keisui 
Kuwana) 

One is reminded of something by 
the news. “77e 7e72767726747 0/ /077726/ 
ア 72726 77722S767 2 ん 62 774 の - 
A2/ 政 727 27e 7 娘 274g707S 0 0777 C の 777- 
272》 C72277722747” (Sawako Nakajima) 
"2672 977e7 7e 2S 7 の 707e7/ ひ 7 7 の の 7 
2227g の 777e/77e s7000777 の 72749S 
o7『.” (Toshiaki Shimosaka) Some 
people welcome a younger DTeS1- 
dent. “77e yo の 682 の 677 77277 の 0- 
gce の so/e 7se/ び 7 娘 e し 72S72472 C2/677- 
g7 "(Katsuaki Suzuki) 


(72 ペ ー ジ に 続く ) 
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数 て っ は 断 合 着 吾 引 知 し っ 結 豆 。 呈 て よ 下 
各 そ 二 た 言 る 健 木 返 硫 退 ニ つ ` て 尋 必 何 殺 夫 い 線 夫 
も し 山 っ う ハ 康 克 り に 合っ て 情 な と 李 と きのこ ホ 衣 
の て 村 て 社 シ に 明 歓 を 長 1 た 報い い 補 も 双 有 クラ と ! と 
すす 旨 本 隊 ます は 上 きす も を 
EE > 本 つ 7 リ さ 内 SM 
る 日 *$ 戦 姜 に ゎ な っ 島 る 人 人 み 寺 い 社 具 イイ 拓 り 別 く 
だ 、 王寺 守ら う 上 志和 四 > つう 00 
麻川 聞 福 上 人 名 県 て 一 わ 柔 で 社 閑 柏 い の た も る 合 
生 柳 き 田 清 が 千 も や 中字 名 す 缶 化 千 を 前 表 な 甘 の 
弘 ぁ 社 二 * 多 の 二 島 連 隼 を 報 革 と 味 に + い 飛 多 
5 選 三 愛 ぬ 半生 紀 水 選 和仁 お 見 六 ら 司 応 
本 全 で 休 連 2 の の た くら だ だ 
会 疾 そ たろ 胃 レー" る L 村 いら て ここ から 谷 訪 
議 名 ん と 業 た 下 ぃ ーー 。 た 雅 う 一 い 雇 代 一 津 < 
中 す な 医 を 若 坂 る 角 ち 樹 の 上 る 人 大 ? パ ゅ ゆあ 
死 ぐさ 者 見 神 箇 いき だ “に 国 二 内 は きる 
名 代 と だ せ 長 明 る ん ばけ b じ ココ 陳 入 て ド お 
で 。 ぁ 言 け て 一 そ や? の が か 載 “ “ は し “上 


27. 947Z の 7 ん 6/VWY び " 


The following is a scene that is 
often seen: “IM72/e 2274g 7726 72007 
7oo 47 の /77 リ 54 の 67207 ん ee の S 567- 
2g/ の o7 7 0267S7 の 9277 y027Se が . 
(Yoshio Fujiwara) The “Company 
Senryu' (lighthearted poem) column 
on the “Weekend Economy page 
of the Asahi Shimbun is filled with 
the joys and sorroWs Of salary earn- 
ers. So77e g767 7e77 6077 02777 の 2y 
gS 927eC797S/ ひ 娘 e7S の 0 SO の 7 の 76 
c/e7&s. "(Ryuji Yoshida) 

People are naive and 
unsophisticated* when they start 
working. 777s7 カ Zy 6722677e/4 77 奴 e 
eo が /e 972 娘 e CO727727774g 777277/O6677 
が 7o 77e 7 が 7c を の ocee が s. "(Tatashi Hiji- 
ma) New employees are also simple- 
minded. "4427ce 0 se7 70777227272s 
gs27e/Oz/y 娘 e 6 の @72 の /oyees/7 oe 77 


が 7eg775. "(Kazushi Teranishi) “77e 
@7274S2S72 07 6 の @72 の /0ye6/7S @777- 
02772SS772 777 72667276g5. (Juntaro 
Nakayama) 

It is only much later that neW em- 
ployees can understand certain 
things. “777274g 072 2 S700S 7 の 
の 47777,e 727/gs CO72C67722747 076 S S7- 
7e7707S 76 76@8072e7. "(Teruo Takasa- 
wa) Human relations become clari- 
fied. “万 e $ 472 7 の /e 797757e/7 刀 eS 6 
997c/0g77VZ726 C2//277 の 7 の Ce の か 
2” (Yuichiro Sekiyama) 

When unhappy days continue: 
(77 72e 7 72757 972C@/S7077227 772》 7@5- 
2g72272077 777 の の 7 の 72972C 70. 
(Sakurako Ishiwata) However, that's 
not an easy thing to do. "77 の os 
7@S の ec が 777 sg/47272072 70/770e S/72727777- 
7762 (2670 07e6 の ) 0 7e52972S/477 7277 の 5 
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本 here are many poems concern- 
ing health. “Sozo272g s/0722C7 72697- 
C2726/44 wo7&e7 ec/22es 7 の go 
470 の の 74g7.” (Kiyoshi Inoue) "Oz 
娘 e 0c727 sZys/ り 27 7 007 so 7 の 7 
娘 e の 72ce. "(Hifumi Fukuda) That's 
advice that cantbe heeded!. “ 妃 zz/- 


27g 0777 の の 6 0 7 の 007 2 カ 276777 75 の 0- 
274g/ 77e Oc707 7727726227e/y の 77 の 0272 が 5 
娘 e 42272e747 "(Tbuki Yamamura) 

And there is “senryu' to give vent 
to ? frustrations. “の 2276 07 の 72 
777667274g77 CO772 の 056 S6 の 677/ カ 06772S 77 の 
777 s カ 7 (Hiroshi Aso) 


タマ ネギ 

ユリ 科 

花色 ・ 白 

学名 ・Allium cepa L. 
(76 ペ ー ジ 参照 ) 


9S9。 Ja 2 ニニ ーー (2 


g 減 超 権 え め 書 組 た 和 
半 ら え を な 規 た い 織 に 
斬 す い 持 け 制 報 て の 刀 強 
境 こ イア つれ は 告 い 縮 員 い 
の と し 生 ぽ 実 だ た 小 例 抵 
生ま 認 NE で の 邊 mn 
秋 へ つ 可 こ 多 公 消 局 を 
化 増 制 と い 正極 % 示 
に 政 え 度 が ? 取 的 規 す 
対 笠 で の 進 役 引 と 制 よ 
応 人 凌い 総 ま 所 委 な を う 
し 単 る 件 な の 員 る 前 に 
に ? 数 い 許 会 お 提 な 
NN て RNNW の WM0 
り 党 う 一 各 や 和 研 れ し が 
て ト 2 ま 人 まく ら 
ト 1 5 電 章 の 1 才 
な さ 権 百 が が が る 権 で 
国 ら 限 件 決 も ま 一 限 い 
民 に を を 定 ら ち と と や ま 


浦 で 閣 療 紗 , さ 


業 と の 
囚 て 意 か 取 吉 
に い 外 ら そ り 甘 28 
> た な は う 組 の 

還 上 友 6 間 葬 が 規 
ら と と 発 た こ 規 
KS 5 5 因 制 
は ? は 批 い が を 社 
規 い な 判 運 重 見 て 
制 い の 輸 要 直 と < マ 
が た の 声 沸 天 し 
前 ん な が を 一 
提 規 し 開 は と 規 
条 制 ら ろ こ じい 制 
件 が 報 え め う 緩 
と 行 告 る ` 報 和 
が かわ 閉 “至言 に 
つの 淫 0 訴 の 界 書 い 
KC の. や が つっ 
何 と 想 楽 軸 そ 


with the changes in the economic en- 
vironment and to achieve a richer 
national livelihood.”" 

In short*, i is the thinking that 
freer competition will make econom- 
ic activities more energetic to the 
benefit of the consumer. For imn- 
Stance, SuPDOSe there 1iS a Derson 
who wants to start a new transport 
and distribution service to meet the 
demands of the consumer. If his en- 
try into this field is restricted, what 
will be protected is not the consum- 
er, but the industry Which has vest- 
ed interests ?. 

Even before the structural prob- 
lems of the Japanese economy be- 
gan to be pointed out by other coun- 
tries, Japanese Consumers Were al- 
ready aware of the multitude of 
restrictions. They knew that the re- 
strictions created a breeding 


ground? for corruption7 and scan- 
dals. The report, in pointing out that 
"restrictions should be primarily ex- 
ceptional and limited things,” called 
for a return to the basics of the free 
market system. 

丁 his is separate from the restric- 
tions in the economic field, but 
Japan s overly detailed school regu- 
]ations are not completely unrelated. 
A1l restrictions contain factors 
which keep children from making 
decisions and judgments for them- 
selyes and from taking risks. They 
aim at ensuring safety, but they 
dampen Yitality, invention and 
spontaneity 『. 
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を る そ で い の 制 的 る て 
を * れ 判 校 世 経 の な こい 
ぐ 安 を 断 則 界 済 大 も と る 
導 欄 と ど 娠 分 と 一 見 そ 
回 中 J 
向 す 自 も り 野 に と で れ 
だ る 分 会 め で 立 い き が 
が 要 で く ぐ の ち う た 泊 
い 素 危 無 ら 規 返 報 記 職 
活 が 険 関 さ 制 る 告 本 を 
力 い を 係 れ と こ 書 来生 
あお な た は と の 記 ち む 
直ら 王 3 調 - 離 を 指 着 ひ 
夫 ゆ し で あれ 求 摘 呈 と 
る て は まる め ほ 劉 
自 規 行 な り が た 自 久 の 
発 制 動い に も 由 敵 温 
尾 引 "6 手 の 経 で 床 
な は る 自 細 ど だ 済 限 で 
ど あ "分 か も “ 体 定 あ 


人 石 鞭 の 


い 漠 古 nkNNS 書 港 串 環 末 藤 証人 の 叶 


一 


ン 


う の 界 し 輸 利 せ る 生 
2 ドド N ペ い や 人 だり ひ り 清 
国 "を 3 直 の サザ 流 に 方 と を 
か に 費 参 | 通 な が こ 実 
ら な 者 入 ビ の る 経 と 現 
日 る で が ス 分 ` 済 で ず 
本 "は 規 を 野 と 活 言 る 
社 な 制 始 で い 動 え た 
Se。 eS の 9 う 人 8 の 
9。 9E 6 お) 崩 あ 村 | だ 
構 人 2 に 
造 と 者 方 状 つ の 愉 
の 。 芝 す 選 の だ 単 と ) 王 
間 。 参 れ う 要 *" 制 目 : だ 
題 持 ば 人 望 た れ 由 い 
つい が る ど な 、 3 
指 業 守 い 考 え 消 競 提 
捕 齋 ら る えば 有 争 言 
SM だ れれ の 語 の 才 の > 
れ いる 業 新 運 の る さ あ 


28. 700 /74WY ZS77%7C770S 


A report has been issued which 
SayS, It is important to reVieW gOV- 
ernment restrictions and make 
greater efforts to ease such restric- 
tions.” Immediately there Was crit- 
icism from bureaucratic circles, be- 
ginning with the Transport Minis- 
try, and from various industries. 

Such reactions Were not unexDeCct- 
ed. The report pointed out that once 
restrictions are imposed, “本 he re- 
strictions become a precondition for 
the industry concerned and some 
sort of interest relationship is estab- 
jished. The industry tends to show 
strong opposition to abohtion Or eaS- 
ing of such restrictions.” The report 
also said, “With the restrictions as 
the basis for their actions, the ad- 
ministrative authorities will tend to 


be negative about curtaihing* their 
own power under law to make reg- 
ulations.” The report has been draft- 
ed by a research commrittee of the 
Fair Trade Commnission. 

The number of restrictions 1S Very 
]arge. It's almost impossible to do 
anything unless the permission or 
approval of the government office 
concerned is obtained. The number 
of items on Which variOuS gOVeTn- 
ment offices make decisions under 
the permission-aDDrOVal system 
comes to over 10,200, and the total 
is increasing little by httle. Reduc- 
ing such bureaucratic rightS Or DOW- 
ers is in line with* the goal of admin- 
istrative reform. The report'S Sug- 
gestion is that reduction of such 
rights is necessary "in order to cope 
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9S95 山 HIS 


皿 閑 球 外 


豆 買 で ぐ | 還 " 舞 所 つ 刀 操る 
ロ ハ キ 公 居 来 人 KO けつ 7 
超 h0 取 りお る 系 ル 年 で 選 
人 ヨーJ4StQ 人 を ロス SS? 拒 
ン ボ AG 静 舞 琶 "1 十 軸 や 生 
neaJ 王 る YOS 公 Q 3Oxe し 
あこ 9 凍 : に に YYCJ 克つ 1 
し 4 る 和 と 28r く 守 。 球 父 
で 色 表 長 つ の” らい ひ ン 選 会 
a0T6 で 本 7 2) で SS 同 天保 
7 JJx 並 7 て Gt 
会 吉 与 会 擬 マ て Sr? 周 令 
mm 接 つ レ る keGS や 5 和 伝 し 皇 
栄二 会 四 -J7 拒 て? 
つ 握 7 所 会 つじ 過 直径 
り 牙 てく? ーー トミ K て 有 H ロ 
ー” 中 思ふ 中 本 導 避 7 宮 K@ ン レ 


うろ 匠 革 記 8 引く 7 否 ぐ 回 
摘 *G” 亜 胃 江 MK べし Sh” 皿 衣 
SuJ っ 人 球 力 ぐ 客 記 OK 臣 
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the capital of the Tang Dynasty in 
China. London attracted many Deo- 
ple, including exiles*, after the in- 
dustrial revolution. Paris was full of 
intellectual excitement from the 
1920s to the 1930s. Ernest Heming- 
way moved there after being told 
that it Was the place for learning to 
be a novelist. He made his name* 
during this period. 

My thought comes back to Japan. 
The Tokyo Stock Exchange leads 
the world in terms of the volume of 
stock transactions. Japan is a lead- 
ing economic DOWer noW. But is 
there aplace in Tokyo or in the Kan- 
sai district where people from Vari- 
ous countries can assemble in search 
of intellectual stimulation and cre- 
ate something new through mutual 
contacts and exchangeSs? 

Various events held in Japan are 


on the increase year after year, and 
many foreigners live or visit here. 
Perhaps, the time is coming for Ja- 
pan to provide the facilities to help 
people of diverse nationalities Dur- 
sue cultural activities here. 十 his, of 
COUurSe, DTeSUDDOSeS that Our SOCie- 
ty has the magnanimity to accept the 
intrusion of heterogeneous7 ele- 
mentS. 

Japan should not end up wasting 
its wealth merely on consumption 
while little of it gets channeled into 
fostering creatiye activities in the 
field of culture. 
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The results of urban renovations 
carried out toward the end of the 
19th century remain intact* in Vien- 
na today. These include loop high- 
ways and the orderly way buildings 
are positioned. The city'S DrOSDeri- 
ty as the capital of Austria-Hungary 
is still in evidence“. 

During a recent revisit to the Aus- 
trian capital, 1 was invited by a count 
to his mountain villa. There was an 
Oriental-syle rock garden. The smal 
village in which the villa was locat- 
ed overlooked the Danube. 1 had an 
interesting conversation With my 
host who was full of intellectual curi- 
OS1ty. 

After returning to Tokyo, 1 visit- 
ed a Vienna fin-de-siecle exhibition, 
which TI found to be very exciting. 


The show made me realize afresh 
the important cultural role Vienna 
played from the ]ate 19th century to 
the early 20th century. 

A vast number of talented people 
assembled in Vienna in those days 
to carry out diverse intellectual ac- 
tivities which were to enrich the 
20th century. Among them Were 
painters Gustavy Klimt and Egon 
Schiele, music composers Arnold 
Schoenberg, Gustav Mahler and Al- 
ban Berg, physician-neurologist S1g- 
mud Freud, philosopher Ludwig 
Wittgenstem, and architect Otto 
Wagner. 

It seems that a city has its heyday 
for creating culture. Changan Was a 
junction of people and products from 
far corners of the globe when it Was 
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behavior, giving a tip is only a natu- 
ral way to show gratitude. In fact, 
our ancestors? gave tps far more 
frequently than now, changing the 
amounts of money and the forms of 
tip in accordance with their recipi- 
ents. 1 Was once Surprised to see diS- 
plays attesting to this at a U.S. mu- 
Seum. 

In his essay “Hakone no Yado" 
(Inns at Hakone), folklorist7 Kunio 
Yanagita (1875-1962) writes about 
how palanquin' bearers received 
tips from travelers who had passed 
the Hakone barrier. When a travel- 
er, delighted at being given clear- 
ance, stepped out of the gates of the 
barrier, a palanquin bearer Would go 
up to him and offer him congratula- 
tions. The traveler would gladly give 


atip of at least two “shu,”a consid- 
erable amount of money, Yanagita 
Sa7S. 

Hisako Ishi, widow of the ]ate for- 
mer Lower House speaker Mitsujiro 
Ishii, died this year. Thirteen small 
envelopes for tipping Were placed in 
her coffin because she had always 
kept such envelopes ready. Explain- 
ing the envelopes put in the coffin, 
chanson singer Yoshiko Ishii, the 
second daughter of the deceased, 
said, “My mother would want them 
to thank those who would take care 
of her in the next world.“ 

Living in a society Where a tip iS 
given only to show gratitude when 
one is touched by kindness is not so 
bad. 
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Tipping is not popular in Japan. 
Attesting to this are the findings of 
a recent survey Conducted by Dai- 
Tokyo Fire and Marine Insurance 
Co. Asked 下 they wanted to be 
billed * for services or they preferred 
tipping, 82.2 percent of the polled 
housewives chose the former. 

In a seemingly * contradictory re- 
sponse, slightly more than 40 per- 
cent also said they gave tips when 
they stayed at inns. Of these re- 
spondents, 70-80 percent said they 
gave tips “to smooth human rela- 
tions'” or "because it iS customary 
to do so.“ 

Thinking in terms of giving tps 
can result in unexpected mnistakes. 


A Tokyo hotel has solicited* ac- 
counts of travel blunders?. One 
young man reported that after order- 
ing ameal to be sent up to his hotel 
room, he was gripping a 1,000 note 
tip to give to the bellboy, but it Was 
not until he handed it over that he 
realized it was a lottery ticket. 

Many people said in their accounts 
that trips through countries Where 
tipping Was customary Were Hring 
as they had to keep reminding them- 
selves that they must not forget to 
tip. 

Tipping is certainly bothersome 
for Japanese travelers abroad. But 
when you are touched by an unex- 
pected act of kindness or thoughtful 
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economic problemSs. 

It was in 1955 that the rate of mor- 
tality of children under five dropped 
below 70 per 1,.000 in Japan Gt is 
only eight per 1,000 now). 芽 his rate 
was reached in Norway in 1930: in 
Britain and America, in 1940. In 
Asia, it was reached in Singapore 
and Hong Kong in 1960, in Malay- 
sia in 1970, in the Republic of Korea 
and the Democratic People's Repub- 
jic of Korea in 1975, in China im 
1980, and in Thailand and the Phil- 
ippines in 1985. 

It is the United Nations' goal to ac- 
complish a low birthrate and a low 
death rate by the year 2000, reduc- 
ing the global mortality rate to be- 
]ow 70 per 1.000. In 1980, 3,600,000 
small children succumbed to" 
dehydration" resulting from diar- 
rhea. Now, almost one million a Year 


are saved by oral rehydration salts 
(ORS). 

There is a Way tor us to contrib- 
ute to this treatment and to 
inoculations ": the UNICEF greeting 
cards for the end of the year and 
New Year. If every family in Japan 
buys two cards per year, 7 million 
children can be given six kinds of 
vaccinations. These cards will go on 
sale starting this month in some de- 
partment stores, as well as other 
places. 

For a catalog of the cards, Write: 
The UNICEF GCO office in Japan, 
The Japan Committee for UNICEE, 
No. 2 Kowa Bldg., 11-39, Akasaka 
1-Chome, Minato-ku, Tokyo 107. 
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The Convention on the Rights of 
the Child is at last coming into 
being'. After debate in the United 
Nations session to start Nov. 7, the 
treaty is expected to be approved on 
the 20th. The movement to draft 
this began 10 years ago, during the 
International Year of the Child. This 
year happens to be the 30th anniver- 
sary of the Declaration of the Rights 
of the Child. 

The convention can be seen as a 
set of standards for the protection of 
children which the entire world has 
agreed upon. Countries are to estab- 
jish policies protecting the rights of 
children and the family, beginning 
with the right to life and good health, 
for the sake of a more healthy fu- 
ture. The treaty is, so to speak?, a 


framework for those polhcies. Look- 
ing at the world nowadays from the 
viewpoint of a child, the conditions 
he or she must live under are far 
from* encouraging. Indeed, it is a 
struggle in some countries merely to 
SUTVIVe. 

Forty thousand children under 
five die every day in the countries 
which are beginning to develop. 
Eight million of the same age suffer 
physical or mental disabilities every 
year as a result of malnutrition* or 
other causes. In many countries, the 
minimal rights of nutrition, basic 
conditions for health, and education 
are not maintained. As pointed out 
in this year's "White Paper on the 
State of the World Children," these 
matters are entangled with? politico- 
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会 論 の 理 左 ん が と が だ 
GO 所 用 で 人 倫 が っ 
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敬 ス 曲 行い q コ は 評 音 も 
本 AM 0 の 
き 家 部 の 大 まめ る 
ん 享 の ピピ だ の 家 の ぐ の 
が 本 旧 7 音 が か が 静 う だ 
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who died on Nov. 5 at the age of 85, 
said, “What is most important im my 
playing is the tone contrast, playing 
with a different touch according to 
the composer and his period, and 
singing With the piano.“ 

This magician of tone, of COUTSe, 
took his own piano and piano tuner 
with him when he performed over- 
seas. He was sensitive about the au- 
dience, even going to the trouble of 
selecting Sunday afternoons when 
people would not doze*. Wanda, his 
wife and the daughter of Arturo 
Toscanini, recalled that her father 
had had the programs of his concertSs 
printed on silk so that" there would 
be no sound of pages being turned 
during the concert. She had heavy 
paper coated with plastic, noiseleSs, 
used in programs for her husband 's 
COnCeTtS. 

Advising young muSiCcianS In Te- 
cent years, Horowitz stressed the 


need for music from inside. He 
pointed out that young musiCianS are 
superior in mechanical technique 
but lack individuality and lyricism ". 
He came to Japan to perform in his 
]ast years 『 and charmed people with 
the depth of his sounds. “The sound 
that he produced at key points Was 
beautiful and rich. It filled the heart 
and remained there, Worthy of being 
loved for a long tme.” (Satoshi 
Nakagawara) 
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理 に で あら は 。 た ス よ 夫 年 手 自 窟 家 ば る 天 う | 過 
て 残 鳴る の 優 最 り チ う 人 後に 分 こ 弾 と ん ん 歳 た ピ 席 
あら 者 骨 私 近 し う 2 洒 は ほ は る の み の の 当 交 玩 は で ロイ 靖 
で きき 人 SN の だ の の 栓 人 朋 音 グ め の めい 守 め の みみ 
長 れ 人 の い 若 “ 加 プ 父 ぶ 経 ア 色 け 時 じ こ く と の 太 
くる 々 必 る い 工 ロ 親 ほ を ノ の る 代 な うな 変 音 き 
項 音 を 要 が 演 の グ が ど 使 を 魔 こ に の 衣 っ つっ わ は だ 
模 は 技 を 個 奏 " ラ 演 “ い 運 術 と 合 は つた ら 物 っ 
昌美 子 説 性 家 音 ム 奏 ト ' ぶ 師 " わ 音 て ウ な 理 た 
! も し 移 馬 居 の を 申 久 届 府 避 理 多い ラ 0 航 
あく だ 分 つら し 作 に た み ヵ カ 服 則 会 アデ の ん み ジ だ な 
に 充 5 晩 情 い な っ 紙 ニ り リ 律 演 ノ 様 コ $S ミ ク ろ 産 
個 。 実 語 年 が だ. る 【. の 部 半 で ど 多 シマ M/5 折 
すし こ に 不 は 重 の め ニ 出 も の 歌 な トト 私 ル か で 
有 あら 水 馬 " いり を く の ⑳ あ 四国 う 導 ラ の 0 

一 胸 ぞ 日“ 機 紙 想 る 娘 い "へ こっ ス 演 ホ 五 猫 
8 に と だ | と 稼 を 起 音 ' 日 聴 も と た ト 奏 ロ 日 踏 
申し W ゆ 探 肉 凍 便 「 が の 嘱 本 つみ "で に の 
河 み うみ 面 技 わ プ せ ン 日 の ろ 2 MR MOT し 
原 心 所 の か 術 せ ラ ダ の 様 ん チ 曲 ち 少 二 ャ 
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Musical instruments are delicate 
things. Takahiro Sonoda told me 
that for a piano recital, it is best to 
turn the lights on over the stage be- 
fore the concert opens. If the piano 
groWSs cold on a dark stage, it wl 
not instantly produce good sound 
when the lights come on' for the 
performance to start. 

Come to think about it there are 
musicians Who warm their wind in- 
struments against their chests be- 
fore a concert starts. The musical in- 
struments must be like living things 
which find it hard to wake up or 
which are sensitive to the cold: per- 
haps they even have individual char- 
acters. There was a debate over the 
sound produced by musical instru- 
ments before World War II. What 
started the debate was a statement 
by music critic Kiyosuke Kanet- 


SUn6. 

He said that the piano key pro- 
duces the same sound, whether it is 
hit by a master pianist or Dressed 
down by a cat's paw*, and that the 
sound is not affected by human wil. 
He even carried Out Dhysics exDeri- 
ments at the Institute of Physical 
and Chemical Research and argued 
that playing the piano is a Derform- 
ance and that the good or bad of a 
pianist is like the good or bad of a 
stunt performer. Pianists and other 
music Critics Were angered and held 
a confrontation meeting. Keizo Hori- 
uchi stormed out* of the meaning, 
saying that a debate Was not DoSsi- 
ble. 

Is the sound of the piano merely 
a physical product, no different 
when produced by a cat's paW, or by 
amaster pianist? Vladimir HorowritZ, 
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の と 作 の 「 報 の 電 暫 ジ 
両 自 す 場 移 告 間 味 環 車 ル 
方 転 る 合 動 書 二 を 境 一 ` 
を 車 に よ に を 自 帯 が 案 白 
使 を は り 必 米 転 びと は ぃ 
い 併 最も 要 ワ 車 て み も 家 
こ 用 適 低 な 1 ET 
な す の い エル 小 る 吉 ろ な 
する 乗 " ネ ド き さき " 他 和 めど 
月 ID 央 9 ウ み 攻 上 四 還 
ラ 本 物 気 ギ オ 惑 た 動 画 
ン Sri05U ? 下 | 如 卓 と 
ダ い と 柴 量 チ の ご 時 そ 
の 自 い を が 研 衆 ろ 代 に 
例 動 う 随 自 発 0 で 人 で と 
が 車 の ぎ 動 所 物 は の 's 
粗 と だ 電卓 が 一 ~ 老 
介 自 " 境 や 出 と 切 判 白 


下 r 計 誰 S 粒 玉 宮 下 。 へ 


と < 
レン 


訓 受 中 


くみ 7 


20。 症 を き の 0 の @ 

6 呈 目 2 38 
よ 車 いれ ボ の ン よ 

MY を 自選 の 若 み 代 夫 
* 百 転 先 責 者 ", 気 
目 く < 車 駆 年 の # 汚 
的 塗 一 的 男 運 会 名 ? 
地 り だ と 女 動 の 乗 和楽 
還 ま OO 失 0 TE 
混和 6 会 MM 沢 ぐ 
更 頭 えら 汰 加 ぐ 上 自 
り に る た ムー た い ゆい 
計り 半 り いみ 用 自 
まく 大 閥 ゲ 戦 一 宏 
GL の 性 26 車 
街 だ の 5 2 | 1 
区 ん 。 の の みみ る CO 
代 が が 一 彗 た 年 
還 乗 つ 界 且 ゆ 代 


bicycles a ot, and there are many bi- 
cycles in the Netherlands. Under the 
Dutch formula, cars are used, but bi- 
cycles are utilized where they are 
more appropriate. 芽 his is desirable 
from the point of view of protecting 
the environment. An international 
conference to study ways to cope 
with* the Warming of the earth Was 
held in the Netherlands. Could it be 
that the former provo activists set 
the stage? 

Environment ministers and other 
representatives from 69 countries 
and 11 international agencies gath- 
ered for the ministerial meeting on 
air pollution and climatic changeSs. 
The biggest problem seems to be re- 
ducing the carbon dioxide emis- 
sionS. According to one SurVey, CaT- 
bon dioxide emissions from the use 
of fossil fuels like coal and oil are in- 


creasing at the rate of 3 percent a 
year, and totaled 5.6 billion tons 
throughout the world last year. 

At this rate, it is said the total will 
go over 10 billion tons by the begin- 
ning of the next century. Global 
warming Will quicken, and there w 由 
be adverse ? effects. At the confer- 
ence, there was a confrontation be- 
tween the Netherlands and other 
countries seeking a concrete goal for 
reducing carbon dioxide emissiOnS, 
and Japan and other countries Which 
said restrictions would have major 
effects on economic growth. It 
seems we are entering an era in 
which the whole world must recon- 
sider our way Of life. 
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It was called “provo” in the Neth- 
erlands in the 1960s. It Was a move- 
ment among young people all about 
challenging” the then state of so- 
ciety. 1 went to Amsterdam and met 
the young men and Women Of Dro- 
vo. Considering how the world has 
changed since then, they were ahead 
of their time. One of their ideas Was 
the “white bicycle.“ 

Bicycles were painted white and 
]eft on the streets. Anyone could 
ride these bicycles to their destina- 
tion and then leave them on the 
streets. They said that white could 
be the color for things meant for 
public use, and they called for* 
white tables and white houses. The 
white bicycle'” proposal isS, of 
course, a criticism of the age of au- 


tomobile, but today, When the envi- 
ronment has drastically Worsenedl 
has an urgent meaning. 

The U.S.-based Worldwatch Inst- 
tute recently released a report enti- 
tled, “The Bicycle 一 the Vehicle of 
a Small Planet.” The amount of en- 
ergy required for moving from one 
place to another is smaller than in 
the case of a car or walking. The 
report said that the bicycle iS the 
optimum 2 vehicle to prevent ai DO ト 
]lution and purify the environment. 
The report cited the examples of Ja- 
pan where trains and bicycles are 
used in combination and of the Neth- 
erlands where both cars and bicycles 
are uSed. 

It probably predated* the provo 
movement, but the Dutch people use 
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However, times have changed. 
Communication and visual technol- 
ogy have made outstanding ad- 
vances. It now seems only natural 
that government, which is public 
work, should be open to the eyes and 
ears of the voters through such ad- 
vanced technology. 

In the United States, deliberations 
in the House of Representatives 
have been relayed on television 
since 1979 and in the Senate, since 
1986. Broadcasting stations do not 
tape the proceedings. CongreSs DrO- 
duces and distributes the footage ". 
There is a channel that specializes『 
in relaying congressional delibera- 
tions, and it is supported by the peo- 
ple. The British report was drafted 
after checking the examples of the 


United States and Canada. It is very 
detailed, including describing the 
way images should be filmed and 
how to cope with confusion deliber- 
ately aroused so that it wl be 
filmed. 

At a recent Cabinet meeting, 
Transport Minister Takami Eto said 
that while it was all right when one 
was being relayed on television, ad- 
ministration would be hindered if he 
was restricted to the Budget Com- 
mittee for 12 days. He was very 
honest. It is very important for a pol- 
itician to be seen on television. It ijS 
a good opportunity to publicize him- 
self in his electorate. That is why 
there are politicians who give an im- 
passioned performance when they 
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の どう が 来 な 内 の 映 た 
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Imagine the deliberations ` in the 
Diet are shown, as is, on television. 
People are able to listen to the Diet 
debate while sitting in their living 
rooms. Such special television 
broadcasts to relay Diet proceedings 
are being talked about now. It has 
been reported that the Diet Reform 
Committee of the Liberal-Demo- 
cratic Party will study the idea of in- 
troducing such broadcasts. The 
Lower House Steering Committee is 
also taking a constructive* stand on 
the matter. 

The Steering Committee looked 
into the situation in Britain and at- 
tached material on the British exDe- 
rience to its inspection report. Brit- 


ain is scheduled to begin exDerimen- 
tal broadcasts in the last 10 days of 
this month, and a surVey reDort on 
implementation was submitted in 
May 1989. The merits * of television 
relays were debated in the British 
House of Commons in 1985. Those 
in favor said such relays Would tie 
Parliament to the voters, but they 
were rejected by a small margin *. 

This was because there Were 
many ODDOSing VieWS, Such 8aS, 
“People wi focus, not on the con- 
tents of speeches, but on the lengths 
of the skirts of female members, ” 
and, “Deliberations will tend to be 
concentrated in those hours mn which 
the number of viewers is highest.“ 
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know they are being fimed. 

In implementing television relays, 
a detailed, impartial and fair plan is 
needed so that politicians cannot ap- 
plIy pressure or impose restrictions 
so that such relays will be beneficial 
to themselves. Choosing which com- 


mittee to film is also a problem. By 
all means 7, we'd like to see the dis- 
cussions on Diet policy which are 
Said to consist of consultations in 
closed rooms. The relays will help 
voters make their own decisions. 
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as chairman of the party's Central 
Military Commission, turning over 
the post to party leader Jiang Zemin. 
The post gives its holder the com- 
mand of the armed forces. There is 
speculation that the reshuffle* wil 
strengthen the hand of President 
Yang Shangkun, who is effectively 
controllng the military ?. Observers 
also predict that Deng wil remain 
China s top leader as he will have to 
play a backup role for Jiang who has 
no foothold in the military. 

What is clear about the reshuffle 
is that it stands for a generational 
change. It represents a transition 
from men who brought the People 's 
Republic of China into being to a 
younger generation, from the rule of 
human discretion to the rule of law, 


from an era of revolutionaries to an 
era of technocratS. 

The rejuvenation? of leaders at a 
time when the information people 
have and their desires are greatly di- 
versified can be counted on to have 
a stimulative effect on China's econ- 
omy. Nevertheless, difficulties lie 
ahead for the new leadership. 

Rejuvenation is also in progress in 
Japanese politics. The stage is no 
doubt turning in this area. The re- 
sults of the change wil clearly show 
im the next Lower House election. 
Former Prime Ministers Kakuei 
Tanaka, Takeo Fukuda and Zenko 
Suzuki have said they will not run 
m that election. Neither wi four for- 
mer Opposition chiefs 一 Masashi 
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世 委 首 消 は て り る 経 多 術 人 な 世 いり 場 の る ぎ を 
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越 去 引 橋田 挙 だ 代 ぶ か い の 治 の 行 し は 氏 か 派 地 沢 
え " 退 "中 の "と せる 中 の 叶わ て 郡 を の 位 民 
問 "人 竹 時 こい ぅ る 時 へ 体 代 れ い き 癌 と 楊 だ ・ 
新 題 三 入 福 に こえ 2 7 沖の 売る (ん 二 の 面 ( 喜 
し 本 夫 、 過 (で 人 人 へ SE の の と 品 届 玩 訓 
9 元 全 こく も 5 、 芳 揚 々 ここ い は 指示 方 四 具 和書 
き 若 首 々 釣っ 着 日 和 き 導 の そ 若 う ` 導 光 が 家 的 記 
代 い 相 木 木 き 実 本 は 者 持 し いこ 中 体 人 あ 主 に に 
に 政 各 り に の こ が つ て 人 と 心 、 制 見 る 席 軍 主 
挑 治 春 村 元 と 舞 政 れ 若 情 革 々 だ 的 が 和信 ? の を っ 
め 家 日 上 首 見 台 治 か 返 報 命 の "な 続 の 軍 力 常 た 
る た 元 各 相 え は で ら り や 家 時 建 資 く よ に が 提 
いち 民 野 の る ま も と 同 欲 か 代 国 任 ` う 強 強 し 軍 
Qp 門 牧 売 案 の わ 若 凡 際 ポ ら へ べ へ ま 者 に いま 
eg 上 売 葉 が で う 返 え に が 授 "に の も 守 足 る い に 
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Deng Xiaoping has relinquished 
control of the Chinese armed forces. 
The Berlin Wall has effectively been 
dismantled. he tmes are radically 
changing. The world stage iS turn- 
ing. 

The Berlin Wall was built in 1961. 
How many people have risked being 
captured or shot to death to cross it? 
But the barrier which has been keep- 
ing the Germans apart became 
meaningless Thursday evening 
when the East German government 
allowed its citizens to travel abroad 
or emigrate freely. That night, tens 
of thousands of East Germans set 
foot on* West German soil. A festive 
mood was in the air. 


The Soviet initiatives for reform 
have had an extensive impact* on 
Eastern Europe. Although East Ger- 
many has been the staunchest oODpOo- 
nent of perestroika, it iS now that 
country s turn to be shaken up. With 
its citizens clamoring for freedom, 
the pace of change in East Germa- 
ny is becoming bewildering. “It'sa 
dramatic situation. There is no tell- 
ing what developments there will be 
in the days ahead,” said West Ger- 
man Chancellor Helmut Kohl. 

Not only Europe but the whole 
world is watching to see what kind 
of relationship will develop between 
the two German states. 

In China, Deng Xiaoping resigned 
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Ishibashi of the Japan Socialist Par- 
ty, Yoshikatsu Takeiri of the Clean 
Government Party (Komeito), 
Ryosaku Sasaki of the Democratic 
Socialist Party and Hiromu Muraka- 
mi of the japan Communist Party. 

In addition, former Prime Minis- 


ter Takeo Miki and former DSP 
Chairman Ikko Kasuga have died. 

The question is whether the 
younger leaders will be able to over- 
come the difficulties which confront- 
ed their predecessors and meet the 
new challenges facing them. 


7 ババ イ 42 

パパ イヤ 科 

花色 ・ 乳 白色 、( 雌 は 単 性 、 雄 は 総状 花 、 一 般 に 雌雄 異 株 、 時 に 両性 花 ) 
学名 ・Carica papaya L. 

(96 ペ ー ジ 参照 ) 
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人 鮮 ぬ ぬ 世 も と に 

由 机 玲 家 界 都 い ` 
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]ate autumn. Some cut off part of the 
skin and scoop* out the inside with 
a spoon. We can be proud of this na- 
tive fruit, called “kaki "in Japanese. 
Some think it is at its best* at the 
peak of ripeness, just before becom- 
ing soft, a blaze of flavor licking out 
of a bulging peel. “772cz coze769 7y 
@/ Sg76 7272 の 72787 の e 7 7 の / 4 727e 
eS222772072 7276/” (Asuka Nomi- 
Yama) 

There are many kinds of persim- 
mons, from nearly flat ones to long, 
egeg-shaped ones. They all have their 
own names: Fuyugaki, Hyakumegaki, 
Jirogaki, Goshogaki, Zenjimaru. . . 
you pick sZ20zzg2 を 7 while they are 
still hard and peel them, drying them 
in the sun until they become sweet. 
There are ordinary dried persim- 


mons, Dersimmons dried on skeW- 
ers, persimmons hung up to dry. 
They have an unforgettable savor. 
A white powder forms on “kaki" 
during drying. The look of “kaki" 
with the powder just brushed off 
transports me back across the yearS. 
Some eat them as "namasu, "sliced 
and seasoned ? with vinegar. “CO7g- 
274g 072 の 67S27727770725/ 00 を 274g の Zc ん 7 
see の 77 77e /277ey 72ce の 4777e7 " 
(Hakyo Ishida) 

According to the customs of the 
area, Some Japanese hold a “tree- 
warning ceremony around the mid- 
dle of January. A man brandishing 
a machete, saw, or the like, stands 
before the tree and threatens, “Will 
you bear fruit or wont you bear 
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The fruit of the persimmon tree 
gleams tarnished gold under the 
crystal clear skies of autumn: This 
is the scene Which comes to the 
Japanese mind at the thought of the 
word “aki"” (autumn). Whether from 
avillage or a metropolis, that gleam 
draws the Japanese back to the 
world of childhood. “7 万 e 2//2ge 
072/7VO7 2 sZ74g7e 26se 927 が 047/7Pe7S2777- 
72072S 772 7e y27 の . (Basho) 

It is im China that persimmons 
have been cultivated the longest, but 
they also have a long history on the 
Korean peninsula. 1 have served 
them to friends of many countries 
who have visited me here in Japan. 
A European once looked at them 


dubiously! and said he had never 
eaten them before, whereupon 
someone from Southeast Asia joined 
me in urging him to try them and ex- 
plained, “It's the Japanese DaDaya. 
[jike them very much!" That com- 
parison caught me quite by surpriSe. 
The two are somewhat similar, but 
the persimmon has its own flavor^. 

“C7772C72727 SO0Z727S 7 の 772 702/ 07 
@7S2772720725. O727/ 7 /e277 So7777S 0 の 7 
se2s072 760. "(Seishi Yamaguchi) EV- 
eryone has their preferences. Some 
like hard persimmons with sesame 
in them. Some only take them fully 
matured to a tender condition. How- 
ever You Hike them, they are the 
cold, sweet, tooth-chilling taste of 
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fruit? If you dont, T1]l cut you 
down!'* Then he makes a slight 
wound in the tree. Another man an- 
swers, "1 wil, 1 wil,” and plasters 
a lttle rice paste with beans on the 
wound. It is a kind of farmer 's Dra7y- 
er, Consisting of questions, threats 
and exacted pledgeSs. 

Persimmons remind me of an old 
Japanese fable of the battle between 
the crab and the monkey. Persim- 
mons and people have shared the 


same ground since ancient times. 
Astringent persimmon juice iS used 
as an undercoating for 1acquerWare, 
and in making Wrapping DaDer. 
Later in autumn, the last fruit is left 
on the tree as a guardian. Even the 
]ast fruit has a gloss that reminds us 
of fine porcelain. “C/e472274 /2c- 
4676 7 の)/ 72767726777 67S7772772072 $ 
c727// C/27e の c/oZ777zg s7277. (Shun- 
so Hasegawa) 


カキ 

カキ ノ キ 科 

花色 ・ 黄 緑 

学名 ・Diospyros kaki Thunb. 
(96 ペ ー ジ 参照 ) 
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such as, “The doors will be closing, ” 
and, “Take care not to forget an7y- 
thing.“ 

丁 he basis of changes should be 
the principle of having only the min- 
imum necessary intormation. The 
quiet railways ot Europe are often 
cited as examples. Quietness is all 
right, but when one actually rides on 
the trains in Europe, it iS most incon- 
venient for first-time passengers 
who don t know the names of sta- 
tions. It would be best 下 passengers 
could hear the station names and 
where to transfer at a sound level 
which is not bothersome. Outside of 
such information, what is important 
is information in emergenCieS. 

This summer the power transrniS- 
sion facilities at a transformer sub- 
station broke down, and trains in the 
capital area suffered power cutoffs 
for anywhere from 10 minutes to 


one hour. A company employee Who 
waited for 15 minutes in a blacked- 
out crowded train after it suddenly 
stopped said, “The only announCce- 
ment was, Please do not get off the 
train.' There was no other explana- 
tion. The irritation? mounted, and 
when we finally got to the station, 
there was great commotion aS eV- 
eryone rushed to transfer to other 
trains.“" 

Real service consists of establish- 
ing a system for making SDeedy, aC- 
curate and appropriate explanatory 
announcements in emergenCieSs. 
Pointless messages like “Thank you 


- for riding our trains and such kind 


instructions as, "Please hang on to 
the strap when the train rolls,”" 
“Don't forget your umbrella, and, 
“Follow the one im front of you when 
getting off," are better left unsaid. 
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There are many readers who call 
for reducing unnecesSary noise and 
restoring quiet. A frequent com- 
plaint is that on television, for some 
unknown reason, they have music in 
the background when someone 1S 
speaking. It is ditficult to understand 
what the person is saying. There is 
also a flood of background music in 
towns, although it iS unclear for 
whom it is intended. The melodious* 
sound used in place of the bell to sig- 
nal a train departure iS just "new 
noise with color.”" 

The number of broadcasts inside 
trains and at stations on the Yama- 
note Line in Tokyo wil be drastical- 
1Iy reduced from next year. The East 
Japan Railway Co. has abolished the 
starting bell at Chiba Station and has 
reduced in-train announcements to 


one-third of the old level on some 
trains on the Tohoku Shinkansen 
Line. Of* Shinkansen passengerSs, 
49 percent approved of the simphfi- 
cation, 26 percent said the previous 
number of announcements was all 
right and 21 percent perceived no 
particular change. 

The installation of an American- 
made loudspeaker at ShinagaWa 
Station in 1923 was the start of 
broadcasting on railways. Never be- 
fore has interest concerning noiSe 
been as high as it is now. The East 
Japan Railway Co. is said to be 
studying reducing by one the cur- 
rent two announcements heard be- 
tween stations on the Yamanote 
Line, "The next station is such-and- 
such* の and reducing the number of 
caution announcements at stations 
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sure, the parents are suffering. SDe- 
cial consideration by those around 
them is necessary. There is another 
point I am worried about. The doc- 
tors had recommended that the boy 
be operated? on in a foreign coun- 
try, but his condition suddenlY Wor- 
sened so they decided to operate in 
Japan. Wont there be more active 
moves from now on to Dermit tranS- 
plant of internal organs from brain 
dead people in Japan, hke in other 
countries? 

It is good that there is debate on 
the matter. However, When debate 
is still going on, 1 Would like to ask 
for caution concerning Calls for eas- 
ier transplants because cases like 
the ]atest one will occur. Concern- 
ing brain death, the Japan Medical 
Association's Life Ethics Council 
proposed in January 1988 that death 


be decided on the basis of “death of 
the brain'"” and approved the stand- 
ards of the research team of the 
Ministry of Health and Welfare as 
the judgment method. 

Although this was supported by 
some, there were also those oOD- 
posed. There were doubts about the 
standard of judgment applied, and a 
distrust of doctors, which arose from 
the heart transplant case 21 years 
ago, remains deep-rooted. 芽 his is a 
matter which concerns the life and 
death of human beings. 1 may be 
worrying too much, but 1 hope that 
the latest incident will result in 
greater and more thorough debate. 
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A 16-month-old boy, who was 
diagnosed` as suffering from a 
blockage of the bile duct soon after 
birth, underwent a liver transplant 
operation. It was the first transplant 
of a liver from a hving donor in Ja- 
pan. The 26-year-old father donat- 
ed one-fourth of his own liver. The 
operation took 15 and a half hours. 
The father and son are reported to 
be doing well after the operation. 

The mother said, “We had 
thought it was the end for our son. 
It is a miracle that he came out 
alive.” Both her husband and son 
were operated on. She must have 
worried terribly about how the op- 
eration would turn out. 1 can under- 
stand the feelings of the father who 
decided to save his son somehow, 


even f it meant cutting up his own 
body. 1 am praying for the complete 
recovery of them both. 

Hope has opened up for the boy's 
future. Yet while 1 rejoiced* at this 
event, 1 had the following feelings, 
possibly because 1 am the worrying 
type: This is a case in which the 
father underwent* surgery on the 
basis of his own, independent deci- 
sion. In this case, tt Was a SUCCeSS. 
Tn the future, however, won t there 
be cases Where those around fami- 
lies suffering from a similar problem 
put pressure on the families, saying 
that the parents should donate their 
internal organS? 

Wontthere be both tangible* and 
intangible pressures, particularly on 
the mother? Even without such DreS- 
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However, debate on the subject 
among Italian Communists probably 
iS not unrelated to the recent reform- 
ist moves in Eastern Europe. In 
Hungary, the Socialist Labor Party, 
which is equivalent to * the Commu- 
nist Party, not only changed its 
name to the Socialist Party, but the 
name of the country was changed 
from the Hungarian People's Re- 
public to the Republic of Hungary. 
1s the changing of a name a reflec- 
tion of a change in substancer Or 
does tt indicate a wish to change the 
substancer Or is it merely a move to 
influence public opinion? 

jm Japan in the past year, the 
“civil engineering” faculty* disap- 
peared from six national universi- 
ties. Students are said to prefer such 
new names as “construction'” and 
“social development engineering.“ 


The National Institute for Environ- 
mental Studies (Kokuritsu Kogai 
Kenkyujo) and the Training Insti- 
tute for Environmental Pollution 
Control (Kogai Kenshujo) will 
change the “kogai'” (pollution) im 
their names to “kankyo'” (environ- 
ment) from April 1, 1990. Replacing 
“kogai ” is a national trend. The 
Labor Ministry is even soliciting a 
nickname for its “shokuan'" (public 
employment security office). 

The Mitsubishi Electric Labor 
Union has adopted the nickname 
“MELON.” The Shinetsu Kagaku 
]abor union is abolishing its “strug- 
gle reserve fund'"' and instituting*a 
“umion pension.” The rate of change 
of names in this field is high. There 
is even a company Specializing in 
thinking up ” new names for compa- 
nies. How about the political parties 
of Japan? 
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The person who translated the 
book, “The Communist Manifesto" 
(“Kyosan-to Sengen'” in JapaneSse), 
into Chinese was Zhen Wangdao, 
who was then the president of 
Fudan University of Shanghai. Be- 
cause he translated from Japanese 
into Chinese, he used the Japanese 
word "kyosan (community Of prop- 
erty) for communism. 1 heard from 
someone that this was “not a very 
good translation.“ 

The person who criticized this Was 
Zhen Yisong, a pro-Japanese Chi- 
nese who was a member of the 
standing! committee of the Nation- 
al People's Congress. In Chinese 
“kyosan'” has the connotation of 
tearing assets into pieces and divid- 
ing them among the people. Actual- 


jy there was a move todosucha 
thing. In a sense i can be said that 
words like "kyosan "poisoned the 
]leftist movement. Zhen felt that 
communism should have been tranSs- 
]ated as “kosha-shugi” (public cor- 
poration doctrine). 

] recall such things because 
Achille Occhetto, secretary of the 
Italian Communist Party, proposed 
Tuesday that the Communist Party 
change its name. It is surprising that 
the flag bearer of Eurocommunism 
wants to change his party'S name. 
Members of the party say that if the 
name “Communist Party'” 1iS ma1n- 
tained, it Will be impossible to recOV- 
er party strength in elections. Oc- 
chetto said that he "had not been mn- 
fluenced from the outside.” 
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to punishing those who have erred. 
They say the difference between 
Japanese and American perceptions 
on this point also posed an obstacle 
for the public prosecutors. 

Isn t there the idea of punishing a 
culprit as an example to other poten- 
tial culprits in the United States? 

In an unusual measure, the pub- 
jic prosecution authorities will short- 
]y announce the reasons they have 
decided against indicting anyone in 
the JAL crash. I wi 則 read them 
closely when they come out. 1 hope 
that the explanations will be 
worded ? in such a way that they w 則 
be easy for non-experts to under- 
Stand. 

What strikes me about the no- 
indictment decision is that we hve im 
an age when it is increasingly diffi- 
cult to hold individuals responsible 


for their errors. A jumbo jet is made 
up of 4.5 million components. The 
number of components iS similarly 
vast for industrial plants Which are 
run by a network of computers, and 
for nuclear power stationS. 

Our society now depends on maSs- 
sive and complex technological SYS- 
tems. It is easily imaginable that it 
is beyond the capacity of an individ- 
ual to see whether such a system is 
safe or not as a Whole. When an ac- 
cident is due to defects in the organ- 
ization that runs a system, the queS- 
tion of who is responsible for it be- 
comes blurred 7 all the more. If only 
the cogs『 of the wheel are punished!, 
the larger blame will be overlooked. 

Perceptions of crime and the pun- 
ishment for it must change in step 
with the times. 
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The crash of a Japan Airines 
(JAL) jumbo jet in 1985 was the 
world's worst accident involving a 
single plane. Yet the public DroSecu- 
tors probing the case have decided 
not to indict anyone. Not only the be- 
reaved family members of the de- 
ceased but many other people must 
find their decision unacceptable. 

Suppose that the owner of a car 
with faulty brakes continues to drive 
it without getting the brakes 
repaired. If the car gets involved im 
a traffic accident and the owner's 
friend aboard it is killed, the 
motorist is bound to* be indicted. 
When one takes this into considera- 
tion, there seems to be no doubt 
about who were responsible for the 
JAL disaster, which originated in 


Boeing Co.'s errors in repairing the 
airliner that crashed. 

But legal experts apparently do 
not think this way. They say suffi- 
cient evidence could not be collect- 
ed against the chief culprits *, the 
Boeing employees who did the 
repairs, because they refused to 
make themselves available for queS- 
tioning. They also point out that 
was technically ditficult for inSDec- 
tors of the Transport Ministry and 
JAL to spot* the repair errorS. 

In the United States, the cause of 
an aircraft accident is normally in- 
vestigated by a panel of experts, not 
the police. According to legal ex- 
perts, this is because AmericanS at- 
tach greater importance to finding 
WayS to Drevent a TeCUTTeT1Ce than 
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Development dependent on such 
emissions has come up against the 
jimitations of the earth. 

What can be done to keep down 
the total world volume of CO while 
guaranteeing the improvement of 
standards of living in the developing 
countries? In one plan, the right to 
emrit a certain volume of CO。 will be 
allocated* to each country and inter- 
national transactions in these rights 
could be permitted. CO。 wi be con- 
sidered a minus resource, and is the 
common Droperty of mankind under 
this plan, and countries wanting to 
release more than their allocated 
amount can buy the right from coum- 
tries releasing less than their allocat- 
ed amount. Usimg the money ob- 
tained from selling ther right, devel- 
oping countries can plant trees and 
develop solar energy. This should 


result in development and environ- 
mental preservation coexisting, and 
in revising the income gap between 
the north and the south. 

丁 he problem is the standard to use 
in allocating the right. If the right is 
allocated in proportion to" the cur- 
rent emission volume, it Will be dis- 
advantageous to the developing 
countries. If it iS based on popula- 
tion, the advanced countries will be 
dissatisfied. Even if the plan is 
implemented 7, we dont want Japan 
to become a country which goes 
around shopping for CO。 rights. 
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Do you belong to the carbonic acid 
gas age group or the carbon dioxide 
age group? Apparently the age of 40 
is the dividing hne between the two. 
Textbooks began to use the term 
“carbon dioxide"" around 1960. We 
]earned that carbon dioxide is harm- 
]ess and is different from Do1SOonouS 
carbon monoxide. 

It is now a time when the reSDon- 
sibility of countries emitting^ CO jS 
being questioned. This is because of 
the danger of CO。 building up im the 
air and contributing to global Warm- 
ing. How much coal and oil are Var- 
ious countries burning and how 
mnuch carbon in the form of CO are 
they releasing in the air? There Was 
interesting data in the report re- 
ceived from the U.S.-based World- 


watch Institute. 

The world average 1S Over one ton 
per person. There is a big difference 
between countries, ranging from the 
five tons per person of the United 
States to the 0.03 ton of Zaire. In to- 
tal volume Japan is fourth after the 
United States, the Soviet Union and 
China, but per person, it iS ninth 
with 2.12 tons. Ts this because of the 
energy-Saving Dolicies of industry? 

Still, compared to 1960, Japan 's 
emission volume has quadrupled *. 
Saudi Arabia has increased its vol- 
ume 45 times, while South Korea 
has increased its total nearly 15 
times. Among the advanced nations, 
it is outstanding that Britain's emmiS- 
sion volume has decreased. COs re- 
flects the level of economnic activity. 
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hard to swallow Confucianism, 
which came here from that country 
so long ago, as creditable for Japan 's 
economic development. 

Inazo Nitobe's “Bushido asserts 
that the teachings of Confucius have 
been the richest source of moral doc- 
trine for Japanese. At the same time, 
this prominent Christian analyst ar- 
gued, Japan should not blndly copy 
foreign countries: the moral strength 
which sought to protect the honor of 
the race had borne the strains of 
the transfiguration of Japan "(the 
modernization in the Meiji era and 
after), and Would provide for the fu- 
ture. 

The effort to take in the foreign, 
digest the bulk of it, and make some- 
thing of it, is essential. Inazo Nitobe 


no doubt wanted to emphasize the 
importance of this equihibrium ?. The 
Chinese and the people of other de- 
veloping countries are dealing with 
this same problem now. 

Confucianism is still alive in us, im 
its standards for daily behavior be- 
ginning with sincerity and modera- 
tion. There is Ittle to say against 
respecting Confucianism. Riding the 
wave of the Confucius fad 7, there is 
even a book out now teling how to 
apply the teachings of Confucius and 
Mencius to business management. 
That's fine they can really make 
money out of it. 

Listening to the praise of others 
does not qualify* us to conceit* 
about how successfullYy we have 
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1] was at a discussion with some 
Chinese students in Tokyo not long 
ago, When one young Scholar re- 
ferred to a Japanese by name, SaY- 
ing: “Xinduhudaotsuzao Was a great 
man.” Huh? 

This was the Chinese pronunc14- 
tion of the name of Inazo Nitobe 
(1862-1933). After we had cleared 
that up, the student went on to eX- 
plain, “The Confucian spirit Was in- 
strumental in the modernization of 
Japan. The Japanese successfully 
fused Confucianism with native 
Japanese culture, including Shinto 
and Bushido, to develop a JapaneSe- 
style Confucianism. This is quite aD- 
parent in Nitobe's book “Bushido."“ 


This person is far from alone: de- 
bate advocating* the virtues of Con- 
fucianism and tying it to the issue of 
modernization seems to be vigorouS 
in China these days. The official or- 
gan of the Communist Party itself 
has even said in a recent article: 
“Tapanese industrialists have stud- 
ied the Analects ?, and manage their 
companies according to the princi- 
ple of benevolence*.“ 

This is a 180-degree turn com- 
pared to the Cultural Revolution, 
when Confucianism was utter]ly 
condemned? as a reactionary dOC- 
trine used to dupe the masses. Of 
course, they are free to change 
things as they wl, but it is a httle 
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mastered Confucianism and mod- ty, capitalism as well as socialism. 
ernization. In the world there are “Be generous, and fall not into 
Confucianism as well as Christiani- arrogance "(Analects). 
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do not approve of communism but 
become Commumnist Party members 
in order to succeed in life. They are 
red outside but pure white inside. It 
could be that although there are 
many Communist Party members, 
there may be many whose red skin 
will easily peel off in a pinch. The 
demonstrations demanding reform 
since last month have been quite 
fierce. The authorities have already 
announced the liberalization of 
travel. 

本 he dramatic changes in the East 
European countries, sparked by the 
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reforms in the Soviet Union, are like 
the moves in the Othello game. 
They make us feel that the Cold 
War has ended. The moves oc- 
curred in Berlim, Budapest, Warsaw 
and finally in Prague, which lies fur- 
ther west than Vienna. There are 
signs that cultural life in central Eu- 
rope, which ties these cities togeth- 
er, Will be revived, breaking through 
the East-West framework. 

Romania, following an independ- 
ent course, ODDOSed Soviet interven- 
tion in Czechoslovakia 21 years ago. 
It is ironic that Romanian President 
Nicolae Ceausescu iS noW moSst crit- 
ical of the reform movements. 1s this 
aresult of his seeing Czechoslovak- 
ia's fate and clamping down'7 so as 
not to invite interference from the 
outside? How long will he be able to 
continue such a policy? 
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Even now 1 remember that 
indescribably! happy feelings filled 
the streets of Prague then. Holly- 
wood movies were being shown in 
the theaters and there were long 
jines of people waiting to get in. A 
big signboard carrying a picture of 
Audrey Hepburn read, “Starring 
Audrey Hepburnova.“" 

There seemed to be many 
pregnant* Women. It was springtime 
in Prague. This was Czechoslovakia 
in the first half of 1968, full of a feel- 
ing of liberation and hopes for de- 
mocratization. These hopes Were 
crushed by Soviet tanks in August. 
When I considered the history of 
this country Which was crushed by 
strong forces coming alternately* 
from the east and the west, 1 felt sor- 
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ry for the people of Czechoslovakia. 

Recently in this same Czechoslo- 
vakia, the Communist Party journal, 
ze 772 の , announced that the 
Czechoslovakian leadership will re- 
evaluate the “Prague Spring peri- 
od, ie.* the 1968 democratization 
movement, Which it had continued 
to renounce? up to now. It's about 
time! It makes us freshly consider 
the 21 years of suffering and hard- 
ship of the people of Czechoslovakia. 
Tn Eastern Europe Where democra- 
tization moves and the collapse of 
governments are Occurring One af- 
ter the other, there are both internal 
and external demands for reform in 
Czechoslovakia also. 

There is an expression “red tur- 
nip.” Itis used for those people who 
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“Saving the Global Environment 一 
Urgent Issues and Citizens Move- 
ments,” held in Tokyo on Nov. 15- 
16, Chua Thia-Eng of the Interna- 
tional Centre for Living Aquatic Re- 
sources Management said, “Let us 
first of all stop using disposable 
chopsticks."” Someone from the 
United Nations Environment Pro- 
gram pointed out, “The recognition 
that our work and our lifestyle are 
affecting the environment iS imDor- 
LHSU0U 晶 鐘 

Disposable chopsticks were re- 
portedly designed at the end of the 
Edo era. They are uniquely Japa- 
nese, but in recent years, they have 
been used in China, South Korea, 
Malaysia and other countries. The 
Japanese use 20.5 billion pairs a 
year, which comes to 412,000 cubic 
meters of lumber. More than 40 per- 


cent is made* of Japanese wood. 
The Forestry Agency and the indus- 
try says that in most cases* it is an 
effective use of small pieces of lum- 
ber which can tbe used for anything 
else. 

However, nature protection Or- 
ganizations believe that huge broad- 
leaf logs are being cut up into diS- 
posable chopsticks. The dispute be- 
tween the government offices 
calling for promotion of forestry and 
the people calling for protection of 
the environment cannot be as easi- 
ly resolved as splitting a pair Of diS- 
posable chopsticks. However, the 
one thing certain is that disposable 
chopsticks have become the tool for 
making us think about resources and 
the environment in our daily Iives. 
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In Sanpei Sato's comic strip, “Fuji 
Santaro,” in the Asahi Shimbun on 
Noyv. 21, Santaro went to a restau- 
rant. He had a thm, long box with 
a striped pattern hanging from his 
neck like a necktie, and he had a 
smug* look on his face. When a 
watress placed a bowl of food in 
front of him, he slowly opened the 
box and took out a par of lacquered 
chopsticks. The title of the comic 
strip was, "Environment Year No. 
由 有 

People like Santaro are beginning 
to appear around us. Their thinking 
is that it is wasteful to use disposa- 
ble chopsticks each time they eat 
and that they themselves wil at 
least carry their own chopsticks with 
them. If restaurants were to provide 


lacquered chopsticks, resources 
could be saved. However, the labor 
costs for washing them would 
mount. Consequently, restaurants 
use disposable chopsticks. 

Disposable chopsticks, hamburg- 
ers and coffins 一 these three are list- 
ed as the prime destroyers of tropi- 
cal forests. Disposable chopsticks 
are used in Japan. The United 
States razes* forests in Central and 
South America to create ranches to 
raise beef for hamburgers. W estern 
Europe cuts high-class wood for 
coffins in western Africa. Actually, 
disposable chopsticks consume only 
a very small part of the tropical for- 
ests, but they are considered the 
symbol of the throwaway age. 

At the international symposium, 
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papers almost filled their front pages 
with articles on the activities of the 
Japanese volunteers. A $2 million 
contribution in relief funds from 
Japanese companies Was also report- 
ed, but it was a story of only a few 
jines shoved * inconspicuously into a 
COrner. 

“Tm glad. Americans have been 
waiting for something like this to 
happen, and those students have 
jived up to* their expectations,” Jo- 
seph says. “The relief work has also 
disproved the notion that Japanese 
youths are too spoiled for volunteer 
work. It has shown that the contrary 
is the case.” 

With the reputation of Japanese 
youths in general at stake, Joseph 
and the students who responded to 


his call believe that they should not 
let the volunteer service in San 
Francisco end up as a one-time opD- 
eration. What they have in mind is 
the formation of a nationwide organ- 
ization of students, which will be 
able to send volunteers at once when 
a disaster strikes somewhere in the 
world. To this end, the Chuo Univer- 
sity students are trying to dis- 
seminate their experiences in San 
Francisco to their counterparts at 
other schools. 

“In no other country are young 
people in a better position than Japa- 
nese students to work as volunteers 
abroad,” Joseph points out. 1 hope 
that the effort of the Chuo Univer- 
sity students will meet with a favor- 
able response at other schools. 
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Ken Joseph, 32, runs a Los An- 
geles volunteer service, Agape 
House, to help Japanese students 
who get into trouble ! while studyimg 
in the United States. The son of an 
American missionary, he was born 
and grew up in Japan. He is excited 
nOW. 

During a lecture at Chuo Univer- 
sity in Tokyo last month, Joseph 
casually solicited* volunteers to help 
with the relief program for Yictims 
in the San Francisco earthquake. 
More than 20 male and female stu- 
dents in the audience raised therr 
hands to signal their wilingness to 
help. Eventually, 32 students flew to 
the United States with him. Of 


course, they paid their air fares. 

On their arrival, the students Were 
told to get to work immediately 
since the delivery of relief goods 
sent from all over the United States 
was behind due to a shortage of 
hands. They proceeded at once to 
the quake-stricken* areas where 
they worked hard for two weeks. It 
was a makeshift team, but roles 
were quickly assigned. Using two 
personal computers brought in from 
Japan, the students neatly executed 
their share of work. 

AmericanS Were apparently 
touched by their cooperation. The 
newspapers and TV stations all re- 
ported . he major San Francisco 
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irrelevant*, while a female journal- 
ist observed that the public's loss of 
interest in the affair is a fresh re- 
minder of the Japanese forgetful- 
ness. Certainly, one is inclined to 
agree with them. Where has that 
fervor about the scandal gone? 
But the judgment they expressed 
is probably wrong. The larger a 
river isS, the more slowly it flows. 
The deeper a river pool is, the more 
quietly it mirrors reflectionSs. 
Some of those implicated* in the 
Recruit scandal, claiming that they 
had no knowledge of the stock trans- 
actions in question with Recruit Co., 
said their secretaries or family mem- 
bers had done them. The public 
sensed an indecent character in 
these excuses. Furthermore, the in- 
justice of the transactions Was plain 
to everyone since the stockS, acCeS- 


sible only to the strong and the 
privileged, assured them of huge 
profits for nothing. 

One cannot easily forget these 
memories. It is just that these mem- 
ories, now embedded in the depths 
of the minds of voters, are not de- 
tectable from the outside. 

It is obviously politicians that are 
hoping the Recruit scandal will be 
forgotten. Despite its pledge to tack- 
]e poltical reforms as a matter of top 
priority, the ruling Liberal- 
Democratic Party has yet to make 
visible progress toward that goal. 
The LDP factions and Cabinet mem- 
bers are supposed to refrain from 
holding fund-raising parties under 
the party's rules, but former Prime 
Minister Yasuhiro Nakasone'S 
group gave one the other day. A 

(122 ペ ー ジ に 続く ) 
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“Tt never occurred to me that the 
Recruit issue would assume the 
proportions to erode` public confi- 
dence in politics as badly as We see 
today.” Noboru Takeshita made this 
statement when he resigned as 
prime minister in May. 

The Recruit stocks-for-influence 
scandal brought down a Cabinet. 
Among those who resigned from 
their posts in the affair were Cabr- 
net ministers, Lower House mem- 
bers, secretaries to politicians, iCe 
ministers, a party chairman, bureau- 
crats, the chief of a prefectural 
board of education, a deputy mayOr, 
influential businessmen, a national 
umiversity Drofessor, tOD neWSDaDer 
executives, and a political commen- 
tator. 


Some of these people were found 
to have told lies. Some others Were 
forced to take political and moral re- 
sponsibility for their involvement in 
the scandal. What is common to all 
of them is that they had to give up 
their posts in the face of? a ground 
swell of popular protests against 
what they had done. 

The memories of the remarks 
they made in trying to excuse them- 
selves and of the way they behaved 
when their involvement in the affair 
was revealed came back to me as 1 
read the newspaper articles on the 
first Recruit trial which opened on 
Friday. 

In comments on the occasion, 3 
scholar said he is disappointed that 
the Recruit scandal is becoming 
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number of fund-raisers are also be- 
ing held im the guise of? ]ecture 
meetings and symposiumns. 

The business community, which 
Sharply criticized the growing costs 
of politics when the Recruit scandal 
was under investigation, has 
stopped speaking up. Using the 
threat of stepping down from poW- 
er after losing the next Lower House 
election, LDP Secretary-General 
Ichiro Ozawa has reportedly told 


business leaders that they must sup- 
ply his party with more funds than 
im the past. In addition, moves are 
afoot to put up again in that election 
former Vice Education Minister Ku- 
nio Takaishi, who initially claimed 
that his wife had done the Recruit 
stock transaction in his name with- 
out his knowledge. 

Given all these maneuvers, the 
Recruit scandal cannot become ir- 
relevant. 
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experienced drivers to work full- 
time, is reported to have finally set- 
tled upon anew policy of employing 
part-time drivers. Housewives, stu- 
dents, the self-employed and retirees 
will be hired to work limited shifts, 
for example, only during the day- 
time, or only on weekends. Each 
company Will set its own salaries, 
but on principle, conditions for the 
part-time drivers will be the same as 
for regular drivers. 

As for terminology, various names 
for the new classification Were Sug- 
gested, such as “paato untenshu" 
(part-time drivers) and “fukugyo 
doraibaa "(side-job drivers), but the 
negative image of someone who 
drifted into the company and who 
drifted into a driving career WaS Te- 
jected in favor of the stiff term 
"teijise1 untenshu'” (part-time SYS- 


tem driver). Discussions with the 
labor unions and the Transport Min- 
istry are nearly concluded, and it is 
expected that some companies will 
place "Help Wanted advertise- 
ments in newspapers beginning next 
month. 

Taxi driving is demanding Work, 
with 1ong hours. It is hard on the 
nerves. Long vacations are difficult 
to get. The job is a combination of 
all the conditions that young people 
these days dislike the most. The av- 
erage age Of drivers in Tokyo is said 
to be 47 now. Things may change, 
though, if a driver can choose his 
working hours. Could the “part-time 
system'" be the key to the job's re- 
turn to popularity? 
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Trecently had a taxi driver tell me, 
“Tdontknow either Ginza or Shim- 
bashi. Please tell me how to get 
where you are going. It Was his 
second day in Tokyo、 He had been 
a fisherman in Yamaguchi Prefec- 
ture, but had answered an advertise- 
ment in a sports neWsDaper for DO- 
sitions open at the taxi company. He 
told me he had left his family at 
home in Yamaguchi and was Iiving 
in a dormitory. 

The shortage of applicants* for 
jobs is serious everywhere, but the 
taxi industry appears to be an eX- 
treme case. Reflecting the soaring 
demand, companies have recently 
been given permission to field * more 
taxis, for example, on weekday 
nights, but meanwhile the number 


of drivers is actually creeping doOWn- 
ward. As a result, more and more 
vehicles sleep in the garageS. 

This is an age where women aTe 
conspicuously taking part in? many 
different areas of society, and fe- 
male taxi drivers are also on the 
increase*. Even im Tokyo, where the 
1ong shifts still stretch late into the 
night hours, despite its lag behind 
other parts of the country in employ- 
ing women as drivers, Over 30 have 
been added this year since April. 
Their reputation is not bad: they ad- 
dress customers politely, and are 
cautious drivers. Stil, they make up 
only one-800th of the work force, an 
insignificant proportion. 

The Tokyo Taxicab Association, 
in view of the difficulty of finding 
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The times changed, and the fol- 
]owing occurred nearIy 10 years ag0. 
A new tool appeared in the move- 
ment in the form of the Polish labor 
union, Solidarity. he use of the ra- 
dio was as before, and Solidarity 
Chairman Lech Walesa always used 
a shortwave radio to listen to infor- 
mation from the West. On top of 
that, the use of the "Tecording tape 
began. Walesa carried out research 
on his own speeches and questions 
and answers by listening to them on 
tape, and he also listened to record- 
ings of events in other places. 

Knowing the power of the tape, 
the Polish authorities banned* the 
DosSession of unauthorized tapeSs. 
However, it Was unable to eradicate* 
the spreading of information via the 
human voice. Walesa wrote in his 


world is rapidly changing. He wrote, 
“Recently, through satellite televi- 
sion, the world is becoming ke one 
village. It is no longer possible to 
hide anything.“ 

That is exactly what has been hap- 
pening recently in Eastern Europe. 
It is no longer possible to cut off in- 
formation and consciousness with a 
wall 4 meters high and 16 centime- 
ters thick. People all over the world 
view an event simultaneously. The 
role that radio waves play in the 
speedy reforms in the various East 
European countries is very big. Like 
the Berliin Wall the seas surround- 
ing Japan cannot isolate Japan. It is 
now an age in which we not only see 
but are also being looked at. 
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The world has become smaller. 
Events are relayed fast and, as a re- 
sult, people react instantaneously to 
events. What makes us fully aWare 
of this are the recent developments 
in Eastern Europe. The change can 
be readily understood we recall 
the situation over 20 years agO. 

The Soviet Union, which tried to 
clamp down' on the democratization 
moves in Czechoslovakia, sent tanks 
into the capital city of Prague. The 
tools that the Czechoslovak people 
usedl to resist were underground 
newspapers and undereround broad- 
casting stations. It was the age of 
"paper” and "radio.” When he Was 
being taken away by Soviet forces, 
First Secretary Alexander Dubcek 
wrote “Solidarity of the People "on 


a piece of paper and threw it on the 
street. Underground neWSDaDers 
immediately printed his wordSs: 
Prague Radio stopped broadcast- 
ing on the first day of the Soviet oc- 
cupation, and the staff began under- 
ground broadcasts from inside the 
city and from the suburbs. There 
were more than 10 secret broadcast- 
ing stations throughout the countrY. 
They had names such as Free 
Prague Station and Free Czechoslo- 
vakia Station. They reported on the 
occupation situation and the move- 
ments of the Czechoslovak leaders 
and criticized the Soviet Union, and 
the people listened very carefully. 
The Soviet Union began broadcast- 
ing, but citizens with wireless 
knowledge countered with jamming* 
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from a living donor, Akihiro Sugi- 
moto gave part of his liver to his son 
Yuya. Sugimoto's wife Sumiko said, 
“My husband said he would do any- 
thing, including donating part of his 
own body, in order to save our child. 
1 am very thankful.“ 

In connection with * requests con- 
cerning violence against Korean 
children and students residing in Ja- 
pan, Prime Minister Toshiki Kaifu 
said, “ITt's not that I did the bully- 
ing, and 1 can t possib1y go out my- 
self to look for those who did the bul- 
lying.” The next day he rephrased 
his statement and said, “There 
should be absolutely no bullying just 
because they are Korean.“ 

There was an exhibition of photo- 
graphs taken by the sight-impaired. 
Masao Yoshikawa of Kumagaya 
City, Saitama Prefecture, who took 


and submitted a photo of a steam 
]ocomotive which was judged an 
outstanding piece of work, said, 1 
pushed the shutter button just once, 
depending on the sounds of the 
dozens of people around me and the 
whistle of the locomotive.“ 

Ozeki Konishiki, Winning a sumo 
tournament for the first time, saidl 
“Twas surprised myself. It's sill like 
a dream. The trophy was heavier 
than 1 thought it would be.“ 

Actress Yuki Saito said, “Even in 
my student days when 1 Was poor 
and didn't have any money, 1 never 
felt unhappy. 1 believe that playing 
the money game iS Wrong for an ac- 
tress. There are other more impor- 
tant things.“ 
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The following are some quotable 
quotes from November: 

The House of Councillors Audit 
Committee debated the effect on the 
environment of the herbicides and 
agricultural chemicals sprayed on 
golf courses. Director-General Set- 
su Shiga of the Environment Agen- 
Cy gave an anSWer Seeking reStriC- 
tions, “It seems there should be self- 
restraint` concerning playing golf 
and constructing golf courses.“ 

Elections were held in Namibia in 
Africa. A Japanese election monitor- 
ing team participated in the United 
Nations Namibia independence suD- 
port group. Kunio Matsuda of the 
Yamaguchi prefectural govern- 
ment's Harbor Section, Who was 
making his first overseas triD, Sa1d, 


“Frankly speaking, 1 wondered 
what was going to happen. When 
the residents rushed at us, 1 even felt 
fear. But when 1 got used to them, 
1 found they were all mild- 
mannered. Tve gained confidence.“ 

Governing Mayor of (West) Ber- 
jn Walter Momper said, “The wall 
no longer divides the city into the 
east and the west. The Germans are 
now the happiest race in the world.“" 

Chairman of the Supreme Soviet* 
Mikhail Gorbachev in a thesis in 
Pravda said, “The new socialist im- 
age iS socialism with a human face. 
Socialism respecting human beings 
is the goal of perestroika. Maintain- 
ing the one-party system iS in line 
with* this goal." 

Im Japan's first liver transplant 
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which deter* the growth of plants,“" 
including acidity、neutrality and 
alkalinity. 

The soap made by her mother, 
Satoko, had weak alkalinity. Growth 
was better in the case of home-made 
soap and soap shampoo than in the 
case of synthetic detergents. Photo- 
graphs taken daily of the growth of 
the "kaiware” are attached to the 
report, “The Effect of Sewage on 
Plants,” so that the results can be 
seen graphically. Science teacher 
Seiji Takiguchi said, “The daily 
changes can be understood, and the 
report has strong appealing? DOW- 
er.” In the screening, it Was voted 
No. 1 in the Shunto area. 

When Fumiko was asked what led 
her to become interested in the en- 
yironment, she said it Was when she 
checked coloring agents after eating 


mid-afternoon snacks when she Was 
a primary School student. Although 
the facts were already known by eX- 
perts, she actually carried out testS, 
confirmed and personally experi- 
enced the results. Reading her 
report, 1 felt that her sober Work WaS 
wonderful. On the basis of the same 
spirit of inquiry, a Tokyo housewrife 
wrote a thesiS. 

The title was, Research on 
Strainer Bags 一 What We Can Do 
Now to Make Water Clean.” It out- 
lined steps to reduce the amount of 
kitchen garbage. Pollution iS not the 
work of others: it is the reflection of 
our own ifestyle. The number of 
people who are considering what 
steps they can take in their daily 
]ives to protect the environment is 
increaSing. 
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Fumiko Tsuda is a second grader 
in the Gotemba Junior High School 
in Shizuoka Prefecture which lies at 
the foothills of Mt. Fuii. It is an area 
writh clear waters and beautiful sce- 
nery, but recently water pollution 
has come up in scussion as a major 
problem here. It is said that sewage` 
from homes pollutes rivers and seas 
more than industrial waste water. 
Fumiko carried out* experiments 
this past summer. 

She prepared seven types of water 
solutions containing everything from 
detergents to home-made soap and 
“kaiware-daikon (japanese radish 
Sprouts) seeds. In her first experi- 
ment, she tested whether the “kai- 
ware ” would grow in the various 
water solutions. Next, she had the 


solutions filtered through Yarious 
types of earth, including garden soil, 
and tried growing the “kaiware "in 
the filtered solutions. 本 he earth she 
prepared included paddy field soil, 
garden soil, sand in a sandpit, roast- 
ed sand and gravel. 

The summarized* conclusion Was 
that “kaiware' does not grow well 
im unfiltered water solutions, just as 
Fumiko had predicted beforehand. 
Growth was good in water solution 
filtered through garden soil, but 
growth was unexpectedly poor in 
water solution filtered through pad- 
dy field soil. Growth of root hairs 
was best in water solution filtered 
through garden soil, followed by 
sand and roasted sand. All synthet- 
ic detergents contained “elements 
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running serial. It has also been the 
most successful im terms of box- 
office*receipts. With its 42nd moy- 
ie to be completed soon, the series 
has remained popular for nearly 20 
years, drawing people regularly to 
movie theaters. 

The series must have those ele- 
ments which make people want to 
see it. Are those elements what the 
Japanese hanker after? 

The movies making up the series 
have recurring features. First to be 
mentioned are, of course, Tora-san, 
the perennial* protagonist, and his 
family members, who often quarrel 
but are always kind to each other. 

Secondly, the series invariably in- 
cludes country scenes. “The land- 
scape in Japan has greatly 
changed,” laments Yoji Yamada, 
the director of the series. But beau- 
tiful scenery still remains in many 
parts of the country. When people 


see the “ 丁 ora-san ” movies, they are 
shown it by the protagonist. 

The third recurrent feature is 
丁 ora-san's unrequited ? ]ove affair in 
which he irritatingly plays a 
chivalrous "suitor. 

The fourth and most important 
point to be made is the speaking 
skills of actor Kiyoshi Atsumi, who 
plays Tora-san. The audience is 
charmed by the way he correctly 
speaks the kind of Japanese expect- 
ed in any given situation, his clear- 
cut articulation, and his perfect tim- 
ing. 

There is no use" elaborating on 
the “Otoko wa Tsuraiyo'′series. 
Tora-san might say, as he keeps say- 
img in the movies: “Dont say it. Hf 
you Say it, you will spoil every- 
thing.“ 

You should first enjoy movies. 
Dec. 1 is Movie Day. 
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It is hard to imagine that there is 
a person in Japan who has never 
seen a movie. If there were statis- 
tics, they would show that most 
Japanese, excluding babies, have 
visited movie houses. Movies liter- 
ally represent a comprehensive art. 
Many people must have been capti- 
vated by the delights they offer. 

Everyone has their favorite moyv- 
ies. They remember the movies by 
which they were touched. At times, 
they find a guide to Hife in movies. 
While there are likes and dislikes, it 
is interesting to find that the popu- 
lar movies in the past mirrored the 
social conditions which prevailed 
when they were made. 

As chosen by the Ce722 /Z472 の の, 
a movie journal, the best movie in 
1947, two years after the end of 
World War II was “Anjoke no 


Butokai "(The Anjo Family Ball), 
which described the decline of an 
aristocratic「 family. he magazine's 
best movie three years later Was 
“Mataau Himade (Until We Meet 
Again), which looked back on how 
]overs lived during the War. 

The monster movie “Gojira'” Was 
produced just after a Japanese fish- 
ing boat, the No. 5 Fukuryu Maru, 
was showered with radioactive fal- 
lout im 1954. he Ce /Z7 の の 'S 
best movie 25 years after World 
War II was “Kazoku' (Family), 
which asked economic growth 
would make people happy. 

While movies mirroring the times 
are made year after year, there are 
serials which feature the same 
protagonist* for a long time. The 
“Otoko wa Tsuranyo "(Bemg a Man 
ls Tough) series is the longest- 
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to prevent the Eastern European 
countries from drifting away* from 
its control. It has even acted to 
foster their reforms. These coun- 
tries may also make an ideological 
departure from socialism. 

The United States and the Soviet 
Union hoped to relax global tensions 
gradually while retaining their con- 
trol of the East and West blocs. But 
the idea has been blown away by the 
extraordinary * changes in Eastern 
Europe. The superpowers are now 
desperately trying to work out their 
TeSDOnSGS. 

No one knows what future the sit- 
uation in Eastern Europe will bring. 
Some observers have predicted that 
more questions will be asked than 
answered in the Malta summit. Bush 


and Gorbachev will be uncertain if 
they are asked whether their coun- 
tries are qualified to make decisions 
on behalf of the world. Any discus- 
Sion on the future of Europe over the 
heads of European leaders wil be 
the last thing? they would want. 

In their shipboard talks, Bush will 
try to solcit Gorbacheyv's frank 
views on Eastern Europe and the 
Soviet economy. Discussions on dis- 
armament and arms control are also 
scheduled. 

The only thing that seems certain 
about the Malta summit is that it wil 
consign" the Cold War to a watery 
grave. Japan should keep careful 
watch on what wil come out of the 
meeting, while keeping in mind 
what contributions it can make. 
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In 1945, British Prime Minister 
Winston Churchill reportedly used 
the expression “No more let us 
falter! From Malta to Yaltal Let no- 
body alter!"” in a short letter he sent 
to U.S. President Franklin D. Roo- 
sevelt, proposing a rendezvous` im 
Malta before traveling to Yalta for 
talks with Soviet Premier Joseph 
Stalin. 

The opposite expression from 
Yalta to Malta "is now being used 
in connection with the U.S.-Soviet 
summit talks, which get under Way 
off Malta on Saturday. It implies 
that the Malta summit spells an end 
to the post-World War II order 
shaped by the agreements reached 


at the three-sided Yalta conference. 

A summit meeting between U.S. 
President George Bush and Soviet 
President Mikhail Gorbachev was 
originally supposed to take place 
next year. Why were their Malta 
talks hastily arranged? The answer 
jies im the drastic changes now 
sweeping through Eastern Europe. 

The Soviet-aligned Eastern Eu- 
rope, which has been so called in 
contradistinction to* Western Eu- 
roOpe, iS disappearing. In its place, an 
independent “Central Europe,” haV- 
ing hnks both with Western Europe 
and the Soviet Union, seems to be 
emerging. 

The Kremlin has made no attempt 
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thimg as simple as a wooden post to 
show to the students. 

The part of a post buried in the 
earth iS uninjured, while the part 
near the surface becomes rotten. 
This led to Denjibei's discovery of 
the way to fertilize burdock*. It js 
actually better to lay the fertilizer 
shallow than to work it deep into the 
earth. As shown by the stake, the 
area near the surface is exposed to 
extremes of the weather: heat and 
cold, moisture and dehydration *. 
These work to increase absorption 
of the fertilizer. 

Besides showing thmgs to the stu- 
dents, Yanai sent them on field trips 
to the farmhouse where Denjibei 
was born. 

This is practical education. Yanai, 
himself the eldest son of a farmer, 
says, What 1 wanted for them was 
not a rote *-learning competition im 
memorization, but a study that 


would build links with the region 
they live im.” Of the 100 presenta- 
tions he made, 45 have been com- 
bined with copious background 
notes into a book, “Rono Funatsu 
Denjibei” (Denjibei Funatsu, the 
Venerable Farmer) and published 
recently. 

Many locals『 say that they have 
learned much from their children 
about Denjibei's achievements. It is 
precious for children to trace the 
footsteps of great men and Women 
of their own hometowns, and to have 
the opportunity to learn and think 
about the traditions and approaches 
to life of their native regions. In ad- 
dition, it must have been a Wonder- 
ful education to watch the 
assiduous7 study of their principal. 
Now retired from the school, Hisao 
Yanai iS compiling a history of his 
prefecture and tending his family's 
farm. 
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There was once a model farmer 
called Denjibei Funatsu. He Iived 
around 100 years ago. Born in Fuj- 
mi Village in Gunma Prefecture, he 
conducted experiments and develop- 
ed tricks which enabled him to in- 
crease his production. Later, he 
traveled all over the country as an 
expert in advancement of agricultur- 
al methods. 

Over a period of three years, a Cer- 
tain school principal told stories 
about this man to his students dur- 
ing morning exercises in his school. 

Once Denjibei was leading his 
horse to Mt. Akagi to harvest hay. 
He noticed that the grass in just one 
spot had grown very long. Interest- 
ed, he stopped to investigate, and 
found a large rock at the roots of the 
grass. It was warm from the rays of 
the sun. From that, Denjibei thought 


up the technique of arranging rocks 
in rows and planting eggplants be- 
tween them. He also was the orig- 
nator of the trick of plantimng yams 
so that they would grow along a 
slanted board, which simplified * 
harvest. 

The principal told these true sto- 
ries every Monday, taking several 
minutes and explaining the fine 
points in detail. His listeners Were 
the 460 students from the first 
through sixth grades of Hara Prima- 
ry School in Fujimi Vilage. This 
was also the elementary school of ・ 
the principal, Hisao Yanai. During 
his talks, he never failed to* show 
the students something: a kettle for 
cooking rice, a portable brush-and- 
ink case: various kinds of imple- 
ments that are no longer used today. 
Occasionally, he carried in some- 
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of Representatives? He wants to 
]ead the argument in the direction of 
the LDP assertions. Gotoda de- 
mands gratitude as he says, “The 
present medium-sized constituency 
syStem is much more advantageouS 
to the LDP.“ 

This is not an off-the-cuff* state- 
ment by Gotoda as an individual. 
The same idea Was outlined in the 
LDP's fundamental political reform 
principles announced in May 1989. 
It can be called the LDP's basic 
strategy for the next general election 
to the fall of 1990. The opposition 
parties are on their guard* and the 
Japan Socialist Party has adopted 
the tactic of absenting itself from the 
meeting of the Election System 
Council. Revision of the constituen- 
cy system in the Lower House wl 
apparently become the central prob- 


]em in domestic polcieS. 

Tntroduction of the small constit- 
uency System is the long-cherished 
hope of the conservative camp. In 
the past, the Hatoyama and Tana- 
ka governments challenged the 
problem, but both failed. In both in- 
stances, it was a straight ball that 
pushed maintenance and strength- 
ening of the government to the fore- 
front. This time it is a curve ball, 
hinting at the possibility of a change 
in government. Since the LDP Was 
soundly defeated in the Upper 
House election, and the strengths of 
the government and opposition DaT- 
ties were reversed7 in the Upper 
House, the aim of the latest LDP 
strategy is probably to make people 
think, “There might possibly bea 
change in government.” 
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Masaharu Gotoda ot the Liberal- 
Democratic Party said in the govern- 
ment's Election System Council, 
“The basic cause of political distrust 
centered on the current political and 
money problems is that a situation 
continues in which there is no 
change in government.“ 

The Recruit stock-buying scandal 
underiined! the fact that govern- 
ment becomes stagnated when there 
is no change for a long time in the 
ruling party. For this reason, the 
above statement would be very nat- 
ural if it Were the opinion of a non- 
government critic. But since the 
statement was made by a person 
who was active in the center of the 
Tanaka and Nakasone govern- 
ments, We are SurDrised. 


Of course, Gotoda is also stressing 
the positive aspects of government 
under the LDP, but if we take him 
at his word, it appears that he has 
frankly admitted the negative as- 
pects of LDP control. It makes us 
want to ask, “Has the LDP engaged 
in self-reflection to the extent* that 
it is willing to* agree to a change in 
gOvernment": but, in fact, there is 
apparently a catch* to his statement. 

He added, “Instead of medium- 
sized constituencies in which candi- 
dates from the same party fight 
among themselves, how about intro- 
ducing the small constituency 
(smgle-member) system, coupled 
with the proportional representation 
system, under which a change in 
gOVernment is possible, in the House 
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Experienced staff wi have to be 
employed, new machines purchased 
and members will have to be provid- 
ed with a pleasant area for relaxa- 
tion. However, there will be no rents 
to pay and charges should be low. 
The facilities could be open to the 
fee-paying public from the end of 
classes until nighttime. 

Prof. Matsuda points out that the 
practice of opening sports facihties 
to local residents and charging them 
for use is well established in a good 
many universities in the United 
States, and one which the people in 
those areas take regular advantage 
of. In Japan, too, there iS great DO- 
tential for this idea. The demand, for 
example, would surely be consider- 
able in the case of private univers1- 
ties located close to the city center. 

One problem is the extent to 


which universities Would be permit- 


ted this kind of secondary earning. 
However, looked at in the light of 
the concept of “ifetime education," 
which the Education Ministry is now 
promoting so earnestIy, surely this 
idea should be given a sympathetic 
hearing. The notion of an “open um- 
versity "ought to mean more than 
just lecture courses for the general 
public, or education through the me- 
dia. 

If it is true that our leisure time 
will grow from noW on, more DTeP- 
arations must be made to allow the 
people to enjoy the benefits of exer- 
cise on a regular basis. Otherwise , 
every facility and recreation area 
wi be full to bursting on non- 
working days, and it will be impoSs- 
sible to relax and enjoy the free time 
we are given. This idea of opening 
university sports facilities to a fee- 
paying public is one which deserves* 
SeriouS Study. 
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An increasing number of Workers 
in the cities are stopping off on their 
way home to work up' a sweat mm 
gyms and fitness centers. Such 
places are to be found in hotels and 
modern buildings close to the city's 
stations: but because of the fierce 
rise in land prices, they tend not to 
be very spacious. Trained staff are 
there to give guidance, but the ex- 
ercise machines are hned up in tight 
rows, and if there is a pool it will be 
15 meters long 一 the kind Where you 
rapidly find yourself striking the far 
end. 

These kinds of gyms are often 
run* by private companies and they 
are not cheap. It is not uncommon 
for membership fees to run to SeV- 
eral million yen. So those who can 


use them tend to be restricted to 
management-level employers and 
those single people who have plenty 
of cash to spend on themselves. 
What possibility is there for ordinary 
middle-aged commuters* and Wom- 
en working in the home to have 
cheaper and easier access to* such 
facilities? 

According to Yoshiyuki Matsuda, 
an associate professor at the Univer- 
sity of Tsukuba, there is a way for 
the sports facilities of universities 
and other educational establish- 
ments to be put to good use in this 
connection?. Schools are required to 
be equipped with sports halls and 
playing areas, and they have plenty 
of space. Naturally it will be neces- 
sary to make certain imDroVementS: 
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young people would give up hope, 
the Justice Ministry recentIy an- 
nounced a revision plan. The plan 
calls for increasing the number of 
successful applicants by 200 and se- 
]ecting 80 percent of the successful 
applicants from those who have 
taken the examination less than five 
times before. Under this plan, it ijS 
said that the number of successful 
applicants under 24 years of age wl 
be doubled to constitute * around 40 
percent of the total. 

To continue challenging the exam- 
ination, which is held only once a 
year, while not having a steady job 
is jike taking a gamble. The present 
situation, Which imDoSeSs ummeceS- 
sarily tough ordeals * on examineeS, 
should be speedily improved. But 
according to Yotaro Konaka, who 
wrote the book, “Report on State 


Law Examination'” (published by 
Nippon Hyoron-Sha), “The long, 
tough test produces humbleness* 
rather than an elite consciOuSneSS. 
That is what is different from a uni- 
versity entrance examination.”" 

Sakamoto had deep sympathy for 
the socially Weak?, and it 1S report- 
ed that he handled lawsuits at fees 
so low that they surprised fellow 
]awyers. Where is this lawyer, Who 
was called an "active, fervent" 
man,” now and what is he doing? 
His mother is staying Overnight eV- 
ery night in his apartment because 
“there may be a telephone call from 
my Son.” 
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More than a month has passed 
since ]awyer Tsutsumi Sakamoto, 
his wife and their year-old baby dis- 
appeared from their home in Yoko- 
hama. There is no possible motive 
for their running away from home, 
and the possibility is strong that they 
were forcibly taken away by some- 
one. At present, there are no con- 
vincing clues. 

Sakamoto became a lawyer when 
he was 30 years old, and this is only 
his third year as a lawyer. To be- 
come a laWyer was his long- 
cherished dream. He took the state 
]aw examination while still a student 
at Tokyo University. He delayed his 
graduation and after graduation, 
crammed* for taking the examina- 
tion. He finally passed the state 1aw 


examination on his fourth try. He 
left home, not wanting to financial- 
ly trouble his parents, and studied 
for the examination while doing all 
kinds of work, including teaching at 
a juku (cram school). 

The state law examination is noW 
the most difficult qualification test 
m Japan. This year over 23,000 peo- 
ple took the examination and only 
506 passed. Since many Who almost 
passed in previous years take the ex- 
amination every year, the competi- 
tion becomes severer year by year. 
Up to about a dozen years ago, the 
average number of times that suc- 
cessful examinees had taken the ex- 
amination was around four, but re- 
cently this has risen to 6.5. 

Worried that at this rate eager 
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farmers must turn over * their rice to 
authorized distributors in line with 
the Food Control Law. According- 
]jy?, it has ordered a clampdown on 
the direct sales of rice by farmers to 
consumers and retailers. The Cen- 
tral Union of Agricultural Coopera- 
tives (Zenchu) has also asked truck- 
ing companies to stop transporting 
“black-market ” rice for the Ogata 
farmers. The Food Agency says that 
if no action is taken against them, 
other farmers, Who are cooperating 
in the government's rice acreage" 
reduction program, Will lose out. 
In reality 『, however, black-market 
rice is already very much in 
circulation ?, amounting to 2 million 
to 3 million tons, or 20 to 30 percent 
of the nation's total rice producton. 
Even if trucking companies StOp 
transporting black-market rice, COn- 
sumer grOuDs Can Send hired trucks 


to buy t. It remamns to be seen 
whether the government, by 
clamping down on black-market rice 
sales, will be able to keep denying 
farmers and consumers their desires 
for the free distribution of rice. 

Six months ago, the Agricultural 
Administration Council, an adviSo- 
ry body to the prime minister, DrO- 
posed that the market mechanism 
be introduced for the production and 
distribution of rice. Instead of tight- 
ening the screws on black-market 
farmers to preserve the food control 
system for form_'s sake, the govern- 
ment should review its substance 
now. A viable + option wil be a 
switch to a system of partial control 
im which the government would buy 
from farmers only a certain DrODOT- 
tion of the total rice output to pre- 
pare for wild price fuctuations, leaV- 
ing the rest for free market transac- 
tionS. 
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The Food Control Law prohibits 
consumers from buying rice direct- 
ly from farmers. A group of conSum- 
ers has thought up a way to buy a 
specific kind of rice they want from 
farmers without violating the law. 1 
take off my hat to their ingenuity ". 

According to a story which has ap- 
peared in the Asahi Shimbun, the 
group, the Japan Association of Cit- 
izens for the Recyclng Movement, 
has launched a fund to support the 
farmers who are organically groW- 
ing the “Akita Komachi ” brand of 
rice in Ogata Village, Akita Prefec- 
ture. People who join the scheme, 
the "National Trust in Food Fund,“" 
are to donate specified sums of 
money to the fund. A certain amount 
of rice will be shipped to them ev- 


ery month in return for the contri- 
butionS. 

Under the Food Control LawW, 
farmers are allowed to send rice to 
relatives living in cities for free^. 
The scheme to help the Ogata farm- 
ers takes advantage of this provision 
on "rice for relatives.” The law says 
nothing about people putting up 
money to help farmers with their or- 
ganic cultivation of rice and reCeiV- 
ing some of that rice in return. 

Anxious“ to buy safe and inexDen- 
sive foods, an increasing number of 
consumers have started looking for 
ways to obtain rice from identi- 
fiable * producers, instead of buying 
rice from rice merchants. The fund 
scheme also counts on this trend. 

The Food Agency insists that 
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moved to the island three and a half 
years ago. With two children, they 
jive in an old farmhouse where they 
Say they have never locked doors. 
They live on " brown rice they grow 
in a borrowed paddy. They also 
gTOW Vegetables, such as peas and 
broccoli. Kaminski helps the island- 
ers with catching fIying fish because 
many hands are needed then. 

Kaminski's tone was quiet when 
he told me of the joys of living on 
Yakushima where products from na- 
ture are abundant, the scenery 1iS 
beautiful, and he can get along with 
the villagers. 

A warm wind was coming from 
the sea when 1 talked with him. Bou- 
gainvillea flowers were running riot" 
all around. In the neighborhood of 
his house at Onoaida, the southern 
tip of the green island, the picking 


of “tankan fruits was starting. As 
we Were talking, I heard greetings 
from some Dickers. 

“1 think 1 can be less conscious of 
my nationality When I live in the 
country than in a city, said Kamin- 
ski. | thought he was enjoying IiV- 
ing freely as a human being. 

Beekeeping is Kaminski's hobby 
since it does not provide him with a 
jiving. Luckily, he got a job as a taxi 
driver earlier this month. He is a 
cheerful driver, ready with small 
talk. 1 had a taste of “mountain 
honey from his beekeepimg. 1 found 
it a little darker in color than “て Yil- 
]age honey,” wrth a touch of the wild 
im its mild sweetneSsSs. 


7 の Dec . 9, 1989 
を る る 月 ゆめ 。 で て なり で 家 藤 み ビ ロ 自 家 の き 
ちあ いく いか ハ 生 気 も い の れ あか ) ウ ァ ら に こ 妻 め 
か め ラ 親 う ず チ き が 困る 周 て た だ 伺 オ ヨ 育 佳 と の る 
4 うく 2 人 で て 56 人 に (た る っ 8 
きた 1 気 夕 也 は る す 方 ち は * な 々 も な 云い を み 
に の W な を 
時 の 縦 な 1 とれ の 国 ^ ヵ 器 風 生 つ 半 食 子 か と 
趣 密 製 運 運 で び 籍 ぁ ン の NAS 0 
が よ の 転 転 言 生 が を い 摘 南 フ の くも 人 雪 
の 生ま る 相 と 最 き 当 義 楽 手 く 3 
うる 由 き の る を TV の の じ 全 の 発電 
な 見 名 遇 用人 昌 ま 且 癌 四 放 や あの 
S ZN 業 ぢ つ ー た 韻 ま 三 
濃 チ レ し た た け 間 ち も 都 ? に が 口 然 要 メ 借 古 年 
MM きき GT 弁 と よ 会 摘 あ 咲 調 の る や り い 半 
S ツ い 明 今 も の AA る ミ は 恵 ト プ 農 前 


59. 777WC PS 4 4 刀 OpZT OW 4 の S77774 


Apiarists ! move across the coun- 
try with beehive boxes. They move 
in search of where flowers are in 
bloom. Bees suck* nectar from flow- 
ers in Various parts of the country 
and apiarists collect the honey they 
make. This is the conventional# 
method of beekeeping. 1 have seen 
an entirely different method being 
practiced on Yakushima Island 
south of Kyushu. 

本 he apiarist in question is Rainer 
Kaminski. The mountain on 
Yakushima is nearly 2.000 meters 
high. He moves his bees up and 
down the mountain, taking advan- 
tage of the varying temperatures at 
different levels of the mountain. 
From December to spring, he let the 
bees suck nectar at the foot of the 


mountain. From summer to fall 
when it is hot in the villages and dan- 
gerous hornets* are around, he 
keeps them up the mountain. Dur- 
ing this period, his honeybees fy 
around among trees, not flowers. 
Like the unique method of 
beekeeping, Kaminski's relaxed 
jfestyle is free from fixed ideas. At 
36 now, he studied Arabic and Hin- 
di at a West German university and 
then toured various parts of the 
world, such as the Middle East, 
South Asia and Australia, before 
coming to Japan eight years agO. 
While hiving in Tokyo, he kept 
hankering* after great nature. A mo- 
torcycle trip around Yakushima Is- 
]and made him decide to settle there. 
Kaminski and his wife Mayumi 
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in* the development of advertising, 
which was to play such a major role 
im the era that followed. 

During the Vietnam War he was 
involved in the media, and at the 
same time lent his support to the 
peace movement. At a time when 
the lifestyle of the Japanese had be- 
come more financially comfortable, 
Kaiko was already showing himself 
to be accomplished in the role of 
traveler and pleasure-seeker. He 
wrote accounts of his fishing expe- 
dtions to Alaska, Mongolia and the 
Amazon, as well as all parts of Ja- 
pan. He was also supremely quali- 
fied to undertake the pursuit of 
epicurean " delights which has come 
to characterize our society in recent 
YearS. 


Sampling delicacies7 and fishing 
are pleasures which the ordinary 
person can enjoy in solitude: yet 
when Kaiko pursued them all eyes 
were upon him, and a sense of ex- 
haustion was building up within him. 
He wrote: “Tit's not in the news 
it doesnt exist' has been a fixed rule 
of human society since time imme- 
morial: and in the present era of 
mass Communication it is true be- 
yond all recovery." 

In recent years he complained in- 
creasingly of ill-health. Having 
thrown himself into his activities 
since his youth, at the age he had 
reached he felt, jike some of his con- 
temporaries,。 “worn out and bat- 
tered.” “After many trials and con- 
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Somebody once asked the author 
Takeshi Kaiko which animal he 
thought he most resembled. His re- 
ply: "Ablack bear.” His reason: “It 
is gluttonous` and quick to react, 
solitary and very watchful, and with 
all that, courageous.” That was his 
self-analysi1S. 

Kaiko's first appearance as an 
auhor came when he was in his late 
20s. He criticized the Writings of the 
existing literary establishment as 
consisting only of descriptions of 
feelings, the isolated self, sex and 
empty abstractions* 一 confessional 
jiterature. He explained his ideas m 
these terms: "Perhaps it could be 
called an escape from the self but 


Tm trying to bring a kind of centrifu- 
gal force* to my Writing.“ 

What he held within him may Wel 
have been dark and heavy, but on 
the surface everything appeared 
bright and light: his force and vVigor 
attracted the attention of many. 

There is no question that Kaiko in- 
volved himself in a great variety of 
activities. And when we look back 
over the course of his ife a Whole 
generation comes into VieW. 
Throughout the tmes in which lived 
he was always in the vanguard* of 
whatever changes were taking place 
in society. His first job was in the 
promotion department of a hquor 
company, making him a trail-blazer 
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tests there are times when, like 
others, ] am suddenly filled with sor- 
TOW.「 

Although his excesses may have 
been a source of his popularity, the 
strams he subjected himself to must 
have begun to tell on# him. He 


wrote, too, that those, whether men 


or Women, Who had passed through 
many experiences achieve, at the 
brink of 227e2 ( 淡 肌 ), alambent9 
simplicity. At the age of 58, with the 
age of 7227e2 still set before him, he 
Dassed away, too young. 
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thing around you in a soft gloW. 

There is an ancient saying on 
Yakushima which translates as “10 
days on the mountain, 10 days im the 
vilage, 10 days on the sea,” as 1 
]earned from Masaharu Hyodo, 
president of the Yakushima Institute 
of Industry and Culture. Each month 
of one 's life is supported equally by 
the mountain, the village, and the 
fruits of the sea. Another tradition- 
al saying l learned was “20,000 
monkeys, 20,000 deer, and 20,000 
people.” This is an interesting ex- 
pression. It is a well put dictum ? for 
a lfestyle of sharing with nature. 

Living by this dictum, the people 
of antiquity must have striven to 
preserve a subtle balance between 
the necessities of their own hves and 
the environment, which needed to 
be protected. 

T saw many monkeys on my Way 
down the mountain. 1 heard there 


are deer as well. However, there are 
fewer monkeys than there used to 
be, and the ones which are left come 
down to the village and wreak havoc 
on the 7 の 27 Orange Crop and 
others. It appears to be their re- 
venge for the extensive cutting of 
evergreen, broadleaf trees during 
Japan's high-growth period. 

The shrinking of the monkey DoD- 
ulation must be stopped. At the 
same time, the farmers, Whose croDpS 
are being gobbled up ", have a seri- 
ous problem on their hands. 1 Was 
told the problem of what to do about 
the damage from the monkeys has 
reached emergency DrODOrtionS. 
Also, sooner or later, there will be 
more calls for promoting tourism. 
How difficult it is to find a compro- 
mise between human activities and 
the needs of nature. This is a pearl 
of an island, still unspoiled. It is time 
to unleash7 the wisdom which has 
been handed down'* to us. 
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1 flew over the area around Mt. 
Miyanoura a few days ago in the 
newspaper's plane “Chihaya.” Mt. 
Miyanoura is the highest mountain 
of the Kyushu region, located on 
Yakushima Island. The 1.935-meter 
summit and surrounding slopes 
were already under a deep cap of 
snow, but here and there, crags` still 
reared through the snow into the 
sky. A short chain of 1,800-meter 
class peaks marches south from Mt. 
IMiyanoura. 

Yakushima itself is almost perfect- 
1y round. The peaks stand just along 
the geographic axis of the island. 
They form a border between the 
south part and the north part of 
Yakushima, where, in this season, a 
northwesterly wind called the 
“Aokita'” begins to blow. The sea 
becomes rough. However, in 


marked contrast, the southern half 
of the island remains temperate ^. 
Flowers still bloom and the weath- 
er is cheery. It is considered a mini- 
ature Yersion, on an iSland only a 
100-some kilometers around, of the 
diverging Japan Sea and Pacific 
Ocean climates observed in Honshu. 

Beneath the pure White SnOWCaDSs 
at the summit, the mountainsides 
1luxuriate* in an endless sea of green- 
ery. As 1 walk down the mountain- 
side, you are hopelessly charmed by 
the glossy leaves of the trees and the 
brightness of the dancing sunlight. 
The water welling up in natural 
springs is fresh and cold. The sun 
sets, and the first quarter of the 
moon (or, Waxing moon) rises. You 
had forgotten that moonlight could 
be this brilliant. The white and blue 
phosphorescence* bathes every- 
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that recently we have been hearing 
about “excessive packaging." The 
number of people who think this js 
a wasteful use of resources has in- 
creased. Even when you buy a small 
Salad it comes in a container, which 
iS wrapped in a plastic bag and 
placed in a paper bag to be carried 
home in a shopping bag. There was 
a letter to the editor from a house- 
wife complaining about this packag- 
ing. She said that she took contain- 
ers with her when she went shop- 
Ding. 

There was another letter writer 
who pointed out that vegetables and 
fruits are not jewels and proposed 
that they be sold more by measure. 
The use of wrapping Daper and con- 
tainers, which are used only for the 
Short journey between store and 
home and are then discarded*, is 


very wasteful. Our eyes cannot help 
but notice this problem during this 
season when there is so much giV- 
ing and receiving of presents. 

The meeting of the top leaders of 
Six prefectures and cities in the cap- 
ital sphere* made the following re- 
quest in order to reduce the amount 
of garbage: Refrain as much as pos- 
sible from using excesSsive Dackag- 
ing and throwaway containers. This 
request was submitted to depart- 
ment and other stores. 

Fukuoka City is pushing a plan to 
have stores put up" “Simple Pack- 
aging Cooperation Store'” signs. A 
woman HIving in the United States 
sent a letter to the editor saying, 
“Purchases are not Wrapped here. 
In the case of presents, 1 wrap them 
myself with all my heart.” 
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There are people who like to Wrap 
things. Actually, we Japanese like to 
wrap and package both things that 
can be seen and things that cannot 
be seen. Such a custom is reflected 
in the expression, "To say without 
covering up. There iS so much 
“wrapping "or “packaging "around 
US. 

There are people who place a 
cloth or knitted cover over their tel- 
ephones. The telephone couldnt 
possibly catch cold, but there iS 
probably a reason for covering 葉 . 
Cars are sometimes completely CoV- 
ered, even inside garageSs. Such CarSs 
]look stifled. 

About the tme that television sets 
first appeared, some families 
draped「 a curtain over the screen 


when the television Was oft. Was 
that copying the dressing table? Peo- 
ple used to hang a cloth over the 
dressing table mirror. 

If you buy a book, the clerk* puts 
a cover on it, concealing the 
elaborately* designed cover. What 
you see is the bookstore's advertise- 
ment. It's a wonder that the pubhsh- 
ers don t get angry. Is this because 
the book buyer doesn t want others 
to know the ttle of the book he or 
she is reading? Or is 江 because the 
buyer doesn t want the book itself to 
get dirty? In other countries, book- 
stores generally put books into bags 
and hand them over to the custom- 
GTS. 

At any rate, We carefully package 
everything. We go to extremeSs, SO 
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different from that of the imperial 
army. 

The captain smiled wryly, but 
Tagawa said, “T was tremblng." He 
said later that after that he was 
placed within the framework of na- 
tional policy comics so that it Was 
not fun any more. He was innocence 
itself as he said clearly, “1 was 
frightened because the pistol of the 
military police fickered before my 
eyes.” In the “Norakuro'" comic 
Strp, not only the drawings, but also 
the dialogue was interesting. 

That was only natural because, 
before drawing cartoons,、Tagawa 
Was a rakugo' (humorous mono- 
logue ") writer. When he was small, 
he was taken by his uncle and was 
rased in Tokyo's “shitamachi" (tra- 
ditional shopping and entertainment 
district). The interesting dialogue 


and the skillful unfolding of the sto- 
ry are probably connected to his up- 
bringing. After World War II, he 
wrote such books as, “Kokkei no 
Kozo'" (Structure of Humor) and car- 
ried out research on humor. He con- 
tributed material he had researched 
on the Edo era to the Machida Mu- 
nicipal Museum. 

He was baptized7 a Christian af- 
ter the age of 50. He published, “Jin- 
sei Omoshiro Seppo (Interesting 
Life Sermon),” which outlined 
Christian thinking with funny stories 
and pictures. His life was a highly 
motivated one with leeway『 and he 
did not lose his child-like innocence. 
By the way, Norakuro married in 
1981 and became an independent 
Owner of a coffee shop. 
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The real name of Suiho TagaWa, 
who died at the age of 90 on Dec. 12., 
was Nakataro Takamizawa. He cut 
his family name up into Ta, Ka, 
Miz and Awa and used the Chinese 
characters 田 , 河 , 水 and 泡 . Since 
people read these Chinese charac- 
ters as Tagawa and Suiho, he 
couldn't help but go along. 

He was the creator of Norakuro 
(Black Stray), a cartoon dog, but 
young people today would not know 
about it. It was a popular comic strip 
serialized* in the S7o7ze72 Ce の (Boys' 
Club) magazine for over 10 years 
from 1931. The hero was Kurokichi 
(nicknamed Norakuro), a stray dog 
who was all alone and had no home. 
He joins the “moken "(fierce dogs) 
regiment?,but keeps making one 


mistake after another. He does not, 
however, give up hope. Tagawa said 
Norakuro Was a character he con- 
ceived while thinking about the poor 
children who could not afford to buy 
the magazine so they borrowed t. 

Norakuro made fun of the army, 
where there should be discipline “. 
The comic strip was enjoyable, and 
the magazine sold like hot cakes". 
The military authorities Were an- 
gered: “What do you mean likening 
imperial soldiers to dogs and saying 
soldiers are norakura' (lazy)” ん 
captain of the military police once 
said that the army wanted to call 
Tagawa in and cross-examine him, 
but it would have been in trouble 
Tagawa had said that the mihtary 
flag of the “moken' regiment WaS 
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principle of top priority for children 
is also the principle of the Conven- 
tion on the Rights of the Child ap- 
proved by the United Nations Gen- 
eral Assembly recently. According 
to the white paper, the number of 
people suffering from poverty, un- 
dernourishment and illness in- 
creased in many countries during 
the 1980s, and now more than 
250,.000 infants are dying every 
Week. 

Measles, whooping cough and 
lockjaw can be prevented with 
cheap vaccines. Diarrhea type de- 
hydration can also be prevented at 
jittle cost. Furthermore, pneumonia 
can be treated at low cost with an- 
tibiotics. Yet many children are 1os- 
img their ives as a result of these dis- 
eases. The white paper says this is 
“the biggest crime of modern 


times.” There are countries which 
allocate* half their national budget 
to defense expenditures and repay- 
ment of loans. Such payments sac- 
rifice the lives and growth of infants. 

War directly harms children. 
While voicing hope, because the 
number of wars being fought today 
is the smallest in the past half- 
century, the white paper called for 
the holding of a “world summit for 
the sake of? the children "next year. 
In Japan, there are children who 
show the primary symptoms of adult 
diseases when they are still in their 
teens. lt is a world in which over- 
nouriShment and undernourishment 
exist side by side. 
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It is reported from Shanghai that 
there is a child with the name 
8000." It is an unusual name. In 
China, where the population Went 
over 1.1 billion in April this year, the 
one-child-per-family policy iS beng 
promoted. “8000'” was the fourth 
child, and the parents had to pay a 
fine+ of 8,.000 yuan to the province 
and village. 

The Chinese have children despite 
the fines. Apparently there are many 
cases where parents want children 
to help them. There is apparentIy 
brisk? buying and selhing of children. 
The Shanghai “Qingnian Bao" 
(Youth Newspaper) reported that 
the number of children not regiS- 
tered totals 60 million throughout 
the nation. When we look at the sit- 


uation in various parts of the world, 
we find that life for children is not 
easy at all. This is particularly so mm 
developing countrieS. 

In Ethiopia the parents eat first, 
followed by the older children and 
finally the younger ones. According 
to aresearcher on food habits at the 
nourishment research institute in 
Addis Ababa, eating habits “give 
priority* to the working ones for the 
family to survive.” The order is 
strictly observed. In times of 
drought and famine, the small ch 
dren die first. 

The “World Children's White Pa- 
per 1990" of the United Nations 
Children's Fund (UNICEE), which 
stresses "top priority for children, ” 
was made public on Dec. 12. The 
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in June, using the same Communist 
label as the ruling party in China 
should be avoided. The proposal, 
however, was overruled on the 
grounds that* the name of the Japan 
Communist Party precisely repre- 
sented the party 's objectives and re- 
alities. 

Commenting on the defeat suf- 
fered by the ruling Liberal-Demo- 
cratic Party im the Upper House poll 
m July, a business leader said: “The 
JSP cannot be entrusted* with the 
reins of government. Although the 
party iS talking of preserving the 
free market economy (under a JSP- 
led opposition coalition govern- 
ment), it Wears a suit of armor un- 
der the Buddhist priest's robe." 

By “a suit of armor,” the business 
leader referred to the JSP's plat- 
form. Going beyond the widely held 


concern that the JSP may not be up 
to* the task of running the country, 
he expressed a sense of distrust in 
the party's platform. 

In proposing a change in the JSP's 
name, Tanabe also called for a re- 
view of the party's platform, the 
New Declaration adopted in 1986. 
“ls the platform still good enough 
for us to make an adequate resDonse 
to the conditions that prevail today" 
he asked. The reforms carried out 
in the Soviet Union and Eastern Eu- 
rope have shown that an orthodox 
ideology is powerless to solve prob- 
lems in today's world. 

A party which aims at coming to 
DOWer 1S expected to show that it is 
capable of dealing with problems. 
丁 anabe's renaming proposal, 1 as- 
sume, naturally entails an intention 

(170 ペ ー ジ に 続く ) 
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Makoto Tanabe, former secretary- 
general of the Japan Socialist Par- 
ty, is moving to change the party 's 
name. Proposing the idea at arecent 
meeting of the Suiyo-kai (Wednes- 
day Club), a JSP right-wing group, 
he said: “There are people Who say 
the name of our party should be 
changed to the Social Democratic 
Party. The matter should be serious- 
1y considered after the coming LoW- 
er House election.“ 

“ff the new name Were the Social 
Democratic Party, it would have the 
merit of covering Shaminren (Unit- 
ed Social Democratic Party) as 
well 1 Tanabe noted. his Was ap- 
parently intended to promote a re- 
unification between the JSP and 
Shaminren, which was formed by 


those who had bolted* the No. 1 op- 
DOSition Darty. 

Responding positively to the state- 
ment, Shaminren leader Satsuki Eda 
said: “What we have been after iS 
about to materialize. We wil fight 
the general election in the spirit of 
broad solidarity with the JSP.“ 

A party has already changed its 
name in one of the Eastern Europe- 
an countries where reforms are im 
progress. And proposal to rename 
the Japan Communist Party WaSs re- 
portedly advanced after the 1ast Up- 
per House election in July. It was 
contended that because the JCP's 
poor showing in the election may 
have been partly to do with the mil- 
itary crackdown on pro-democracy 
demonstrators at Tiananmen Square 
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to change the substance of the par- 
ty to0. 

When the next Lower House elec- 
tion approaches, the conventional 
expreSsion that what is at stake is a 
contest of lberalism against social- 
isSm may Come into use again. How- 
ever, What many Voters are interest- 
ed in is not such a roughly hewn 
stand, but detailed policy differences 
among the parties on isSsues relating 


to income, consumption and land. 
They are also interested in the par- 
ties' views of the Yeforms in Pastern 
Europe and of what the 1990s wil 
bring for the nation. 

Debate on Tanabe's proposal wil 
present an excellent opportunity for 
the parties to conduct Iively policy 
discussions on the future of the 
country and the world. 
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peaceful coexistence, and intellectu- 
al freedom'” had two main themes. 
One theme was his contention * that 
the division of mankind threatened 
the destruction of all mankmnd. The 
other was his view that intellectual 
freedom was indispensable in a hu- 
man society. The former was a chal- 
lenge to those who preached that 
peaceful coexistence was infeasible *. 
In an interview with the Swedish 
Broadcasting Corporation in 1973, 
Sakharov said the worst defect of 
Soviet society was the lack of free- 
dom. Asked if he had any proposal 
for improving the situation, he re- 
phed that there Was no remedy. 
Asked why he was carrying out pro- 
test activities under such circum- 
stances, he said that if one gave up 
ideals, there would be no hope. 
Sakharov's criticisms of his own 


country were reported abroad. They 
drew antagonistic ? reaction from his 
fellow citizens. He was exiled to 
Gorky, a city about 400 kilometers 
from Moscow, for seven years from 
1980. He was stripped of his honors 
and titles. But his appeals for free- 
dom and U.S.-Soviet dialogue, turn- 
ing into the tide of the times noW, 
have materialized. 

When the Congress of People's 
Deputies, the new and highest organ 
of state power in the Soviet Union, 
was created as part of political re- 
forms, Sakharov was elected a mem- 
ber and became the most popular 
figure in the parliament. He presum- 
ably wanted to live a Httle more to 
see what would become of the Sovi- 
et reform movement. He suffered 
greatly, but he played a major his- 
torical role. 
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Soviet human rights activist An- 
drei Sakharov has died at age 68. He 
was known as the father of the So- 
viet hydrogen bomb and a dissident* 
scholar. Looking back over his ac- 
tivities, he strikes me as a person 
who influenced the post-World War 
II history of the Soviet Union from 
behind the stage. 

Sakharov was already a noted 
physicist when he was in his 20s. He 
]ater became involved with research 
on thermonuclear weapons. With his 
help, the Soviet Union, which had 
fallen badly behind the United 
States in the development of the 
atomic bomb, succeeded im manu- 
facturing the hydrogen bomb. The 
SucceSs gave the Kremlin confi- 
dence about competing with Amer- 


iCa. 

While the hydrogen bomb was be- 
ing developed, Sakharov thought 
that f the Soviet Union and the 
United States both acquired the 
dreadful arms, they would put dia- 
logue ahead of destruction. But the 
realities of international politics 
were such that the two superpDowers 
did not move toward dialogue. 

From 1957 to 1958, the physicist 
felt increasing anguish* over the fu- 
ture of the Soviet Union and the 
whole world. He often called on then 
Soviet leader Nikita Khrushchev to 
Stop the country's nuclear testing. 

Im time, Sakharov's public state- 
ments became critical of whole as- 
pects of the Soviet Union. His 1968 
thesis on "observations On DrOgTeSS, 
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this ban on contributions 1S an 1SSUe 
which will loom large in the next 
general election, expected to be held 
in the same month. A great number 
of issues have already presented 
themselves for debate, one of which 
is the determination of all parties to 
oversee some kind of political re- 
form. These new electoral regula- 
tions are a step in the right direction, 
but are only a part of the reform 
measures which should be imposed 
on free-spending DoliticianS. 
Another issue is the consumption 
tax. The frst proper deliberations 
on this matter took place in the Diet 
after the opposition parties had 
vanquished 7 the government in the 
July Upper House elections. The bi 
proposed by the opposition alliance 
to abolish the consumption tax has 
passed through the Upper House. 
This month the LDP decided on 
amendments which essentially mean 
that retail purchases of basic foods 
will be exempt from the tax. In the 


upcoming election it will be for the 
electorate to pass judgment on these 
measures and the parties that pro- 
pose them. 

What, then, will the result of this 
election turn out to be Perhaps an 
indication of the course of politics 
during the 1990s. We are now fac- 
ing great changes in the affairs of 
the postwar world. It is to be hoped 
that we can find a political system 
and politicians capable of respond- 
ing to events both inside and outside 
this country: if only because Japan 
and Asia as a whole cannot remain 
aloof from this surge of events in the 
world. 

First we must learn a lesson from 
the Recruit scandal, and try to de- 
velop the right kind of politics. 
There are those who are saying that 
memories of the Recruit scandal wil 
fade. This is nonsense 一 although it 
is true that those directly involved 
seem preoccupied with the idea of 
“purification.“" 
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Politicians sending money to help 
pay for local festivals, presenting as- 
sociations with gifts of drink or em- 
ploying their secretaries to pass on 
condolence money at funerals 一 all 
these activities will from now on be 
punishable by a maximum fine of 
200,.000. When a case is confirmed 
the member will be stripped * of his 
seat. 

Yesterday (Dec. 16), at the close 
of the present extraordinary session 
of the Diet, the regulations govern- 
ing public elections were tightened 
in the following ways: A penalty wi 
be imposed on donations for any cer- 
emonies or formal occasions other 
than those which the politician actu- 
ally attends. Advertising their 
names in newspapers and other pub- 
jications is also forbidden under pen- 
alty, as are the donations to support 


grOups. New Year greeting cards 
and congratulatory phone calls and 
telegrams are also banned, but these 
will incur* no penalty. 

No doubt we will see some politi- 
cians getting around these regula- 
tions by an adroit* use of their sec- 
retaries: and the opposition parties' 
move to include a statement to the 
effect that politicians were resDon- 
sible for directing the activities of 
their secretaries was blocked. 

Of course there were objections: 
some politicians stated bluntly that 
ceremonies and festivals were the 
bedrock? of political campaigning, 
while there were others who sug- 
gested that the voters might not be 
able to turn down? donations from 
politicianS. 

The measures are to come into ef- 
fect on Feb. 1, and it is jikely that 
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is now a big problem between the 
United States and Japan. The Office 
of the United States Trade Repre- 
sentative last month announced the 
results of a check on the Japanese 
construction market carried out un- 
der the provisions* of Article 301 of 
the U.S. Trade Act on countermeas- 
ures against unfair trade practiceSs. 
It judged that the market is “closed" 
and listed “dango' as the top prob- 
]em. Another concrete case Was the 
bid-rigging involving a project at the 
U.S. Yokosuka Naval Base. 

The United States demanded that 
Japanese construction firms pay a 
huge amount of damages ComDenSa- 
tion, and eventually 99 Japanese 
firms paid \4.7 billion as “amicable * 
settlement money.′ The United 
States is demanding free competi- 
tion in which everyone Can Darticl- 
pate. On the Japanese side, howev- 


er, Construction firm officials say, 
“The spirit of cooperation comes 
from the Japanese genes. It will take 
time to convert to the American- 
style survival-of-the-fittest? sys- 
tem.“ 

The Japanese firms apparently 
paid the amicable settlement money 
because they wanted to avoid hav- 
ing the case taken to court. Since 
they have listened to the American 
damages compensation demand!, 
they cannot possibly ignore similar 
voices within the country. The Mito 
District Court judgment also point- 
ed out that the price at which the 
prefecture placed the order was too 
high. There is also the possibility 
that citizens will take action, Critici2- 
ing it as a wasteful spending of tax 
money. The court judgment made 
me realize that bid-rigging iS being 
severely criticized both domestical- 
ly and internationally. 
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丁 here was a project planned by a 
prefectural government. here were 
three companies 一 A, B and C 一 
which wanted to handle the project. 
All three wanted to win the project, 
and for a while no agreement could 
be reached. A then decided to step 
down, but B and C kept on arguing. 
A told B to step down, making it 
poSsible for C to win the project. B 
actually carried out the project, and 
the profits were split by the three 
ComDanieS. 

The profits were split 30 percent 
each to A and B and 40 percent to 
C. This happened in Ibaraki Prefec- 
ture. It was a case of bid-rigging in- 
volving a river dredging project, and 
the Mito District Court judged the 
three companies guilty on Monday. 


The court judged that the bid price 
was not a price decided by fair and 
free competition and that the three 
companies won unfair profits. 

The court judgment said that 
“dango'” (bid-rigging) consists of 
companies that are participating in 
the bidding agreeing on the bid price 
and on which company wl win the 
bid. About 10 years ago, such cases 
were exposed one after the other all 
over the country and Were criticized. 
丁 here were even cases Where goV- 
ernment offices gave guidance on 
bid-rigging. The ties between the 
companies and those placing the or- 
ders were pointed out. However, 
bid-rigging is still the custom in con- 
struction circles. 

It just so happens that* bid-rigging 
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happened.” It had been predicted 
that the waves of reform demands 
sweeping Over the socialist countries 
of Eastern Europe Would hit this na- 
tion sooner or later?. The moves in 
other countries apparently have not 
been reported within Romania, but 
the people have been using short- 
wave radios and videos to learn 
about such moves. It was over half 
a month ago that gymnast Nadia 
Comaneci walked to Hungary and 
sought asylum in the United States. 

Freedom of speech and assembly 
are restricted, and Romanians can- 
not have foreigners stay in their 
homes. Overseas trips are very dhf- 
ficult. There are shortages of goods, 
and dissatisfaction is mounting. EY- 
erything has been restraned by 
state power. Human rights are so 
suppressed that the United Nations 


reported in August that the hfe of 
the people is a nightmare and that 
the people endure through fear. 

Secretary-General Nicolae 
Ceausescu of the Romanian Com- 
munist Party says Romania Will con- 
tinue to follow the course of a cen- 
trally planned economy andl absolute 
rule by the Communist Party. He is 
critical of the reform courses Of var- 
ious nations, and just prior to Soli- 
darity winning political power in Po- 
]and in August, he called on Various 
countries to intervene. Previously 
Romania followed an independent 
course from that of the Soviet Un- 
ion. The impression is that this run- 
ner, who was believed to be at the 
forefront?, is now at the tail end af- 
ter this latest lap. The current diS- 
turbances won t end. They are more 
than just ripples on the Danube 
River. 
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This long river is called the 
Danube in English and the Donau im 
German. It flows through eight 
countries. When it finally flows into 
the Black Sea in Romania, it is 
called the Dunay. 1 remember being 
surprised at the diversity of people 
in the town of Galati near the river 
mouth. 

There was great variety in har 
colors, skin colors and physiques. It 
is obvious i you look at a map, that 
this country is a strategic point in 位 - 
ing the East to the West. It was 
ruled by Rome and by Turkey. 
There were probably many people 
of mixed-blood over time. Through 
the Danube River, Romania has al- 
ways been conversant with* the sit- 
uation in the inland part of Europe. 


At the same time, it has had accesSs 
to the Mediterranean Sea through 
the Black Sea and thus been con- 
nected to the East. In ancient times, 
this was the land of the Dacians. 
The name Romania means the 
and where Romans lve.” Latn 
culture came into the country with 
the Roman conquest. It is the only 
Latin country in Eastern Europe, 
surrounded on the north and south 
sides by Slavic nations and on the 
west by Hungary. “Dracula,” a noV- 
el by an Irish author, was written on 
the basis of* a legend from this area. 
It has been reported that large-scale 
anti-government demonstratiOns 0C- 
curred in this country and that many 
people were killed and injured. 
The feehng is, “So it has finally 
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“American aggression!" His words 
and actions exasperated* the Unit- 
ed States. Then last week an Amer- 
ican soldier was shot dead. 

American troops attacked Pana- 
ma W ednesday for various reaSOnS, 
including the protection of Ameri- 
cans there. From the standpoint of 
military DOWer, it 1S aS easy as tiSt- 
ing a baby s arm. However, it iS an 
incursion into another country. Na- 
tional feeling in the United States 
may Support it as a resolute action. 
But aren t there people who can t ac- 
cept it was the only step the United 
States could take? People who be- 
jieve the U.S. action represents a 
very drastic step even against a 
tyrant? 

When we hear the name Panama, 
we are reminded of the Panama 
Canal. It is at the narrowest point 


between North and South America. 
The Caribbean Sea lies to the north 
and the Pacific Ocean to the south. 
The 82-kilometer canal connects the 
two. The United States built the 
canal at the beginning of this centu- 
ry. It was at that time that the peo- 
ple of the isthmus" were granted in- 
dependence and Panama Was born. 

In other words, this is a country 
which was born out of the American 
canal project. The ties dating back 
to before birth may have created 
special feelings on both sides. As for 
operation of the canal, however, the 
treaty was revised, and history iS 
moving in the direction of Panama Ss 
sovereignty being respected. When 
we consider the future relations be- 
tween the two countries and also the 
international significance of the 
canal, we cannot possibly view the 
situation lightIY. 
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Im Central and South America 
previously, there Were many COun- 
tries where the military Was in DOW- 
er. The number of such countries 
has gradually decreased, and last 
week transfer of control from a m 財 - 
itary System to a civihan govern- 
ment was decided in Chile for the 
first time in 16 years. The remain- 
ing military regimes' are Paraguay, 
Haiti, Panama and a few others. The 
situation is very different from that 
of the 1970s when the area Was 
bristiing with? military dictator- 
ShipS. 

Gen. Manuel Antonio Noriega of 
Panama has been a very high- 
spirited dictator. He is a strong man 
seemingly fully in control of the mil- 
itary. Many coups d'etat? have been 


planned, but he has survived them 
all. When he saw that the opposition 
was leading in the presidential elec- 
Hion in May, he had the armed forces 
obstruct the election and declared 
the election null and void. Last week 
Panama s National Assembly desig- 
nated Noriega head of government 
and maximum leader of the strug- 
gle for national liberation.“ 

The National Assembly also de- 
clared that Panama is “in a state of 
war'” with the United States. In Feb- 
ruary 1988 a U.S. Federal Grand 
Jury indicted Noriega for being con- 
nected with drug smuggling. Since 
then the United States has contin- 
ued to apply economic sanctions 
against Panama. Pointing to the re- 
cent coup attempt, Noriega shouted!, 


1 


き 細 押 こ の る き 数 る で 
な 長 まだ の 
の KN 才 雪 和 2 ANIO 
ッ つ < 艇 系 の の 冷 根 で 形 
学生 も せら 場 だ 蔵 ` 売 の 
グ 上 な る あめ 気 で 庫 と れ 天 
イ 定 生 N が う の 才 る 根 
コイ 和 備 温 立 友 大 人 人 の に 
シト 全 二 の らき は 旧 
RS 0 人 還 きき VA ` 合 
実に 紗 代 味 丹 い に う 細 う 
に も 癌 衝 が 精 で 合 ? 長 の 
栖 W I の 放 ( 玉 KK 8 
類 ほ ま ひ に た た だ 設 M11 火 
が 年 ょ けり EE OL SS lb 
多 各 ろり も 法 家 か ぶ 
VS の 煮 で 族 し り 
? 赤 ょ 朝 は た 商 が 長 だ 
カ みく る 論 。 '? 品 小 半 . 
フ 小 と 和 SR 人 IS 近 


セ た 時 外 や た 太 : 
SS の し 07 
チ く < 暖 畑 て め 編 : 70 
の 私 か で 来 た な 
天 た い 野 た い を 二 
形 (の 信楽 7 人 「 更 

だ は い を 今 気 き 、 根 
54 か つ 社 の 碧 % の 
泥 却 5 昌 く づ 中 室 # 
が 際 分 つと を き 味 
つ 区 多 
MC を 玩 多 

二 較 SG 502IN | 6 
の が ) 

て 志和 秋 が 大 j 
EE)。 め 根 史 
GIMP 1 "人 が 
の 二 う 会 東 提 田 た 
で ラ 』 拓 ひ り 

ら 三 いた 郊 で 龍 ぅ 


called “Hatsuka Daikon.” Daikon is 
a greatly diversified specieS. 
Originating in regions from Kavkaz 
in the Soviet Union to Palestine, it 
became diversified after its arrival 
in Japan. Most of the new varieties 
now developed are said to be first- 
fiial-generation hybrids?. 

Daikon is the commonest vegeta- 
ble in Japan in terms of the farmland 
where it is grown. Japanese eat it im 
a variety ot ways 一 boiled, pickled, 
in raw slices, grated. Who invented 
the joy of eating noodles with pun- 
gent grated daikon? Daikon leaves 
also make delhcious dishes when 
they are pickled or put in soup. 

Dried daikon cut into long noodle- 
jike strips is called “kiriboshi.” The 
tradition of processing daikon this 
way is said to have originated in 
what is now Aichi Prefecture. An- 


other daikon dish that must be men- 
tioned is "takuan, "which is made 
from half-dried daikon pickled in salt 
and rice bran. The invention of talku- 
an is attributed to famous Buddhist 
priest Takuan (1573-1645). These 
preservable foods embody the WiS- 
dom of our ancestors. 

In the Tohoku region and other 
areas, daikon used to proVide a Dre- 
cious alternative to staple foods in 
times of crop failures. Records are 
said to exist that show that Workers 
engaged in the construction of 
pyramids in B.C. Egypt ate daikon. 

One day im Nagano Prefecture 
during the war, 1 was watching in 
stupor as women Were Washing dai- 
kon and turnips, their hands red 
from the cold water. Presumably, 1 
looked so hungry. One of the wom- 
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On a chilly day recently, a friend 
of mine visited me at the office, car- 
rying a daikon. While working for a 
company, he grows vegetables in 
the suburbs of Tokyo. When we had 
met in fall, he said the warm weath- 
er had bred many noxious * insectSs. 
The daikon he gave me was of the 
Shogoin variety, a ball-shaped dai- 
kon 12 or 13 centimeters in diame- 
ter. There was still a bit of* mud on 
L 

I had not come across a daikon of 
this shape for a long time. Accord- 
ing to my friend, slender but not too 
long daikon sells well these days. 


Generally speaking, he said, the pop- 
ularity of goods is determined by 
whether or not their sizes fit the re- 
frigerator ot the shrunken Japanese 
family. 

I hurried home with the daikon my 
friend gave me and boiled it into 
“furofuki aa dish which is eaten 
mwith sweetened “miso' (bean paste). 
The fruit of my friend's labor was 
soft and mellow to the taste as 1 ate 
it hot. 

“77e SAz777777722 の 27O72 75 SO 02g/ 
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Like Shogoin, the Sakurajima var- 
iety is spherical* but much larger. 
By contrast, Moriguchi daikon is 
very long, often as long as 1.5 me- 
ters. Red and small radishes are 
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en gave me some turnips. How the 
turnips tasted, how they smelled, 
how blue the sky was at that time, 
and how cold it was are still unfor- 
gettable. 

People say now that daikon is 
good for the health because of the 


fibers it contains. It epitomizes" the 
reign of peace in this country for dai- 
kon is no longer an alternative to sta- 
ples. 
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competency and lack of resourceful- 
ness in battle strategy.” He also cast 
serious doubts on the validity' of 
“clan-centered education ” (gochu 
kyolku) peculiar to the Satsuma clan 
system. This came as a real shock 
to the people who had been educat- 
ed under the system. 

How appropriate are such teach- 
ings as “absolute submission "and 
“never let yourself be defeated'"? Or 
another: Saigo strictly admonished 
against lack of moderation in smil- 
ing, summarized in his adage7 "For 
a man, one cheek in three years, " 
meaning that one smile with only 
half the face every three years ought 
to be enough. Kataoka was of the 
opinion that smiling was a sign ofa 
healthy skepticism. Raised in a 
merchant-class family, Goando Was 
merciless in his condemnation of the 


history of the samurai tradition. Nor 
were samurai lords themselves 
SDared. 

Commenting on the “despotism 
of the Shimazu family exposed in 
documentation from the Amami- 
Oshima island, where they raised su- 
gar cane, he wrote, “Considering 
their idiot singlemindedness, can We 
Seriously say that they were a host 
of benevolent rulers?” Goando took 
a long, thorough look at local histo- 
ry with the eyes of the common 
man. He also described Saigo's re- 
]ations with women. 

Reaction from readers Was vigor- 
ouSs, including some criticism. Some 
wrote in asking how he could justi- 
fy judging Saigo by modern stand- 
ards. 

However, he says, most of the let- 

(188 ペ ー ジ に 続く ) . 
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Takamori Saigo (1827-77) is con- 
sidered im present-day Japan to be 
the quintessence ' of a hero and lead- 
er of men. It must have come as a 
real jolt to the people of his native 
Kagoshima to read a modern analy- 
sis of him as “07 a figure of great 
courage. Saigo had the temperament 
of a hero, but it cannot be said that 
he was such a magnanimous* man: 
in some wayS, he was actually rather 
narrow-minded." 

The Kagoshima edition of the 
Asahi Shimbun of Dec. 23 carried 
the last in a weekly series titled 
“Sorry for Bringing This Up, 
But. . .: A Sidelong* Look at Local 
History, ” which had been running 
for over a year. The series Was Writ- 
ten by Goando Kataoka, an expert 


in local history. His criticisms and 
other comments on Saigo smacked 
virtually of heresy. But all, includ- 
ing the above assertion, Were based 
upon a thorough study and consid- 
eration of many historical sourceSs. 

Straightforward styles of reason- 
ing were taught in the traditional 
method of education of the Satsuma 
clan of Kagoshima, while the 
thoughtful, roundabout* style of rea- 
soning characteristic ? of Toshimichi 
Okubo (1830-78) was generally 
shunned. Kataoka pointed out that 
the resulting simplistic concept of 
the “death rather than surrender " 
which Saigo referred to in his poetry 
mwas, as a philosophy of war, exposed 
in World War II also as resulting im 
“mountains of corpses, the lack of 
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ters from readers exDreSSsed aDDre- 
ciation for his writing. Kataoka be- 
lieved that Saigo should be de- 
scribed, without embellishment", as 
one who lived his life, making plenty 
of mistakes along the way, just like 
an ordinary man. He summarized 


his feehngs upon finishing the series: 
"People will not develop if they are 
forever restrained by a flag-waving 
pride. People from other prefectures 
which have no historical claim to 
fame are freer in thinking." 


西郷 隆盛 
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on Mars. In a plan announced last 
month by NASA, at the earliest ? 
this would be a “space odyssey "to 
Mars beginning in 2011. The prob- 
]em js the estimated $400 billion cost 
of the mission, but with funding 
buoyed『 by military cutbacks, and 
contributions from Europe and Ja- 
pan, it would not be an impossible 
DrOject. 

Why such attention on Mars? Be- 
cauSe, Scientists agree, it is a model 
of possible future conditions on the 
Earth, and because it is the only 
heavenly body that humans may be 
able to move to and live on. Also, it 
appears that in the distant past, 
Mars was warm, and rivers flowed 
across the surface. Scientists are cu- 
rious to see where the water went, 
and whether they will find signs of 
the birth of life. 


In answer to a question from the 
floor about the payoff? from going 
to Mars, director of the Solar Sys- 
tem Exploration Program NASA 
Headquarters, Geoffrey Briggs, re- 
plied that it would inspire children 
writh the dream of science, and that 
there would be spinoffs from the 
technologies developed for the pro]- 
eCt. 

Japan is looked to for its technol- 
ogies in robotics and in miniaturiza- 
tion. We have enjoyed our opportu- 
nity to watch the adventures in 
space of the United States and the 
Soviet Union. It is time for us to be- 
come participating members in the 
drama of the Mars exploration pro]- 
ect, which will hold such a great 
meaning for the human history of 
the next century. E 
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The "80s were a time of dramatic 
change on the Earth, no less * exct- 
ing were the skies above. 1 would se- 
]ect the three most important neWs 
items about the solar system as 1) 
the discovery of five rings around 
Neptune, 2) the discovery of 10 tny 
satellites orbiting Uranus and 3) the 
close-up observation of Halley's co- 
met. T probably should add the wtal, 
disturbing news that the atmosphere 
of the planet Earth is going through* 
a transformation. 

Listening to the statements by the 
various representatives of the Amer- 
ican, Soviet and European SDace 
agencies at the International Mars 
Forum 89, which opened in Tokyo 
]ast week, 1 gathered that the 90s 
will be the “decade of Mars.” Ac- 


cording to the director of the Insti- 
tute of Cosmic Research of the 
USSR, Albert Galyeyev, over the 
next 10 years, the Soviet Union wl 
devote* its energy to its Mars pro- 
gram. In 1994 they wi orbit a 
probe, releasing an instrument Dack 
on a balloon, in 1996 they will dis- 
patch a probe which wi return to 
the mother craft with rock samples 
from the surface of Phobos, one of 
the moons of Mars, and in 1998 they 
will operate an unmannedl rover on 
a mission to the Mars surface. 

Im 1992, the United States wl 
]aunch the Mars Observer, a probe 
with the goal of mapping the entire 
surface of Mars. 

The fnal goal of both the U.S. and 
USSR efforts is a manned landing 
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]larly careful.“ 

In the next issue, he had a feature 
on, “Suspicious Acting Delivery 
People.” Delivery boys can be seen 
hitting newspapers against their 
]egs. He explained, “That is one of 
the techniques for folding a newspa- 
per with one hand while riding a hi- 
cycle.” Delivery people can also be 
seen fighting with a leaning bicycle. 
At any rate *, newspapers are heavy. 
The weight is over 40 kilograms for 
300 copies. When advertising circu- 
lars are inserted, the weight in- 
creases by 50 to 100 percent. He 
wrote, “It generally happens that 
your strength gives out and the hi- 
cycle falls over." 

The illustrations make one laugh 
in spite of oneself. 1 met Shiomi just 
after he had finished delivering 
newspapers. He lived in Brazil dur- 


ing his primary school days and in 
Britain during his junior high school 
days. He was a rugby player in sen- 
ior high school. He said that talking 
wrth friends and customers Was in- 
teresting. He learned about all kinds 
of lives. Being sleepy does not both- 
er him. He's pretty stout, but se- 
rene. He is aggressive about creat- 
ing and finding pleasures. 

Because he chatted* with custom- 
ers, it became easier to collect 
charges. He was deeply moved 
when he received a card expressing 
gratitude and telliing him not to catch 
cold. This is not restricted to Shio- 
mi: about 100,000 people deliver the 
Asahi Shimbun, even on rainy and 
windy days. Of the total, about 7,000 
are university students. The deliv- 
ery people are the bridges that link 
neW ツ SDapers to readers. 
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There is a B-4 size, one-sheet 
newspaper on the streets, the “Asa- 
hi 5-Chome Shimbun.” The publish- 
er is Taichiro Shiomi, a college 
freshman *. He is a newsboy dehver- 
ing the Asahi Shimbun in Oizumi 
Gakuen-cho in Tokyo. When he 
enrolled? im college in April, he 
started living in at the Asahi Shim- 
bun Gakuen-cho agent and began 
publishing his own neWSsDaper. Cir- 
culation is 300. 

The motive was deepening ties 
mwith customers. The newsDaper WaS 
typed out on a Word processor and 
contains cartoons and illustrations. 
Besides introducing himself in the 
first issue in May, he also wrote, 
“This ls Newspaper Delivery.” In 
the second issue, he had a feature, 


“Tnteresting Dogs of 5-Chome.” Af- 
ter describing the life of the dogs in 
the district, complete with cartoonSs, 
he included an explanation on, “The 
Days When Dogs Bite.“ 

There are 3,000 cases a year of 
dogs biting people throughout Ja- 
pan. He introduced the results of his 
research which showed that the larg- 
est number of bitings occurs “when 
the wind speed is less than 2.5 me- 
ters per second, when sunshine 
hours are short and when it iS chang- 
ing from sunny to cloudy.” He said 
that when the wind weakens, dogs 
cant smell as well and become 
much more cautious. 芽 his 1S Some- 
thing of great interest to delvery 


- people, but Shiomi also wrote, 


“Small children should be particu- 
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Ideally, in a constitutionally organ- 
ized country, Ceausescu and his wife 
Elena (who also wielded『 real poW- 
er) Would have been brought to pub- 
jic trial, and their tyranny would 
have been dealt with in open court. 
Our correspondent in Romania, 
Kenji Kitayama, asked citizens of 
Bucharest for their reaction to the 
news, and their replies can basical- 
ly be divided into two kinds: some 
thought it stood to reason7 that a 
murderer should be executed, while 
others wondered why the trial had 
not been a more democratic one. 

The former president's attempted 
escape took place on Dec. 22 and the 
announcement of his execution 
came on the 25th. Unquestionably 
there were some reasons for this 
haste. One would be the still con- 
tinuing resistance of the state secu- 


rity police (Securitate). The inten- 
tion must have been to break the 
morale of the Securitate by announc- 
ing the death of their chief, to whom 
they have remained loyal. Or again, 
this measure may have been taken 
to dissipate the rage of the people, 
fearing that the ferocity of their feel- 
imgs Would otherwise lead to a1ynch- 
ing. 

丁 here is also speculation that be- 
cause Ceausescu had employed a se- 
cret police which kept him informed 
of everything that went on, if it had 
come to an open trial, his testimony 
could have been very damaging to 
certain people . . . . 

Although the events leading up to 
the execution are still unclear, the 
otherwise peaceful course of events 
in Eastern Europe has, in this case 
alone, brought us a “bloody revolu- 
tion.“ 
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Romania's new government is 
said to have executed* Nicolae 
Ceausescu and his wife: and the na- 
tional broadcasting system de- 
scribed this as “wonderful news.“ 
Heard in the midst of? our own tran- 
quil existence something hke this 
comes as a real jolt, although 
Ceausescu certainly seems to have 
committed terrible crimes: masSsacr- 
ing 60,000 people, transferring more 
than $1 billion to foreign banks and 
then attempting to flee the country. 

Just before his execution the tele- 
vision showed a doctor taking 
Ceausescu s blood pressure. At the 
time, 1 wondered what the point Was 
if he was to be executed anyWay, 
and whether, perhaps, this step Was 
taken prior to incarceration*。be- 


cause they expected him to be in 
prison for a long time. However, ac- 
cording to the announcement, the 
sentence of death Was carried out af- 
ter being pronounced by a special 
military tribunal in closed session. 
The announcement itself brings to 
mind past revolutions in which an 
angry populace? has beheaded its 
monarch, and reminds us that the 
end of a ruler who earns the hatred 
of his people is a terrible one. The 
spectacle of the Ceausescu 's 
awakening to their danger and at- 
tempting to flee the country evokes 
memories of other rulers who have 
turned their backs on their people 一 
the Shah of Iran, President Idi Amm 
of Uganda and President Ferdinand 
Marcos of the Phihppines. 
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viet leader Mikhail Gorbachev said, 
“We stated, both of us, that the 
world leaves the one epoch of Cold 
War and enters another epoch.“ 

The United States sent troops into 
Panama in an attempt to apprehend 
Gen. Manuel Antonio Noriega, top 
Panamanian leader. Noriega asked 
for political asylum at the Papal 
Numeiature in Panama City. Presi- 
dent George Bush issued a state- 
ment which said in part*, “Tam 
pleased that the general 1S noW un- 
der the control of diplomatic author- 
ities. His reign of terror 1S Over.” 

Soichiro Honda, founder ot Hon- 
da Motor Co., Ltd., said in connec- 
tion with how to conduct oneself, “Tf 
1 were still president, Honda Motor 
would have collapsed long ago. Only 
the young people know about such 
things as the factory in the United 
States. It was good that IT resigned 
early. 


In Romania former President Ni- 
colae Ceausescu and his wite Elena 
were executed. Reporting the news 
of the execution, the announcer of 
the government broadcasting station 
exclaimed, “Oh, what wonderful 
news on this Christmas Eve. The 
anti-Christ is dead." 

Heishichiro Hotta, owner of the 
Namiki Yabusoba noodle restaurant 
in Asakusa, Tokyo, said, “1 dont 
like the gourmets ? Who are so DOD- 
ular now. In our restaurant also 
there are many young people look- 
ing at magazineS On eDiCurean CUl- 
sine. It is preciSely such YOung DeO- 
ple who are surprised at the saltiness 
of the soup in my restaurant. Of 
course, it's salty. Actually, the 
proper way to eat "soba' (buckwheat 
noodles) is to dip only about one- 
third, not all of it, in the soup and 
then eat it.” It is the end of the year. 
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Following are some quotable 
quotes from December: 

Toshihiko Maeda, Who was found 
guilty of violation of the Liquor Tax 
Law for making unrefined sake for 
his own use and who had his appeal 
rejected by the Supreme Court, said, 
“Tapanese courts are no good. Why 
doesnt Japan recognize the right to 
make sake for one's own use, which 
1S reCOgnized in VariOus Other COun- 
tries" 

Tn the first hearing of the court tri- 
al of the Recruit stock-buying Scan- 
dal involving the political route, 
defendant* Hiromasa Ezoe, former 
chairman of Recruit Co., outiined his 
opinions, "1 apologize for causing 
such a stir in society. It all came 
from my lack of foresight, and I 


apologize deeply, bowing my head 
]ow.“ 

The bills to abolish the consump- 
tion tax were approved by the ple- 
nary session of the House of Coun- 
cillors, where the opposition Darties 
have a majority. Councilor Wataru 
Kubo of the Japan Socialist Party 
said, “We have been able to carry 
out the public promise* we had been 
making since summer. If the bills 
are not approved by the House of 
Representatives, then we can only 
ask for the judgment of the people 
in a general election.” Finance Min- 
ister Ryutaro Hashimoto said, “My 
feeling is, Damn* it' 

The American and Soviet leaders 
held a summit meeting on Malta IS- 
]and in the Mediterranean Sea. SO- 
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eral reports recentIy released on the 
natural environment all said the sit- 
uation is deteriorating. 

Quite simply, water and the air are 
becoming more polluted. The 
contamination* of underground 
water by organic solvents is SDread- 
ing, according to a Survey Conduct- 
ed by the Environment Agenc7y. 
Earlier in December, the agency In- 
structed local governments to keep 
watch on the solvent pollution. 

The programs for cleaning lakes 
and marshes are not making much 
progress. Air pollution by nitrogen 
dioxide and carbon dioxide has not 
improved in major cities and their 
SuburbSs. 

It was heartening that young De0- 
ple showed signs of taking a keener 
interest in the environmental issue 
in 1989. But the situation does not 


allow us to be optimistic. 

Being a lover of nature, 日 ori be- 
longed to an extracurricular? biolo- 
gy club when she was in junior high 
school. She is said to have been an- 
gered by the arrogance of human be- 
ings toward nature. Here is another 
poem she composed when she Was 
a fourth grader in primary School: 
“ プ 7e sy 7S 07Zze 2747 0e27772727 7 の 7 の / 
77 027 co/07 720277 77 77Zoe 77e7 700 
627S/"「 
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Colors of the Four Seasons,” Akiko 
Hori's collection of poems) 

The seasons roll around this Way 
in Japan. Before long, some flowers 
will begin to bloom despite the cold. 
上 北 7e7e 0@s 妨 2S 77257 の 777 SC6727 C07776 
7 政 727 27e 7 が e 7272 6725, 7 た - 
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Akiko Hori wrote the tyo poemSs 


in a notebook for homework when 
she was a fourth grader in primary 
school. After entering a senior high 
school, she was killed in a traffic ac- 
cident. Her poems were compiled 
into book form in 1989. Whenever 
1 open the book, 1 am impressed by 
her sharp sensibihities which enabled 
her to capture the wonders of nature 
into poemS. 

The last days of a year are the 
time for the exodus* of people head- 
ing for their native places. Awaiting 
them are the joys of talking intimate- 
ly with their relatives and friends. 
The native landscape also gives 
them comfort. But there iS no guar- 
antee that the natural landscape 
around their hometowns remains the 
same as in their younger dayS. SeV- 


98S9。 2 30 200 


性 洒 SQ 人 一 


R 窟 虹 ・ 枯 装 舌 骨 英世 
公 。 玄 咽 揚 避 捕 hG っ) 直政 
つ っ つ 47 要 親 補選 心 会? 所 7 皇 
neaJIDO 4GB ろ を 計る りつ ) 
りつ 7 っ) 李 臣 つべ 4 ぐ re? 
関 6 紀 選 五 せ 「 祭 到 会 1 マシ 
往 で 人 | J 由 る 里 " 人 も 
「 凡 婦 聖 維 つり を ぐろ] 
則 ろ 個 つ や べし SQ y 球 mmG 普 
46 | OS 迫 械 | 釣 窒 つつ 低 
ー 末 間宮 下 WW で し うる や マシ 
3Sr? 将 打 3 の 会 較 記 入団 
御 つ る 3 っ JTS お 7 MS の 
Q る 2 り 6 ぐ 写 " つ ふ ミー ンー 路 直 G 
窯 守 し" りく 宮 握 中 市 掲 間 つ や 
ズル y 所 本 や Q 呈 全 や つ …… 
SN 四 りり 親 鶴 東 8 会 写 


つ ” 道 ロ "嗜好 人 お ら AN ン 
S ズ ャ GS 上 選 ロ ソ 選 電 で し 継 
6 つや 選 据 人選 賞 選 家屋 KG 男 忠 
S M 柚 伯 控 つ ン 悪 競 0 り る 
3 記 ぐ に 回 ぐ うめ や つう 選 ツ 
人 ぐ 選 ” 揚 路 ぐ 軸 べり S 選 ” 会 
で 8 や 屯 づつ 二 生生 しり で 
I 押 っ り 扶 お ^ 必 揚 や Q ン 
SS で Y 打 避 に 回 」 や 昭 
シレ 2neG や AT 全 SQS^ 
窯 定 公 購 に し ゃ ^ に 糧 と ゃ 7 
閉 正 条 せ 皿 箇 し ぐ Sr? 吾 室 草 ゼ 
足 G 忠 較 や 如 る 2? 包 倒 。 小 虐 
り 型 英 *% 慰 ^ 京 @ 鮭 由 会 届 下 0 
Se 可 疫 k? を を っ) 
ろ ぐ 6 令 御 喚 G べ G 引 充 Q 必 
Pt 生 攻 打 会 張る 。 引 
%0 つつ し OS 所 ン S 恒 避 
SO 9 当 嘘 パ 玉 シン さ べく マ G 生 
^e 民 人 引 農 科 けり 安 つ " 軸 人 し 浅 


党 3G 選 思 和 7 り 選 王 り G べ G 団 
SG で 会 7 SS) っ 6” 
ぐ べ 鉱 中 吐 補 議 つじ 各 撤 須 振 
うろ 心 SR 計 ぐ HHMKJ 臣 公 和 Sr 
ぐ 祭 匠 っ onQ 野 起り) 本 維人 
3 ぐ SJAOTT 所 加 や [に 素 」 
JaJMIO 5 3 会) ぐ べ 会 区 
生 全 や 戦 提 G 悪 赴 ロ 枝 器 $m 
呈 so の 4 紅い 記 つ レ ろう? で て で 
党 湯 宮守 上 澤 je 選 さ く ー ト で ー 渦 
3^ 杖 器 Sm 会 地下 くに 党 ぐ 
明 給 ロ 40 所 YO38 会 レタ 
7 握 所 舞 宮 民 %0 人 ShK0 パ で 
xim 据 設 舞 ぐ 凡 計 3 匠 迫 所 革 中 
2) っ の つり 難 会 可 中 Sr? 握 m 人 0 
SS* りつ) 会 や マン” 失 症 葉 時 
つろ 2 妃 舞 ぐ 時 むり ^ 村 吉 他 セ 
粗 編 wm 中 求 い ソウ せる る 令 
ぐ 近 SQ つろ 大 会 年 hk@G お WW 
下り し Sr”? 
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る くる パ KO り op 選 T や っ ) 呈 
る っ JSG 1 時 は 063OHtS 
来 食 倒 玖 で や りう KA ぐ Y 押 
る ^ 問 つ 避 。 圏 S き の 旬 回 愉 対 
叶 公 環 SKQ 匠 昭 る 時 か っ" 
凸 性 し お 舞 人 WSG ロ リーK ベ 会 入 
会 O 5 下 現 己 宮 座 宗 演 定 で 
吉 ” 幅 る 層 還 ぐ 衣 " 
如 相 伝 式 財 じ 中 ン 組 " y 
ぐる 心 楓 お 李 還 SR 還 凌 
% 咽 選 ぐ に に 訪 提 やつ し 医 記 
3 Qi 忌 所 蜂 更 過 ろ 6 と 
て 上 せ のり で 吐 G 率 で で で 
Srk@ つ J 契 並 り ” 十 時 証 的 6 っ) 
人 な し 洗 代 る で る | くく 〇 時 
ジ G 嘱 窓 @ 凸 P っ 6SreT ろう 選 う 
届 宮 中 寺 mm 暑 慰 時 0 し K で マジ 


「 宙 | 生 宮 ン 8 で 8 選 ” 届 ン だ 
で な つや 填 時 補 の 束 悪 宮 S 
GS ゼン ミー へ 6 宙 @ 環 杜 り 区 
ne? 胡 固 己 躍 会 尿 て 介 表 ロロ 特 
ー も 表 半 つじ ろ や 弄 組 赴 48G 芝 
転 愉 会 理 尿 や? 82 つの SG お て 
付 胡 ロー シセ ンド パ 選 ろう 
聞 下 9) 提 enQ 選 包 G 雲 会 半 
G 地 選 り 3n@? 桂 RE 「 ズ ャ 」 
CxSre y ぐ く 笠 本 り 半 〇 せ 3 会 
ne 調 会 陣 ン SO や? 表 誠 会 時 で 
所 ? 画 藤 型 更衣 ぐ ぐ ポ 詩 
ル 心 へ へ < 作 倒 想 会 やら 公 7 
Q で うり 十 時 握り wS 
違 。 コンロ 凸 手 し で K 料 中 暑 
お 交 湯 ” 正 括 妃 4" 杖 6@ 起 
Rim こい S に See く JA た きじ %』 2G)| 
近く px 細 会 剛 戴 " 蘭 
瑞 つ Gt で 革 志 路 史 で 87 1 
忘 お 相手 証 琶 7 人 全 へ 人 ト て 


こぐ 必 線 由 己 せ 拓 只 ぐ 孔 瑞 ) 
つゆ り 表 っ 人 S で 補 7 慰 稀 @ 環 
想 " へ へ 環 常 熊 ” 燕 組 療 貴 
<HS ろ 8 岡 舞 軸 < 静 環 
つ 叶 し Sr と や っ ) 倒 弟 し:e 敵 人 
虐 握 光っ 2 で SD つや 六 SR 抗 
弄 幅 玉 碗 や 人 S@ 加 咽 会 
ne? 糧 唱 年 如 所 唆 7 HH 会 届 
己 *@” り ぐ 十里 牛 叶 人 ぐ 構 % 
ンー で SN 所 中 会 束 ン で や 
っ 会 コン ロリ 料 6 選 全 本 中 
寺 和 翼 吉 じ 6 密 粒 さ G 普 畠 " 提 
り お 加 叶 会 社 R 線 時 つや 匠 
呈 手 りり 画 無 め 抽 X0 レ K 苑 く 開 
屯 和 を 式 賠 べ 公表 Ke ぐろ 人 眉 
ぐ 時 りゃ S で 7 丁 中 N 評 
[ 剃 | 和 鷺 民有 ン の つ レ せる 
る 倒 ? 2 選べ ャ 6 表 竹 
く <^ っ ) 角 衣 無 畠 称 弄 で やく 時 
し Sn" 


十 中 式 G 玉 選 凡 


必 叫 福 父 淫 客 滞 麗 個 つ 月 史 表 
恨 章 崩 EKtG 胃 坊 式 nEG 
半 無 全 べ 時 し せ | ・ 還 SG 届 
軍 窓 掛 ^ る 選 選 本 恒 せ 共 應 湊 ③ 
UE 人 朗 eaINU い uk 
態 窟 k る も ^ 陣 揚 二 来 時 
十 束 | 凸 (" ロ )? 

の NT こ へ し 凡 G | 監 公 区 誤 
ト ヾ つこ へ AG ル ilN も と 7 男 賠 G 
則 束 会 加 宮井 弄り つや 彼 雪 証 ※ 
団 G 羽 表 ゴ 記 xwWR 古 守田 (一 7 
m)? | 虹 倒 玉 慰 で 更 khs 
江 " 式 画 べり 敵 坦 選 過 公 王 * 選 
(@ 還 )” 四 斑 財 悪 会 | 韻 理 終 
所 つの 選 に Knee 民 ” 光紀 宮 ゼ 
斉 午 己 芝 間 中 敵 包 個 由 (o 
還 )′ 四 融 由 お 昌 者 (に 凸 )7 ト 
半 へ 所 堅 せ 区 詞 臣 中 つ め っ り 
つゆ じ 心 下さ き 吉 装 斑 避 避 笹 由 * 
駆 税 (o)”" や 條 亜 ち ゃ 下 
吉 " 区 宙 せ 忠 化 求 押 つや (の 
上 )” 画 作 午 掴 中 せ 選 画 吾 想 G 
H へ つっ ーー 直 冬 中 で 凡 | 層 主 
中 G 叶 ろ し 押 克 打 中 選出 線 (S 
還 )/ 急 中 公表 悪党 末 *% 慰 補 
( 選 呈 7? 

ぐ へ 当 へ 林 証 4R 詳 公 半 革 虹 G セ ミ 
ふし レー ト SAH 拉 表 昌 店 さ 


く よ 呈 トム 坦 叫 6 和 散 公 慰 
吾 ・ ヤ ルミ ふし | | 上 本 ぐ 思 曲 シ 
抽 証 4 総 * ゅ 堅 る 7 NAT 
音 泊 四 選 寺 信じ" 居 抑 主 ゼ 45 
と 征 帰 杏 班 議 0 畠 つろ 痢 
著 門 性 い ン SG 並 公 夫 表 つつ 
っ ) 庫 統 ” 届 記 映 帯 組 羽 羽 私 ( 〇 
四 上 ) っ ) 話 次 球 皿 宗 鶴 人 私 (の 
ロマ で g 避 ) GR 〇 吐 持 て t 湯 * 
人 S%0 本 二 措 要 品 避 | 軍 (Q7 
mo)" NRAH 装 思 壁 人 
1 や さく 民 回 福 迷 評 撃 擬 反 
言 4 閉 し ミミ く よ m 下 背 せ 
中 KK 篤 GR さそ キト 迷 下 壮 毅 
弓 4 杜 じ ^ SS ドミ 和 ふ 
詳 @ 揚 昌 給 記 つや ( マ 凸 )? 


米 ・ ソ 両 首脳 


避 " 画 能 眠 押 己 党 求 村 
m” 編 NW め 庫 配 畠 宮 で 中 繕 NR 
( 画 ) ゼ " 内 杜 | 迷 公 べ 記 
% 導 身 守 | 編 ( 球 坦 所 ) ぐ 避 括 
如 虹 福吉 半生 *@ り J 選 避 束 
(コロ )) ポー ベト 一 粗 秀 雇 

で 士 | で jsSHT 王 到 7 


坦 貴 貴 現 会 箕 謝 (の 還 )? キ 
ニー ベー 迫 忠 判 下 還 ふ へ へ 公 翔 
叫 ペ ヒ 較 飲 衣 甘 く KW 中 倒 正四 7 
巡 中 り 窟 結 嘱 人 NN 天 く 皿 揚 忠 
判 瓦 舞 令 聞 XR も 慰 丸 (o 還 )? 
刀 3KHH 半 握 | 札 庫 札 村 4 し 
忠 州 議 出 訪 間 否 押 し 生 租 十 G 午 
爺 思 画 旧 疫 (o・o 
還 )” 訓 環 K 四 や 朝 寮 KK 
* し 6 軍人 恨 札 刀 りつ し 「 妃 4KH 
拉 思 | ・ 中 HH 記 4K 所 」 科 帳 札 つ 
3 二 ( コ KEI り 

の HHT 崇 抑 中 中 そ ミト トー 
也 中 HHK ロ くく 守 に ト G ト へ 
か 公 押 避 せ ” 珠 壮 要 款 全国 
べく で し 二 選 に 本 人 天 頒 (の 
還 )^ 拒 曳 トド ネー 心 さ を 臣下 
「 静 章 相 公 画 芝 家 ベー 人 振 
つろ 下 )3 せ CS る | っ J 展 浴 
(マロ )” と トト d ヘ R 無 | 秀 雇 
で AR 押 回 悪 (p 思 )) トト 所 人 ヘ 
^ 公 林 杏 伝 箕 員 トキ ー ふ ド 震 
避 公 替 反 加 ロ キミ トト ー 窟 過 
加 wsG7 交 提 密 葉 由 トド ネー 
心 さ 3 りり 46sG 鐵 四半 倒 吾 据 
志 舞 提 更 に 崇 区 可 倒 下 トト 
ま ー ふ 理加 藍 出 (に ロー 十 
還 )” 靖 部 幼 慌 4 や < 旧 詞 嘱 首 
補 拘 当 つ し 揮 詳 つ 刀 畿 中 ロト 
へ ト 公 柱 林 聖 " 可 ] 聞 記 選 中 表 


ニ ふ 選 電 再 (名 ・ 選 還 )? 更 
線 問 4K ば セー ト より 尺 情 可 | 苑 局 
9 括 路 (人 還 ) 把 也 トド ネー 
さ G 避 環 反 し 替 十 WS くく ミ 
思 装 握 如 己 疫 二 つや ( 加 還 )? 

の 「hh く 6 龍 ] た くせ 貴 さ 
さ へ と トド 迷 誠 撃 反 ぐ 抑 就 
[か 必 く で 李 | 家 KG 骨 
中 を く 選 7「 妥 党 時 調 し 人 選 葵 
主 *Ske と 9 | っ J 牙 。 惑 選 
和民 己 届 人 で ( マ 凸 )? 

や 蜜 田 旬 拠 配 較 し 遇 舞 申 惹 
以 擬 昌 客 宮 会 員 下 己 提 KmR つ 7 
窒 田 電 揚 投 議 品 区 友 つ し 3 ぃ II 
団 隊 ・ 的 雪 ヨ 圭 <nRH 換 恨 表 区 瑞 所 : 
田 党 ぐ 堅 配 守り 「 憶 
眼 青 明り 十 虫 中 柱 涯 政 会 宮 ン 
辿 田 避 H 提 中 頒 末 つつ 科 り っ J 
%0 で な り 急 負け 還っ J 正親 
醒 据 し せ 足 人 し 青 凌ぐ 握 * 押 政 
つや 回 紀 和 じ Ya" 束 中 所 し 捉 
いり Js 下 ぐ 全 避 つ ? 電 拘 
点 | | 寮 甘 弄 記 ぐ 因 そ 咽 誰 宣 避 
Hs 悪 思 omme し と り / と そ 咽 
Q ぐ 鶴 つ や や ヘー 下記 作 因 名 
鵜 舞 "同型 で ル シン シベ 己 塊 つ 
(所)“ 

の [8 つ 8 握 訓 喘 下 本 皿 
昌 寺 m 杏 准 ぐ 揚 玉 明 [SS 補 つ 
SS] つ 型 詞 選 塵 可 | 仔 士 慌 


RBSGHIGEASEtttEr い 2 
品 上 給 *o 下 倒 ロ いう の ” ヨ 
ヒ 砲 振 雇 中 ( 選 ) 避 琶 te 陸 
嘩 想 公 民代" ヨ ヒ に 粗 斉 里 
3 せ ^ 理 定 功 褒 稼 悪 <Q ぐ 凡 元 9 
羽 人 S 刀 会 「 坦 郊 じ YS で し 涯 衝 
で 3 る | っ ) 首 悪 7 刀 図 箇 WO 
郷 *Q 舌 に 公 導 ロ を で やう) 掲 
々 や 公 (p 凸 )^ 下図 ロ Q ろ ピ 
せ 家 由記 人 S 革 吐 配 交 累 
(om)? 羽 罰 杉 叫 を 生 租 填 べ 令 
翼 MM 絡 寝 醒 懇 " 可 更 くき 
志 列 時 癒 0G 蝶 じ 龍 潮 尿 手 り 
地 絢 つや ( 記 還 )? 

の 遇 閣 窒 叫 風 ” 吐 媒 己 ・SR 
引 筐 記 固 所 谷 京 也 つ 圏 中 庄 吐 
吾 症 堪 刻 G*@J) 時 ロー 
丈 察 G 購 細 組 措 宿 嘱 掛 同一 
下 穴 刀 1 1・ 尺 S 吾 " 革 詩 1 
1・11S コ 十 K 邊 穫 ぐ 押 窒 叫 
XeG 4 (o ら 所)“ 

の きき ・ へ 軍 着 4 給 の 條 下 必 へ 
ざ 握 双 へ 震 愉 や で 生 琶 
岡 ぐ キ H ト さく 還 N・ 人 へ 
互 電 R 組 叫 JR 詳 ” 居 押 回 
っ Jp 家 回 て 人 へ 四 堀 1 ロゼ 人 恨 
品 正 恋 XaIK つ 7 次 球 未 皿 療 (回 
〇 ) ぐ 崩 選 想 交 暑 に 還 けり 人 へ 琴 
甘 叫 公 幼 間 届 陣 政 。 < 机 末 抑 
4 弱 GRO 時 悪 型 け さ ネ 志 散 令 


臣 渦 つね (o 呈 )? 


の 〇 ユート II ト ) ・HK て ロト 会 
悪 宗 曽 羽 詞 論 へ 裂く ミー 


層 羽 G つ ーー トリ トー HK トリ 
ト 凡 較 会 落 章 根 「 訓 枚 光 剖 
R」 っ 共 介 つる 内 下 迷 較 G 冠 肖 
電 来 恨 ) へ 玩 表 二 屋 人 し 悪 村 演 
所 福間 SS 刻 (は ロロ )" ニー トリ 
ト ( 尿 間 当 ) ぜ 部 臣 導 し へ 玩 
妃 の 転回 豆 忠 半 *G 足 岡 握 
ぐ 「 下 閉環 條 | 邊 忠 つや 令 
(名)^ 11 墨 胃 愉 識 つ 玉 ( 代 
凸 )“ 

の 里 医 怪 員 詳 し 皿 了 誠 軸 皿 
証 還 十 く ” 還 十 時 で 過 時 還 
G 嘱 革 避 加 加 半 時 会 | 折 班 二 盾 
つ G ぜ 「 と ルト ささ ロ KG 
に 親 理 二 生 | の ヨ 共 忠 6 判 虐 
会 悪 男 疲 趣 *… 閲 信 め 「 避 攻 区 呈 
菅 編 」 ぐ 填 聞 俺 し じ " 忠 軍 窯 せ 
[ 加 G 半 刻 全 宮 る う 」 競り | | 
地 来 避 醤 無 ^ 演 悪 交 悪人 測 雷 
塵 英 (om)“ 
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G 路 室 G 革 し 」 上 迷 圭 宮 シレ 
表 回 ー で SG 所 | 和 改 包 KG り っ ) 
9 拉 選 9 く 補 「 革 商 ・ 畠 間 臣 
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ー 人 >? 
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下 遇 品 到 rG 半 演 生 で 葵 窒 
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へ 苗 で 嘱 鍛 画 KK し 藻 編 
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っ Jee 言 十 加 直 人 結 界 人 
n*e で a0JaJstQ 巫 韻 届 抽 近 で 事 
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誤 公 宮 史 6 で じろう S る (名 ・ 
Em 
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束 " 礼 半 つ ? 時 SE 宣 人 め 還 
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展 隅 リリ ローmー ふ ME 画 中 壇 
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心 | 惑 @ 和 押 の o・ 忌 坦 掴 
還 坦 sm 公 剖 也 つつ 刀 を 時 羽 想 | 上 
臣 香 G 喘 導 べ 志 遂 部 喉 舞 村 (年 
間 抑 款 ) レ ” 男 緒 央 1 ズ 親 や 
ご 本 吾 舞 村 信 ぶ 座 刀 「 | 本 G 
環 * ゆ | G 疫 導 図 証 @ 嘘 装 志 舞 公 
野 理 し 1・ | 還 牌 必 S | 叶 
居 Sll]・ 〇 く 揚 全 で Yo で ロロ 寺 公 
で る る りや 倒 臣 届 会 避 (9)? 

び 疑 p 宮 是 ” 岬 香 己 筐 蝶 定 系 
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い H 二 ぐ 暫 Sr く 喝 人 ン 鍛 
The まこ SitalllstSN 
演 蝶 で ロ 払 つ ^ 民 尉 窯 ゼ 
っ 生 で の の SKI 想 。 振 ! 澤 中 四 
革 ぐ 直 求 由 る 表 つ ? 赴 来 
お” 貴 G 旨 香 還 紀 会 軍 本 0) 
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の 盟 束 @ 恨 隷 帳 刻 じ 臨地 艦 悦 滋 
恒 忠 理 窯 ^ 皿 記 K 十 | 1G 
王 押 貴 和 唄 提 人 る ンー 「 ズ ロ 衛 
揚 公 中 ・R く 坦 っ や Sn G3 昔 
事 」 ① 癌 名 祥 選 上 藩 じ 「 映 
導 交 表 | 促 四 つや 李 民 地 穴 補 
来 巡 押 。 医 和 肖 立 拘 炎 寅 
(gm)^ 下 舞 ^ 攻 ヨ 恒 貴 拉 唄 ぐ 
志村 洋 突い うし ゃ AS 拉 寅 
つや ( 避 還 )? 

の 下 嘱 " 窓 宮 部 円 K 緊 表 恨 
忠 禄 深 塞 牙 畑 4 ( 固 攻 人 K 路 ) 
"| RRO 叶 陣 づ 本 民 | | 十 遇 
較 聴 尋 く G 代 玩 料 聴 決 吉 
臣 和 ke 名 R 〇 時 押 革 り 悪 琴 
ぐ 淀 宣 演 円 細 画 4K 形 皇 屋 hG 
③ く 団 半 注 塞 * 起 衣 生 KG@ 思 
ズ 吐 提 壁 講 課 千 衣 下 提 寺本 
悪 り 忘 W 二 生 xe AG 民 示 や 
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往 「 振 画 四 ] ぐ 旭 4K 判 判 無 刻 
屋 -JG 呈 環 伝 聞 吾 Y0 選 うぃ 6 遇 
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十 KK 環 臣 G 1 RRO 喘 了 | 詞 K 
REINSS い SEEt:op に mFS 放 NE 
抽 逢 尽 中 箇 刀 RS・ や N 事 ” 拒 性 
圏 帯 G 揮 線 に 選 十 K 身 穫 避 
や ロリ x 誠 半 前 mm 温 久 再 宜 
つ *? 泌 振 暴 駆 し SrG | 器 胃 王 
G 息 や | 叶 陣 式 来 6 軍 涼 
装 人 SI11・ 慌 ツ つづ ” 中 六 
会 区 競 的 べ 園 窟 恒 取 ぐ 党 幅 
宮寺 名 選 セ GS る り 遇 准 表明 公 
思 虹 うっ の で DS で せ )( 僅 凸 )" 


十 中 G 玉 深 凡 
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II 上 四 四 上 用 用 昌 明川 


る 大 叙事詩 か ら )。 6. buoy 浮か す , 支え る , 元気 づけ る 。 7. payoff (報酬 , 
報復 に よる ) 精算, 報い , 利益 。 


Z?. 4 Wews の oy”s /Veyys の の 67 


1. freshman 新入 生 , 1 年 生 。 大学, 高校 の 1 年 か ら 4 年 まで を それ ぞ れ fresh- 
man, sophomore, junior。senior と 呼ぶ 。 2.enroll 入学 する , 入隊 する : en- 
roll in evening classes 夜 問 授業 の 入学 手続 き を と る 。 3. atanyrate と に か 
く , いずれ に し て も , 少な く と も 。 4. chat 打ち 解け て 話す , 雑談 する ( 三 to 


talk in a light, informal, or familiar manner) 。 


Z プ . 77e 7e o/ 7Y7g7z7S 


1. tyrant 専制 君主 , 暴君 。 2.execute 処刑 する , 死刑 を 執行 する , (法律 を ) 
実施 する 。 3. in the midst of (… の ) 中 に [へ へ, か ら ], (… の ) 中 で 。 4. 
incarceration 投 有 , 監禁 。 S.wielqd (武力 , 権力 な ど を ) ふ る う , (… を ) 支配 
する : wze/9 power [authority, control] 権力 を ふる う [ 権 能 を 行使 する , 支配 権 を 
握る ]。 6. it stands to reason (that)… (… と いう 事 は ) 道 理 に か な っ て いる [ 理 
届 に 合っ て いる , も っ と も だ ]。 


Z$. の ece7z/er の zo7es 


1. defendant 被告 。 一 plaintiff 原告 , 告訴 人 。 2. promise 約束 , 奪い 。 一 
c/. pledge。 3. damn 呪い の 言葉 で 間 投 詞 的 に 用 いて , 舌 り , いま いま し さ を 
示す : の gzzzitalll ち くし ょ うめ 。 4.inpart 一 部 分 。 い く ぶ ん ( partly) : 
good [large] pegz7 大 部 分 , 主 に 。  S. gourmet [gdamei] 美食 家 , 食い 道楽 , 食 


骨 。 


Z6. の eze77o7g777zg /VgZzz7 の / 万 P77 の 72772672/ 


1. deteriorating 直 化 させ る , 衰え させ て いる 。 2.goby 通過 する , 経過 す 
る : Time wezr py slowly. 時 は ゆっ くり と 過ぎ て 行っ た 。 3. exodus (大 勢 の 
人 々 が ) 出 て 行く こと , 出国 , 移住 。 4. contamination 汚染 , 汚染 きれ て いる 
状 台 , 汚染 物 。 5. extracurricular 教科 課程 外 の , 課外 の : er な 7gcz77zcz7Zr 


activity 課外 活動 。 
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則 川 胃 吸 加 胃 四 四 加川 上 串 胃 間 胃 朋 中 胃 胃 中 有川 用 川 川 用 有 有用 吊 吊 用 用 上 目 用 用 吊 朋 用 用 用 吊 用 上 加川 有用 還 加 軸 用 上 加 加 軸 加 胃 中 


sg77 777 all the rules あら ゆる 規則 に 精通 し て いる 。 4. on the basis of (… に ) 
基 い て : Oz 7e pgs が な o7 our sales forecasts we may begin to make a profit next 
year. 販売 予測 に 基づい て , 来年 は 利益 を あげ る こと が で きる 。  S. sooner or 
Later 遅かれ 早かれ , いつ か は 。 


69. 7Ze S7g7es 盛 7 が 5 Wo77egg 


1.regime 政体 , 政権 , 政治 制度 , 社会 制度 ( 王 a form of government or 
administration)。 2. bristle with 慎 然 と する , (困難 な ど が ) 満 ち て いる , 充満 
する 。 3. coup detat [ku:deita:] クー デ タ ー, 武力 [ 非 合 法 ] 政 変 。 複数 形 は 
coupsy d'etat と な る 。 4. exasperate いら 立た せる , 色 ら せる , ( 悪 感情 な ど を ) 
加 化 きせ る 。 5S. from the standpoint of (… の ) 立 場 か ら 見 て , (… の ) 観点 に 立っ 
て 。 6. isthmus [ismas] 地峡 。 一 the な s 娘 ey of Panama パナ マ 地 峡 ( 幅 が せ 
まく な っ て いる 部 分 ) 。 


Z0. の go7z"・ 77e Co7z77z の 726s7 Pege7 の /e 


1. gaze じっと 見 る , 見 詰め る (at、on、upon)。 2. moxious 有害 な , 有毒 
の 。 3. abitof 一 片 の , 少量 の (a piece of と 同様 に 一 般 に uncountable noun 
の 前 に 用 いら れる が , それ より 「 少 量 」 の 意 が 強く 口語 的 ) 。 4. spherical 球形 の , 
球状 の , 球面 の 。 5S.hybrid (動物 . 植物 の ) 雑種 . 混成 物 。 6. epitomize 
縮図 的 に 示す, 要約 する 。 


77. 4 Coz7ogeozS C7777c 


1. quintessence 典型 , 本質, 純粋 な エッ セン ス 。 2. magnanimous (気持 ち , 
行為 な ど が ) 宮 大 な , 度量 の 大 き な , 太っ 腹 の 。 3. siqelong 横 の , 斜め の :a 
sz の e7ozg glance 横目 で ちら っ と 見 る こと 。 4. roundabout 回 り 道 の , 遠 回 り の , 
肖 接 的 な 。 S. characteristic 独特 の ,(… に ) 特 有 の (of) 。 6. validity 次 当 [ 正 
当 ] 性 , 合法 性 . 効力 。 7.adage 古人 の 和 名言. こと わざ 。 8. embellishment 
美化 , 飾り ( 物 ), ( 話 な どの ) 潤 色 。 


Z2. の z 7/o 74/y 


1.mnoless (… よ り ) 少 な く な い ( こ と ), 同じ よう な (こと )。 2. go through 
(ある 事 を ) 遂行 する ( 三 perform), 経験 する 。 3. devote ( 身 , 時 間 , 精力 な 
ど を ) ( 物 , 人 に ) きき さげる , 向け る , ゆだね る (to)。 4. attheearliest 早く と 
も 。  S. odyssey 長期 の 冒険 旅行 , 波 潤 万 丈 の 放浪 の 旅 (Homer 作 と 伝え られ 
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lll 前 川上 | 上川 上 I 旧 上 吊 中 卓上 用 吊 利 旧 吊 肖 吊 和 上 則 則 III 旧 吊 


に : do something 7oz 77e sg ん e co げ one's family 家族 の た め に (ある 事 を ) す る 。 


6 プ 、 eg7727725 777e6 7 の 72 Soczg/7s7 の 7 


1. as wel (… に ) 加 えて , その 上 , (… と ) 同様 に : He gave me advice, and 
money gs we/7. 彼 は 忠告 を し て くれ て , その うえ 金 を くれ た 。 2. bolt (政党 
な ど を ) 離 脱 す る , (… の ) 支持 [参加 ] を や め る 。 3. on the groundsthat (… と 
いう ) 理 由 で 。 4. entrust (人 に ) ( 資 任 , 仕事 , 任務 な ど を ) 任 せる , 預け る : 
Can I ezgs7 the task to you [entrust you with the task]? その 仕事 を 引き 受け 
て いた だ け ま すか 。 S. upto (通例 , 否定 文 で ) (… が ) で きる , (… に ) 耐 え 得 る 。 


65. 77e の eg777 o/ 47 の 7ez Sg た 77 の y 


1. dissident g の .( 意 見, 性 格 な ど を ) 異 に する , 反対 する 。 ヵ . 反対 書 , 意見 を 異 
に する 人 。 2. anguish 激しい 苦痛 , 苦悩 ( 三 agony、pain)。 3. contention 
主張 , 論 ( 争 ) 点 , 論争 。 4. infeasible 実行 不可 能 な . うま くい きそう に な い 。 
S. antagonistic 反対 の , 相 い れ な い ( 三 opposing、 adverse) 。 


66. 77e ん gs7 娘 ec7zz772 


1. pass on ( 物 を ) 手 渡す , 回 す , 伝え る 。 2. strip (財産 , 肩書 き な ど を ) は 
ぎ 取 る , 槍 う (of)。 3.incur (危険 , 非難 , 前 な ど を ) (自ら ) 招 く , こう むる 。 
4. adroit 巧み な , 如 オ ない, 機敏 な 。 S. turndown (中 し 出 。 提案 , 人 を ) 
退け る , 拒む , 却下 する 。 6. yanquish ( 敵 , 相手 な ど に ) 打 ち 勝 つ , (… を ) 破 
る , 征服 する 。 


6Z. の gzgo” Serere/ C777c7Ze の 


1.forawhile し ば らく の 間 。 一 once in a while 時 々 , 時 た ま 。 2. It just so 
happens that... (it を 主語 に し て ) 偶然 [た また ま ]… す る : 7 (so) ppezeg 77g7 
I had no money with me. た また ま 私 は お 金 の 持ち 合わ せ が な か っ た 。 3. 
provisions 条件 , 条項 , 規定 。 4.amicable 友好 的 な , 平和 的 な 。 S. 
survival-of-the-fittest 適者 生存 (ハイ フン を 付け て 形容 詞 的 用 法 ) 。 


69. ozz7277 7 7o7/ 太 7 の /Vow 


1.tail end 物 の 後部 , 未 端 . 未 尾 。 2. diversity 多様 性 , 変化 , 相 悦 , 不 
同 。 3. conversant with (… に ) 精 通し て いる , (… を ) よ く 知 っ て いる : cozvez- 
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ll 卓上 II 卓 卓 上 II 川上 II 旧 上川 川 川 


6 の . 4 ア eg7/ o げ / g7z 75/Z7z の 


1. crag ご つ ご つ し た 岩 , 険しい 岩山 。 2. temperate (ラテ ン 語 より ) (気候 が ) 
温暖 な , (人 , 行動 の ) 控 え 目 な , 節制 の ある 。 3. luxuriate (植物 な ど が ) 繁茂 
する , は び こ る 一 g の の. luxuriant 繁茂 し た 。 4. phosphorescence 青 光 り , 焼 光 
(を 発する こと ) 一 の . phosphorescent。  S. awellputdictum うま く 表 現さ れ 
た 格言 , 金言 。 dictum の (p/.) は dicta、 dictums。 6. gobble up 一 を が つが つ 
食う 。 7. umleash 一 を 解放 する , 一 の 東 縛 を 解く , 自由 に する 。 8. hand 
down (し ば し ば 受身 形 で 用 いら れる ) (習慣 伝統 を 後世 に ) 伝 える , (も の を ) 遺 
産 に 残す 。 


67. 万 cesszye gc ん 2g772g 


1. drape ( 十 目 十 前 ) (掛け 布 な ど を ) 一 に や ん わり と 掛け る , 優美 に まとう ( ま と 
わせ る ) 一 draper 思 服 [反物 , 生地 ] 屋 。 drapery 服地 , 反物 類 。 2.clerk ( ラ 
テン 語 か ら ) (小売 店 の ) 店 員 , 売り 子 , (会 社 の ) 事務 員 , (官庁 の ) 書記 。 3. 
elaborately 入念 に , 精巧 に 一 v. [ilebsreit] 念入り に 作る , 苦心 し て 仕上 げ る , 
(文章 な ど に ) みがき を か ける 。 4. discard (古い も の を ) 捨 て る ー ヵ . 放棄 , 廃 
棄 : Zscg7g old clothing 古着 類 を 処分 する 。  S. capital sphere 笑 都 較 。 6. 
have stores put up 店 に 一 を 掲げ て も ら う 。 


62. So 7Zggg g72 の 7 /Vorog ん 7 の 


1. cut -up 一 を 細か く 切 断 す る 。 2. serialize 一 を 続き も の と し て 連載 ( 和 T 
行 , 上 映 , 放送 ) す る 一 4 の . serial 連載 の 一 ヵ . series (p/.) 続き 物 。 3. regiment 
( 軍 ) 連 隊 . 連隊 に 編入 (を 編成 ) す る 。 4. discipline 規律 , 統制 , 戒律 : (混同 
注意 ) disciple [disaipl] 門弟 , 弟子 。 5. sell like hot cakes も の すご く ( 飛 ぶよ 
う に ) 売れ る 。 6. monologue モノ ロー グ , (口語 ) 長 談 議 . せり ふ , ひと り 芝 
居 。 7. baptize (人 人 に) 洗礼 ( 浸 礼 ) を 施す 一 ヵ . baptism (ギリ シャ 庄 「 水 に 浸す 
こと 」 の 意 か ら ) 洗礼 ( 式 )。 8. leeway 行動 の 余地 (余裕 自由), (時 間 , 活動 , 
支出 の ) 余地 , 余裕 。 


63. Sgre 77e Ce7z o/ 77ze Voz/7 


1.fine (法律 違反 な ど に 対す る ) 六 金 , 科料 。 2. brisk (人 , 動作 が ) 活 発 な , 

生き 生き と し て いる , 活気 の ある 。 3. priority 優先 権 , 重要 事項 : The gov- 
ernment gave pzzo7zy to housing. 政府 は 住宅 問題 を 優先 し た 。 4. allocate 配 
分 する , 割り 当て る ( 三 distribute, apportion)。  S. for the sake of … の た だ ため 
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中 | 出 卓 下 吊 則 | に II 上 中 由 四則 卓上 員 IM 上 IM 


constitution。 3. ordeal 苦し い 体験 , 厳し い 試 練 。 4. humbleness 謙虚 さき , 
謙 そ ん , 地味 一 gz. humble。 5S. the socially weak 社会 的 弱者 。the weak 弱 
者 。 6.fervent 強烈 な , 熱烈 な , 燃え きか る 。 


3Z. /gc ん -/77 ん eg7772e7S ど e/7 万 e/ カ 


1. ingenuity 二 夫 , 巧妙 き , 発明 の オーg み . ingenous 独創 的 な , 利 巧 な : show 
ingenuity in 一 一 に 創意 を 示す 。 2.forfree た だ で , 無料 で 。 3. amxious 
(to 土 動 ) (一 したい と) 切望 し て 。 4. identifiable 身元 の 確実 な , 同一 で ある こ 
と を 証明 出来 る 。 S.turn over- 一 を 引き 渡す , 届け る , 譲る 。 6. 
accordingly 従っ て , それ ゆえ に , それ に 応じ て 。 7. acreage エー カ 数 , 面積 , 
坪数 一 rice gcregge reduction program 米 の 減反 政策 。 8. in reality (だ が ) 実 
は , 現実 は 。 9. in circulation 出回っ て いる , 流布 し て いる 一 opp. out of c の - 
cz7g7o7 出回っ て いな い 。 10. it remains to be seen whether 一 か どう か は 
まだ ( 今 の 段階 で は ) 分 か ら な い ( こ れ か ら の 問題 だ )。 11.viable 実行 可能 な , 
存続 出来 る 。 


39@. eepZ7zg 万 ees gs o o の の o7z Yo ん zzS777777 の 7 


1. apiarist [eipiarist| 伏 蜂 家 。apiary 養蜂 場 。 2. suck (液体 を ) 吸 う (from, 
out of)。 3. conventional 伝統 的 な , 型 に は まっ た , 因 習 的 な , 通常 の 。 4. 
hornet クマ ン バ パチ, スズメ バチ 。 S. hanker 熱望 する , あこ が れる , し きり 
に 求め る (after, for) 三 have a hanking after 一 。 6. live onー 一 を 常食 と する , 
ー で 暮らし を 立て て いく 。 7. get along with 一 と 仲よく や っ て いく , 折り 合っ 
て いく 。 S. runriot (植物 な ど が ) 咲 き 乱 れる , や た ら に は び こ る 。 


3 の . 77e 77g77 7277ze だ 7725 が 757 


1. gluttonous [glAt(3)nss] 大 食 の , 貧 欲 な , 食い し ん ぼう の 一 ヵ . gluttony 大 食 , 
耕 飲 食 。 2. abstraction 抽象 観念 : with an air of gps7gc が go7 ぼう 然 と , う 
わ の 空 で 。 3. cemntrifugalforce 遠心 力 。 4. vanguard (集合 的 に ) 前 衛 , 先 
陣 。  S. trail-blazer in 一 一 の 草分け , 先駆 者 。 6. epicurean 食い 道楽 の , 
美食 的 な 。epicure 食道 楽 の 人 , 美食 家 。 7. sample delicacies うま いも の を 
味わう 。sample 味 を 見 る 。delicacy 珍味 。 8.tellon (健康 な ど に ) こ た える , 
ー に 影響 を 与え る : My age is beginning to 7e/7 oz me. 私 も 年 に は 勝て な く な っ 
て きた 。 9. 』ambent g の . ( 笑 , 兆 が ) ゆ ら め く , 淡く 光る ( 灯 く )。 
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有川 軸 軸 川 軸 朋 朋 用 用 昨 和 ケ ケ 昌 昌 昌 上 昌 旧記 昌 昌 記 語 語 記 語 曲 語 記 記 語 語 記 語 記 記 語 語 語 語 衣 語 市 
have a 7ezgezvozxs with 一 一 と 待ち 合わ せる 。 2. in contradistimction to 


ー と 対比 し て 。 3. drift away 次 第 に 散っ て 行く , 去っ て [帰っ て ] い く 。 4. 
extraordinary 向く ほど の , 異常 の , 並 は ずれ た 。  S. thelastthing 最も 一 し 
そう も な いこ と , まき る さ かー し まい と 思わ れる こと 。 6. consign 渡す , 委ね る , 
託す : cozszg7 one's soul to God 零 を 神 に 託す る 。 


3?. 4 Wezzer//e 77726 ア 


1. simplify 簡単 [平易 ] に する : That will sp が の the matter. そう すれ ば 事 は 簡 
単 だ 。 2. meverfail to 一 必ず ー す る 。failto 一 一 する こと が 出来 な い , し 
そこ な う 。 3.burdock ゴボウ 。 4.dehydration 脱水 (症状 ) 一 ry 
dehydrate。 S.rote 機械 的 な 方 法 [記憶 ] : by zog そら で , 機械 的 に 。 6. 
locals (通常 複数 形 で ) 地元 住民 , 土地 の 人 。 7. assiduous 勤 箇 な , 精 励 な 。 


5 プ . ど e777777 Co7 の "57Z7e777677/ 


1. underline は っ きり 示す , 一 を 強調 する : Her behavior zzde7/77ze の her con- 
tempt for him. 彼女 の 圧 度 は 彼 を 軽 茂 し て いる こと を は っ きり 示し て いた 。 2. 
to the extent-- 一 と いう 程度 まで , 一 と いう 点 で 。 3. is willing to 一 進ん で 
ー す る , 一 する の を いと わな い 。 34. catch (口語 )( 人 を ひっ か ける ) わ な, 落と 
し 穴 , 仕掛 け 。 5. off-the-cuf 即興 的 の [に ], 思い つき の [に ]。 6. on their 
guard 将 戒 し て , 見 張っ て 一 opp. off one's guard 油断 し て , 入 戒 を 怠っ て 。 
7. reverse 逆転 する , 逆 に な る , 裏返す 。 


55. ez 77e ア eop/e Seg/ 


1. workup あお る , 扇動 する , 集成 する 。 2.run (会 社 , 店 な ど を ) 経 営 する , 
管理 する : The hotel is well zz ヵ . その ホテ ル の 経営 は うま くい っ て いる 。 3. 


commuter (特に 定期 券 利 用 の ) 通勤 者 。 4. accessto (場所 . 人 な ど へ の ) 接 近 , 
立ち 入り , 出入 り : It is difficult to get gccess 7/o hlm. 彼 に 近づく の は 難し い 。 

5. in this connection in connection with this この 点 に つい て 。 6. in the 
lightof 一 に 照ら し て , 一 を 考慮 し て (すれ ば ), 一 の 稚 点 か ら 。 7. otherwise 


さも な けれ ば 。 8. deserve 一 を 受け る に 足り る , 価 す る 。 


36. の cz77 S7z7e ル Z 万 772772777 の 72 


1. cram (crammed、 cramming) (受験 の た め に ) 詰め 込み 勉強 を する , 詰め 込 
む 。 2. comnstitute (制度 を ) 制定 する , (人 を 一 じ ) 任命 する [選定] する 一 z. 


14 NOTES 


IM 前 軸 IN 上 に 卓 則 出 則 卓上 II 上 に 卓上 上 上 卓 中川 旧 川上 上 中 


sumption of beer still oz 7e 7zc7egse2 ビー ル の 消費 量 は まだ 増加 し て いま す 
か 。 S. inview of (… を ) 考 慮 し て , (… を ) か ん が みて 。 


29. Czec/os/7oyg ん ZZ 777 7 の 69 gz /WVow 


1. clamp down (… を ) を 締め つけ る , 弾圧 する , 取り 締まる (on) 。 2.jam ( 同 
波長 の 電波 を 送っ て ) (放送 , 通信 の 受信 を ) 妨 害する 。 3. ban (特に 法律 的 , 
社会 的 圧力 な ど で ) 禁止 する , 禁ず る ( to prohibit by legal means or social 
pressure)。 4. eradicate 根こそぎ に する , 撲滅 する ( 三 eliminate) 。 


2 の . /Woye7zz の er の zo/es 


1. self-restraint 自制 , 克 思 。 2.SupremesSoviet ソ連 邦 最高 会 議 ( ソ 連 の 立 
法 機 関 で , 民族 会 議 [the Council of the Notionalities] と 連邦 会 議 [the Council 
of the Union] と か ら 構 成 さ れる )。 3. in line with (… に ) 従 っ て , (… と ) 一 致 
し て 。 4. in connection with (… に ) 関 連 し て 、 関し て 一 in this [that] connec- 
tion これ [それ ] に 関連 し て , この [その ] 点 に つい て 。 


3 の . 婦 ow 7o の ヶ eye7z7 ア o/77z77o7 


1. sewage 下水 , 汚水 一 sewage disposal 下水 処理 。 2.carryout (要求 , 指 
示 通 り に ) 実行 する , (… を ) 成 し と げ る 。 3. summarize (… を ) 要 約 す る , (… の ) 
要旨 [要点 ] を 述べ る 。 4. deter 妨げ る ,. や めき せる ( 三 to prevent from 
acting)。  S. appealing 人 の 心 を 動か みす. 人 の 心 に 訴え る , 魅力 的 な 。 


うぅ 7. /7oyzes 47777o7 777e 77772ey 


1. aristocratic 貴族 の , 貴族 的 な 。 2. protagonist (物語 , 劇 な どの ) 主 人 公 , 
主役 。 3. pbox-office 尋 業 上 の : a top の ox-o77ce star ドル 箱 ス ター。 a pox- 
o77zce success 大 当り 興行 。 4. perennial 氷 続 的 な , 年 中 絶え な い , 万 年 の 。 

S. unrequited 報 わ れ な い : zzzeggzeg love 片思い 。 6. chivalrous 騎士 道 に 
か な っ た , 騎士 的 な 。 7. there is no use- 一 し て も 無駄 だ (し ょ う が な い ): 
77eze な zo gse their complaining about it. それ に つい て 彼ら が 不平 を いっ て も 
じ ま う が な い 。 


52. 7o7z Yo/77 7 の 14777 


1. rendezvous 会 合 (の 約束) (時間, 場合 を 決め た ) 待 ち 合 わせ . ラン デブ プー: 
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VA55 42MEe | (ラシン ショ 8 人 換 埋 すれ ば (that is)。 S. 
renounce 放棄 する , 断つ , 捨て る 一 z. renunciation (spelling に 注意 ) 拒 絶 , 放 
茎 , 断念 。 6.in (a0 a pinch 必要 と あれ ば , いざ と な れ ば 。 7. clamp 
down 弾圧 する , 茂 し く 取 り 締 まる 一 ヵ . clampdown: The police cg の eg の 
gowzz on the rioters. 和 察 は 禁 徒 を 弾圧 し た 。 


タイ. の 7sposg の /e cops7c ん sy 7o の /e777 


1. disposable (簡単 に ) 処分 [処理 ] で きる , 使い 捨て の 。 2. smug 自己 満足 
し た , 気取っ た , き ざ な 。 3.raze 破壊 し つく す , 倒壊 させ る 。 4. make 
(部 品 , 材料 な どか ら ) (… を ) 作 る 。 原材料 の 質 を 変化 きせ な い 場 合 は of (out of) 
を 用 い , 原材料 の 質 を 変化 させ て 作る 場合 は from を 用 いる 。  S. in most cases 
ほとん どの 場合 , 大 半 は 。 


2?. /Zpg7zese 57zz の e775 ec 77 の zo ん e Xe/7e/ 


1. get into trouble 問題 [トラ ブル ] を 起こ す , 面倒 な こと に な る 。 2. solicit 
(人 に ) 懇願 する , せがむ , 頼む ( 三 ask, invite)。 3. quake-stricken 地震 で 打 
ち ひ し が れ た 。-stricken は strike の 過去 分 詞 で , (病気 , 悲嘆 驚き , 恐怖 な ど に ) 
毅 わ れ だ , 苦し め ら れ た , 傷つい た , な ど Ii 人 NN terror-stricken 芝居 で 
お の の いた 。 4. shove 押し や る , 突っ 込む 。 S. liveupto (… に ) 答 える 
裏切ら な い : He did not /zye の 7o his reputation. 彼 は 名 声 を 裏切っ た 。 


プ 6. 77e ec7zz77 Scg7z の 7 7S7z 7 が oO7go/7e7 


1. erode 腐食 する , 徐々 に 破壊 する , 浸食 する 。 2.inthefaceof (… の ) 面 
前 で , (… に ) 直 面 し て , (…) に も か か わら ず 。 3. irrelevant 適切 で な い , 的 は 
ずれ の , (… と ) 無 関係 な (to) 。 4. implicate (人 が ) (事件 な ど に ) 関係 が ある こ 
と を 示す , 連座 きせ る , 巻き 込む Gn)。 S. in the guise of (… を ) 装 っ て 
guise は , 外観 , 様子 , 見 せ か け 。 


イプ Z. ア g77-776 7or7 の 77pery 


1. applicant (特に 仕事 , 地位 へ の ) 応 募 者 , 志願 者 (for)。 2.field (クリ ケッ 
ト , 野球 な ど で ) (選手 を ) 守備 に つけ る ( 三 to put into the field) 。 3. take part 
in (… に ) 加 わる , 参加 する 。 4. om the increase 増大 [増加 ] し て : Is the con- 
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2. /Wo 77z7c777ze77 772 /47 CO7os 


1. indictment 告発 , 起訴 ( 状 , 手続 き )ー v. indict [発音 に 注意 , indait] 起訴 [ 告 
発 ] す る 。 2. is bound to 一 一 する 義務 [責任 ] が ある 。 3. culprit 犯人 , 
犯罪 者 。 4. spot 見 抜く , 見 分 ける , 見 つけ る : I spo7ze my friend at once 
among the crowd. 人 ご み の 中 の 友人 を ずばり 見 つけ 出し た 。  S. perception 
物 の 見 方 , 認識 , 知覚 [ 力 ]。 6. word 言葉 で 表現 する 。 7. blur (blurred, 
blurring) ぼん や りす る , くも る , か すむ , あい まい に な る 。 8. cog 歯車 (の 歯 )。 
(口語)( 企 業 , 事業 で の ) 必要 だ が つま ら ぬ 仕事 を し て いる 人 : be just a cog in the 
machine [ry] 組織 の 一 員 に すぎ な い 。 


タプ 7. Cz7777zg gc ん o7z CO の > 


1. dioxide [ 化 ] 二酸化 物 : monoxide 一 酸化 物 ( 後 出 )。 2.emit (emitted, 
emitting) (香気 , 光 , 熱 な ど を ) 放 射す る, ( 音 , 声 を ) 発する 。 3. quadruple 
4 倍 に な る (する ) 一 g の . 4 倍 の , 4 重 の 一 z. 4 倍 。 4. allocate (ラテ ン 語 か ら ) 
配分 する , 割り 当て る , 振り 当て る 一 z. allocation。  S. transaction (し ば し 
ば 複数 形 で ) 取引 , 売買 。 6. in proportion to 一 と 釣り 合っ て , 一 に 比例 し 
て opp. out of (all) proportion to 一 一 と (まっ た く ) 釣 り 合 い を 失 な っ て 。 
proportion 調和 , 釣り 合い , 均整 。 7.immplement (計画 な ど を ) 実 施す る , 実 
行 す る 一 z. implementation 実行 , 履行 。 


タプ 2. zo の e 7 の Co7/zcZ2y 


1. Confuciuns 孔子 (552-479 B.C.) 備 教 の 始祖 , 中 国 の 思想 家 一 4 が . Confucian 
孔子 の , 信教 の , 備 教 一 ヵ . Confucianism 偽 教 。 2. advocate 唱 道 する , 主張 
す る 。 3. Amnalects 論語 。 4. benevolence 慈悲 心 ,- 博 愛 , 善行 。 S. 
condemn [ksndem] (人 , 行為 を ) 強 く 非 難 す る , と が め る : [類語 ] blame は 間 違 
いや 過失 を 非難 し 責任 を 問う 。 criticize は 欠点 な ど を き が し て 非難 する 。 6. 
equilibrium (equi- equal の 意 ) ( 力 の ) 釣 い 合 い , 均衡 , ( 心 の ) 平静 。 7. fad 
一 時 的 熱中 (流行) 気まぐれ な 熱狂 。 8. qualify (一 する の に ) 適 格 と する , 資 
格 を 得る 一 ヵ . qualification 資格 を 与え る こと (一 が ある こと )。 9. conceit 
[kansfztl うぬぼれ , 自負 心 , 独断 : be full of cozce7 うぬぼれ が 強い 。 10. 
arrogance  ( 三 arrogancy) 横柄 ,. ご うま ん 。 


3. だ e-eyg/727 が 772 (の P7g6 7772g” 


1. indescribably 言語 に 絶する ほど に , 何と も 言え ぬ ほ ど に 。 2. pregnant 
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reshuffle( 開 僚 , 人 事 な ど の ) 入れ替え , 人 事 異 動 : a Cabinet 7esZz777e 内 閣 改 造 。 
S. the military ( 定 乱 詞 the を 付け て ) 軍 部 , 軍人 。 6. rejuvenation 若返り , 
元気 回 復 。 


36. 77e Segso7z の / の e/y7772772077 ゞ 


1. dubiously (人 が ) 半信半疑 で . 怪し げに 。 2. favor 風味 , 味 , 独特 の 
味 き 生 3 scoop (ジャ ベル ひしゃく 。 スガ カー ン と な ど で )( で を ) の お くう, < く な (PB。 
out)。 4. atits (one's) best 最良 の 状態 で [の ] : The garden is gz Zs の es7 this 
month. 庭 は 今月 が 一 番 見 どこ ろ で す 。 S. season (食物 に ) 味 を 付け る , (… を ) 
調味 する : mutton segsozeg with garic に ん に く で 風味 を 添え た 羊肉 。 


3Z. 万 /77777g7 が 7 の 77zecessg7y /VoZSe 


1. eliminate 排除 する , 除去 する ( 三 remove)。 2. melodious 放 律 的 な , 調 
子 の 美しい , 音楽 的 な 。 3.of … の うち の , … の 中 か ら (out of) 。 4. such- 
and-such (特定 の 名 を 言う 必要 の な い 場 合 の ) こ れこ れ の , し か じ か の 。 5. 
irritation 怒ら せる こと , いら 立ち , 立腹 。 


3@. ge7-So7z た 7pe7 77o72S の /277/ 


1. diagnose (特に , 病気 を ) 診 断 す る , (問題 , 事 敬 な どの ) 原因 を 診断 する 。 
2. rejoice (非常 に ) 喜 忘 , (大 い に ) う れ し が る (at, over) 。 3. undergo (困難 , 
昔 痛 な ど を ) 経験 する , 体験 する , (… を ) う ける 。 4. tangible 触れ る こと の で 
きる , 明白 な , 確実 な , 有形 の 。opp. intangible。  S. operate (人 に )(… の ) 手 
術 を 施す (on somebody for something) : 1 was opezg7eg9 on for appendicitis. 私 
は 虫垂 笑 の 手術 を 受け た 。 


3 の . /Wg7ze- じ 72g7725 だ の o72 


1. standing 常設 の , 常置 の , 決ま り の , 永続 的 な 。 2. equivalentto 一 - 一 
に 相当 する , 匹敵 する , 一 と 同等 の 。 3.faculty (大 学 の ) 学 部 , (集合 的 に ) ( 学 
部 ) 教員, 教授 陣 。 4. insgitaute 開設 する , 開始 する 一 ヵ . 協会 , 学会 , 研究 所 , 
(理工 系 の ) 学部 , 大 学 。 5. specialize in 一 一 を 専門 と する , 専門 に 扱う : 
This restaurant speczg/zzes 72 France cuisine. この レス トラ ン は フラ ンス 料理 専 
門 だ 。 6.thinkup (新案 , 口実 な ど を ) 考 え 出す , 考案 する : 太 ん p one ex- 
cuse after another 言い 訳 を 次 々 に 考え 出す 。 
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ば 大 人 の 赤ん坊 だ 。 3. far from 一 少し も [決し て ] 一 で な い , 一 どこ ろか (まっ 
た く 反 対 )。 4. malnutrition (mal-「 悪 , 不良 , 不 完全 な 」 の 意 ) 栄養 不良 。 
S. are entangled with 一 (し ば し ば 受身 形 で ) 一 と 掛か わり 合う , 一 と か らむ 。 
6. succumb to 一 (病気 な ど で ) 倒れ る , 屈服 する , 負け る , (一 の た め に ) 死 
ぬ 。 7. dehydration ( 医 ) 脱 水 症 状 。 8.inoculation ( 医 ) (予防 ) 接種 。 
vaccination ワク チン 接種 。 


32. 77e ア zz7o g7z の 盛 o7owZ 


1. comeon (電灯 な ど が ) つ く , 点灯 する : Lights cgzze oz one by one in the 
houses. 家々 に ひと つま た ひと つ 明 か り が つい た 。 2. come to think about it 
(口語 ) そ う 言 を えば, 思い 出し て みる と , 考え 直し て みる と 。 3. paw (大 , 猫 な 
どの ) 足 。c7, 馬 の 足 は hoof. 4. stormout ( 把 っ て , あばれ て ) 飛 び 出 す 。 S. 
doze 居眠り する , ちょ っ と 眠る : He was gozzzg over a book. 彼 は 本 を 読み な 
が ら う と うと し て いた 。 6.sothat (目的 の 副詞 節 を 導い て ) 一 と な る よう に , 
ー す る た め に 。 7. lyricism 叙情 味 , 感情 の 誇張 , リリ シズ ム 。 8. in his last 
years (人 の ) 史 年 ( 三 in the last years) 。 


33. の / cyc/es gz の CO> 万 ZSS7 の 72 ゞ 


1. callfor (… を ) 必 要 と する , 要求 する ( 三 demand, require)。 2. optimaum 
最高 の , 最善 の : the op temperature for the growth of plants 植物 の 成長 
に 最高 の 温度 。 3. predate (日 時 で )… よ り 前 に くる , 以前 で ある 。 4. cope 
with うま く 処 理 す る , 対抗 する : cope wz7 difficulties 難局 を どう に か 切り 抜け 
る 。 S. adverse 不利 な , 反対 の : zgyezse winds (帆船 な ど に 対す る ) 逆 風 。 


3 プ . Pg77z777672777 ア 7 7 が e/Zys 


1. deliberation 和 審議, 討論, 討議 。 2.constructive 和 建設 的 な 。 opp- 
destructive。 3.merit 優れ て いる こと , 俊 秀 , 長所 , 美 点 。 4.margin 余 
地 , 限界 , 局 限 : He escaped defeat by a narrow 7zgzgzz. 彼 は か ろう じ て 敗 北 を 
免れ た 。 S.footage (映画 の 一 続き の ) 場面 。 6. specialize 特殊 化す る , 専 
円 化す る , 専攻 する (Gn)。 7. by allmeans 必ず , 是非 と も ( 三 atany cost) 。 


35. 77e Wo777 S/zge 75 77772772 な 


1. relinguish 放棄 する , 譲渡 する , 捨て る 。 2.setfooton (場所 に ) 足 を 踏 
み 入 れる ,. 立ち 入る 。 3.impact (精神 的 ) 衝 撃 ( 力 ), 影響 , 効果 。 4. 
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28. 7oo 7 es777c77 の 7ZS 


1. bureaucratic 官僚 の , 官僚 的 な 一 ヵ . bureaucracy 官僚 制 , 官僚 主義 。 2. 
curtail 縮小 する , 省略 する , 削減 する : czzzzZ7 government expenditure 政府 支 
出 を 削減 する 。 3.in line with 一 一 に 一 致し て , 沿っ て , 従っ て 。 4. jm 
short 要する に , ひと 口 で 言え ば : 7z szoz/。 it is a failure. つ まり, それ は 失敗 
だ っ た 。  S. vested interest ( 法 ) 既 得 権 , 確定 的 権利 。 6. breeding ground 
( 填 な どの ) 温床 , (動物 の ) 繁殖 地 一 breeding 繁 [ 増 ] 殖 , 飼育 。 7. corruption 
[ksrApran] 汚職 買収, 贈 賭 , 収 賭 . 笑 庭 。 8. spontaneity 自発 性 , 自然 き 
ーg の . spontaneous 自発 的 な , 任意 の , 自動 的 な 。 


29. 77z 7 S7ec/e ze77z 


1.fin desiecle (フラ ンス 語 end of the century′ の 意味 か ら ) [19] 世紀末 一 の. 
世紀 示 の , 退廃 的 な (この 頃 フ ラン ス な ど で 文 芸 方 面 で 退廃 的 傾向 が 強く 現れ た )。 
2. intact (そっ くり ) そ の まま , 手 を つけ な いで , そこ な わな いで 。 3. jmn 
evidence 目立っ て , 見 られ て , し の ば れ て : evidence 証拠 , 証言 。 形跡 。 4. 
exile 亡命 (者 ), 国外 放浪 (追放 ) 者 。 S. make (his) name 名 を あげる , 名 声 
を な す ( win a name for oneself) : She ヵ zggde 7ez 7g77e aS a pianist. 彼女 は ピ 
アニ スト と し て 有名 に な っ た 。 6.in search of 一 一 を 求め て , 一 を さがし 
て 。 7. heterogeneous 異質 の , 異種 の , 異 成 分 か ら な る 一 ヵ . heterogeneous 
同種 の , 同質 の , 等 質 的 な 。 


3 の . 77ppZ7zg 7 の So O7g7 が ze 


1. gratitude (人 人 に対する) 感謝 ( の 念 ) (to), (行為 に 対す る ) 謝意 (for) 。 2. pbiml 
勘定 書 で 請求 する , 勘定 書き に 記入 する , つけ に する 。 3. seemingly うわ べべ は , 
表面 上 は 。 4. solicit (意見 , 提案 , 投稿 , 忠告 を ) 求 め る , 歓迎 する 。 Ss. 
blunder ば か ば か し い 和 失敗 , 不 注意 な 間違い (mistake, error より も 大 き な 誤 
り )。 6. ancestor 先祖 , 祖先 (特に 祖父 母 よ り 以 前 の 人 を 指す )。 7. 
folklorist 民俗 学者 : folklore 民俗 学 , 民間 伝承 (古く か ら 伝わっ て きた 伝説 , 習 
俗 な ど )。 8. palanquin (イン ド , 中 国 で 用 いた 一 人 乗り ) 肩 か ご , 奥 ( こ し )。 


37. 77e 7p77s o/ C77/77e7 


1. comeinto being 生ま れ 出 る , 生ずる , 誕生 する . c7. call [bring] 一 into 
being (一 を ) 生 み 出 す , 生じ させる, 成立 させ る 。 2. sotospeak (挿入 的 に 用 
いて ) 言 わ ば , あたかも , まる で : He js, so 7o speg た , a grown-up baby. 彼 は いわ 
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22. “ee の 7ggo777 の ” 


1. stanza ( 詩 の ) 節 , 連 。 2. version 説明 見解, 訳文 , 版 。 3. reverse 
送 に する , ひっ くり 返す 。 4. pose (問題 な ど を ) 提 出す る , 持ち 出す , 提起 す 
る : The increase in student numbers poses problems for the universities. 学生 
数 の 増加 は 大 学 に 多く の 問題 を 提起 する 。 S. contradict (… に ) 矛 盾 する , 否 
定 [ 合 認 1 す る 


25. Oc/o/e7 の zzo7es 


1. acquisition 取得 , 獲得 一 yr. 取得 する , 入手 する 。 2. thepublic ( 定 礼 詞 
the を つけ て ) 公衆, 世間, 一般 の 人 々 。 3. in favor of (… に ) 替 成 し て , (… に ) 
味方 し て : I am 太 voz o7 the proposal. 私 は その 提案 に 賛成 する 。 4. 
simultaneous (… と ) 同 時 に 起こ る , 同時 に 行わ れる 。 S. humiliation 屈辱 , 
不 面目 , 也 を か く こ と 。 


26. Ozze 77ze or Seye7g/ ル 77z@ 


1.inahurry 急い で , あわ て て : He was zz g 7y to leave. 彼 は 立ち 去 ろ う 
と や きも き し て いた 。 2. congestion (交通 の ) 混雑 , 雑踏 , 密集 。 3. jmn 
order 0 正しく , 整っ て いて , 規則 に か な っ て 。 4. impatience 短気 , せっ 
か ち , 我慢 で き な い こと 。 S.rationmal 合理 的 な , 理性 の (ある ), 道理 を わき 
まえ た 。 6. accommodate 適応 させ る , 合わ せる , 調和 させる: We must 
gcco7z72ogdg7e ourselves to circumstances. われ われ は 環境 に 順応 し な けれ ば な ら 
な い 。 


2Z. Sg7e の ope (Sez7 ア 7 


1. overstrain (一 oneself で ) 働 きす ぎる , 緊張 し すぎ る 。 2. unsophisticated 
LE 素朴 な , 純粋 な 。 3.take 一 toheart (一 を ) 心 に 留め る , くよくよ 考 

: (注意 )take 一 to one's heart 温か く 迎 える 。 4. apple polisher ( 米 口 諾 ) 
3 り , ご ます り 者 一 v. apple-polish ご き げ ん を と る , ご ま を する (米国 
の 生徒 が 先生 に ぴか ぴか に み が い た りん ご を 暗 る 風習 か ら ) 。 5. is not all roses 
楽 な こと ば か り で は な い 。 6. hangon が ん ば る , 事 を た ゆま ず や る 。 7. go 
barhopping ( 米 口語 ) は し ご 酒 を する [し て 回 る ]。 (一 英 俗語 で は ) go on a'pz の - 
crgw/7。 8. heed 留意 する , 注意 する , 気 を つけ る 。 9. giveventto 一 一 
の は け 口 を 見 い 出す , 一 を さき さらけ出す, 一 を 記 ち まけ る 。 


フ 
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(oneself) in … 一 に ひたる , 没頭 する , 一 に 熱中 する 。 


20. Calling People by Name 


1. relieve (心配 な ど を ) 少 な くす る , 軽減 する , 安心 する 。 2.incharge 管 
理 し て いる , 担当 の 。 3.aeall (否定 文 で ) 少 し も ゃ …( な い ), 全然 …( な い ): 
not g7 g/7 suitable for the post その 地位 に は 全然 適さ な い 。 4. mutter つぶ や 
く , さき ささやく, 小声 で 言う 。 S. unduly 必要 以上 に , 過度 に 。 


27. /gpg7zese ひ pe7o 577 772 475 か 7 


1. literally 文字 どおり に , 送 語 的 に , 実際 に 。 2. count 物 の 数 に 入る , 価値 
が ある , 重要 で ある : That doesn't cozz7. それ は 大 し た こと で は な い 。 3. take 
advantage of (物事 を ) (十分 に ) 利用 する 。 4. tothefullest まっ た だ たく , 十分 
に : enjoy oneself zo 7/7e 77es7 心ゆく まで 楽し む 。 S. jostle (人 な ど を ) 押 し 
の ける , 押し 分 ける 。 6. on thecontrary これ に 反し て ,. それ どこ ろか , か えっ 
て 。 7. magnanimous (気持 ち , 行為 な ど が ) 息 大 な , 度量 の 大 き な 。 


22. oycow 47op/s Sg な og の oc が 77ze” 


1. epitomize (… を ) 集約 的 に が す , 縮図 的 に 示す , 要約 する 。 2. interfere 
干渉 する , 口出し する (with) : Do you ever allow pleasure to eere with 
duty? 遊び の た め に 仕事 に 支障 を きた す よ うな こと を し ます か 。 3. enumnciate 
明確 に 発表 する , 言明 する 。 4. renounce (… と の 関係 を ) 否定 する , 関係 を 断 
つ 一 z. renunciation 放棄 , 断念 (スペ リン グ に 注意 ) 。 5. diminish 減ら す , 
縮 少 する 。 6. worthwhile 価値 の ある , 有益 な , 立派 な 。 


23. 77e 7op 700 zz Co7z/e777 の の 77 ア 477y 


1. eerily 不気味 に 一 4 のみ . eery 不気味 で 巡 ろ し い , 不可 解 で 神秘 的 な 。 2. on 
display 陳列 し て , 展示 し て 。 3. ongoing 進行 中 の , 前 進 す る 。 4. plug 
(… を ) 宣伝 する , 推薦 する : plug a new song 新曲 を 盛ん に 宣伝 する 。 5S. 
unworldly この 世 の も の で は な い , 俗 離 れ し た , 超 俗 の 。 6. occur ( 事 が ) 起 
こる , 生ずる : It occzz7eg to me that.. … が 胸 に 浮 ん だ 。 7. hold sway 支配 
59 記 のち 
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76. 女 Zs7 ez777z の 7 の ceS の の Z7e77z772 の 


1. poke fun at 一 一 を か ら か う ( 三 make fun of 一 )。 2. subservience お 
べ っ か , へ つら い , 下 屈 一 2 が. subservient へ つら っ て , ペ こ べ こし て (to) 。 3. mow 
that 一 - 今や 。 一 で ある か ら に は , 一 で ある 以上 は : ん ow (7 の IT've come 1I may 
as well enjoy it. せっ か く 来 た の だ か ら 楽 し まな けり ゃ 。 4. pluralism 複数, 
多様 性 , 多元 的 共存 。 5. makeamnexceptionto- 一 に 例外 と する , 別 扱い に 
する 。 6.follow suit 人 の まね を する , 先例 に 従う 。 7. raison detre 
[reizo:ndetr(s)] (フラ ンス 語 よ り ) 存 在 理由 一 p/. raisons d'etre: What is the 
7gfso7 の 'epe for this policy? この 政策 は どん な 存在 理由 が ある の か 。 


7Z. g7 の zzgs 7 の 7o/ec7 の 5 7o772 /VoZse 


1. intermsof 一 一 の 見 地 か ら , 一 と 言葉 で , 一 の 点 か ら 。 2. generate ( ラ 
テン 語 よ り ) 生 ずる , 生む , 引き 起こ す 。 3. assuming that 一 一 と 仮定 し て , 
仮定 すれ ば : 4sszzz7zg 77g7 it iS true, what should we do now? これ が 本 当 だ と 
し た ら , これ か ら ど うし た ら よ い の だ ろう 。 4. briskly 活発 に , 築 盛 し て , 景 
気 よ く 。 S. ambush 待ち 伏せ る , 待ち 伏せ て 毅 う 。 6. comnsiderate 思い や 
り の ある , 思い や っ て : cozszgezg7e of other people's feelings 相手 の 気持 を 考え 
て 。cozszge7g7e toward others 相手 を 思い や っ て 。 


79. 77zzs7 772 z72 の 727 の ) の 72 の た の oye 


1. not foraninstant 少し も ー し な い , ちょ っ と の 間 も ー し な い : He did zo/ 
move /oz gz zzs7g77。 彼 は 微動 ど だ も し な か っ た 。 2. braggadocio (Spenser 作 
Faerie Queene の 中 の 自慢 屋 の 名 か ら ) 大 ぼら (吹き ) 一 y. braggart 自慢 する , ほ 
ら を 吹く 。 3. freckles (通常 複数 形 で ) し み , そば か す , 小 斑点 ご vy, そば か す 
が 生ずる 。 34. bubble (喜び , 和 色 り な ど で ) 満 ちあ ふれ る , 興奮 する (with) 。 
S. time after time 再三 再 四 . し ば し ば ( time and [time] again)。 6. crave 
(一 十 目 ) 一 を し きり に 和 領 し が る , 必要 と する 。 


7 の . Speeg eggzzzg 7 の 7777 た 7/” 


1. obligue は す の , 斜め の : op7zgze glance 横目 。 2. vertical 垂直 の , た て の , 
直立 し た 。 3. beforehand 事前 に . あら か じ め : Please let me know pe/o7e- 
gz の . 前 も っ て 知ら せ て 下さ い 。 4. peruse [pard:z] 精読 [熟読 , 味 読 ] す る 一 
z. perusal 調 読 。 S. savor (ゆっ くり ) 味 わ う , 賞味 する : took a mouthful 
and sgvozeg the taste ひと 口 食べ て [飲ん で ] 風 味 を た ん の うし た 。 6. inmnmerse 
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The town pzzgeozeg into a city. 町 は 急激 に 発展 し て 市 に な っ た 。  S. suppose 
ーー 一 と 仮定 する な ら ば , も し 一 な ら ば ( 三 下 ) : Szppose our teacher should find 
us. も し 先生 に 見 つか っ た ら ど うな る だ ろう (if 節 の 部 分 の み の 表 現 )。 6. jam 
ぎっ し り 詰 まる , 一 杯 に な る , ふさ ぐ 。 7. look foward to ing 一 を (楽し み 
に し て ) 待 つ , 一 を 期待 [予期 ] す る : I am /oo た zzg 7owgzg9 7o see7zg you. お 会 いす 
る の を 楽し み に し て いま す 。 (注意 : 一 to see you は 間違い ) 。 


7?. eco7 の 万 7s7o77co/ 77c な な 


1. monochrome (mono- 「 単 一 」 の 意 か ら ) 白黒 [モノ クロ ] 写真, 単色 画 。 2. 
giveanaccountof 一 一 の 話 を する , 一 の 頼 末 を 話す 。 3. somehow な ん と 
か し て , と も か くも , どう に か し て 。 34. declassify 機密 指定 か ら 解く , 機密 情 
報 リ スト か ら 落 と す 。 S. amnticipate 予期 [予想 ] す る , 先 を 読み 手 を 打つ 。 6. 
conversely 逆 に , 逆 関係 に お いて , (文頭 に 置き 文 全体 を 修飾 し て ) 逆 に 言え ば 。 
7. in connection with 一 一 と 関係 [関連 し て 。 8. atrocious 残虐 な , 極悪 な , 
ひど い 一 z. atrociousnesso 


7 プ . の o/s 47z ん e g の 7/e7e7zce 


1. almanac [3:lmon ま k、 el-] 麻 , 年 鑑 。 2. expressly 特別 に . わざ わ ぎ ざ , 明 
確 に 。 3. indisputably 議論 の 余地 な く , 明白 に 。 4. chronologically 年 代 
順に ( in chronological order)。 S.still それ に し て も , それ で も , それ に も 
か か わら ず 。 6. take (my) hatoffto 一 (人 ) に 敬意 を 表す る , 脱帽 する 。 7. 
possibly こと に よる と , ある い は , ひょっと する と : She is posszp/ over 30. 彼 
女 は 30 歳 を 過ぎ て いる か も し れ な い 。 


7$. C77oz7c/e o/ 7g の zo ん ey 


1. suffocate 息 を と め る , 息 が 切れ る , むせ る (し ば し ば 受身 で 用 いる ): I was 
sz77ocg7eg by the smoke. 私 は 煙 で 息 が つま っ た 。 2. practically (口語 ) ほ と 
ん ど , 一 も 同然 : It rained pzgc7cg/7y all day. 雨 が ほとん ど 一 日 中 降っ た 。 3. 
layer 層 , 地層 , 階層 . ひと 重ね 。 4. diversion (資金 の ) 流 用 , わき へ そら す 
こと , 転換 。 S. span ( 川 な ど に ) か か る , か か っ て いる , 一 の 両 岸 を つなぐ 。 
6. thorough [e3:rou,-ra, 6Ara] 完全 な , 役 底 的 な . まっ た く の : the 7ozozg7 
reform 徹底 的 改革 。thorough fool まっ た く の ば か 。 7. for (future) reference 
(将来 の ) 参考 の た め に [の ]。 
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の . 万 z7zgg7y Cg7zges 7 が 5 S7 の の @S 


1. profess 公言 する , 言い 切る ( 三 affirm) , 認め る : He pzo/esses himself (to be) 
a democrat. 彼 は 民主 主義 者 だ と 公言 し て いる 。 2. infavorof 一 一 に 賛成 し 
て , 一 を 支持 し て ( in support of 一 ): He made a speech zz 7Zvor o/ working 
men. 彼 は 労働 者 を 支持 し て 演説 し た 。 3. momentum 勢い ( 三 impetus), は 
ずみ 一 p/. momenta 4. complexion 顔色 , 血色 , 外観 : You have a pale co7z- 
p/exioz. あな た は 青ざめ た 顔色 を し て いる 。  S. fortitude 不屈 の 精神 , が まん 
強 き : meet a calamity with 7ozzzde き 然 と し て 災難 に 対処 する 。 6. buffet 
時 0 (buffeted, buffeting) 打 ちの めき れる, (運命 な ど と ) 戦 うー ヵ . ( 風 , 波 , 
運命 に ) も まれ る こと , 打 届 。 


7 の . 777e Segso7z /o7 777zp Ces7225 


1. peculiar 固有 の , 独自 の . それ だ けが 持っ て いる : her own pecz77g7 charm 
彼女 だ けが 持っ て いる 魅力 。 2.relish 十分 に 味わう , 賞味 する : He ze/zseg 
everything on the plate. 彼 は 叫 の も の を すべ で て お いし く 食 べた 。 3. unearth 
発掘 する ( 三 dig up), 明る み に 出 す : zzegz77 a hidden treasure 隠さ れ た 宝 を 撮 
り 出 す 。 4. archaeologist [arkialsdsist] 考古 学者 一 ヵ . archaeology 考古 学 。 
S. variety [varaiati] 種類 。 6. indigenous [indisanas] (ある 土地 , 国 に ) 固 
有 の , 土着 の : The kiwi is zzdzgezozs to New 之 ealand. キー ウィ は ニュ ー ジ ー ラ 
ンド 固有 の も の で ある 。 


77. 4 egg/ 777eg7 7o Cz/7zz7o/ 4sse が s 


1.inthelightof 一 一 に 照 し て , 一 を 考慮 し て : study the present 7 77e /7g777 
o7 the past 過去 に 照 し て 現在 を 学ぶ 。 2. in compliance with 一 一 に 応じ て , 

ー に 従っ て 。 3. bark 木 の 上 度 , 樹 度 一 v. 木 の 上 を は ぐ 。 4. free from 一 
ー を 受け な いで , 一 か ら ま ぬ が れ て 。 S. valid 交 当 な , 十分 根拠 の ある 一 ヵ な . 
validity 妥当 [合法 ] 性 。 6. -other than 一 一 より ほか の …, 一 以外 の …。 

7. make sense ( 話 な ど が )3: 意味 を な す 。 つじ つま が 合う , 道理 に か な う 。 8. 
deprive --of… 一 か ら … を 奪う 。 9. posterity (集合 的 に ) 後世 の 人 々 , 子 失 。 


72. 4 O7egz 万 Ye777776777 


1. takeon (色彩 , 様相 な ど を ) 星 す る , お びる 。 2. fief[fi:fl (封建 時 代 の ) 
領地 , 封土 ( 三 feoff)。 3.color 一 を 彩色 する , 染め る , 色 ど る 。 4. 
burgeon [b3:rds(3)n] 急激 に 成長 する [大 きく な る ] ( 三 grow, develop suddenly) : 


箕 交 語 装 ニー 一 一 3 
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(時 が 徐々 に ) た つ , 経過 する : as the evening woze oz 夜 が ふけ る に つれ て 。 5S. 
puto 妖 延期 する , 遅らせ る 。 6. headfor (… の 方 へ ) 向かわ せる , 向け る , 
進め る 。 


6. 77e /Vo/e/ 7Zze Co7z7 の Ye7S 了 


1. virulent 猛毒 の , 毒性 の 強い : The fish contains a yz/ez7 poison. その 魚 に 
は 猛毒 が ある 。 2. elicit 引き 出す , 誘い 出す 一 gg の . elicitable。 3. derision 
員 笑 , あざ けり : hold a person in gezzszoz 人 を ば か に する 。 34. disrupt 中 断 
させ る , 混乱 させ る 。 S. emunciate (ラテ ン 語 より ) 宮 言 [ 明 言 ] す る (= 
proclaim), 明確 に 発音 する 。 6. pin (hopes) on ーー 一 に 希望 を 託す 一 に 期 
待 を か ける 。 7. ecclesiastical 翠 職 者 の , 教会 の 。 一 ggr. ecclesiastically 教会 
の 見 地 か ら 。 8. im exile [egzail, eksail] 命 し て , 追放 きれ て 。exile 亡命 者 , 
海外 放浪 [生活 ] 者 。 9. preach ( 到 職 者 の ) 説 教 す る , 教え を 説く 。 


Z. 77zzes O/ Seep Zs72g 


1. virtue 価値 , 効能 , 正しき 。 2. qrastic 微 底 的 な , 思い 切っ た : institute 
6 @ygsgc reform 抜本 的 な 改革 に と りか か る 。 3. symnthetic ( 化 ) の 合成 の : 
syz77e7c resin 合成 樹脂 。 4. cottage industry 家内 工業 : cozzge 田舎 屋 , 小 住 
宅 。 S. spin [spins, spun。 spinning] 紡ぐ , 紡い で 糸 に する 。 6. 』amb [lsem] 

子羊 の 肉 : c7 mutton [mAtn] 成長 し た 羊肉 : mutton dressed as /gzzp 若作り の 
年 増 女 。 7. cuisine 料理 , 調理 ( 法 ) : his restaurant has an excellent czz7s7ze- 
この レス トラ ン の 料理 は すばらし い 。 S8. meek お と な し い , 温和 な : (as) 
7zee た as a lamb (a maid, a pup) きわ め て 従順 な 。 


@. の z7z7s7772e727 7 の が 7 777e C7777z6 


1. saw [so:| の こぎ り で 切る ー ヵ . の こぎ り 。 2. crucify [crucifies。 crucified。 
crucifying] (十字 架 に ) は りつ け に する , 迫害 する 。 3. arsonist 放火 犯人 。 
4. burn 火 刑 に 処す る , 焼き 殺す 。 S. whip ( 罰 の た め に ) む ち で 打つ : 
the horse to get more speed 二 を も っ と 早く 走ら せる た め に むち で 打つ 。 6. 
tateoo [taett:/tatt] 入れ 黒 一 ャ . 入れ 墨 す る 。 7. fne[fain] 六 金 , 科料 一 前 金 
を 課す る : pay a 7 が ze for ilegal parking 駐車 違反 で 六 金 を 払う 。 8. equivalent 
to 一 一 に 等 し い , 一 と 同等 の (価値 , 数 量 ) 一 ヵ . equivalence 同 価 。 


P2 NOTES 


川上 上川 卓 II 上川 


7. ア oe/7zc 7ce72S@ 


1. attribute (特質 , 性 格 な ど が )(… に ) あ る と 考え る , (… の ) 結 果 だ と する , (… 
の ) 作 だ と 考え る (to) 。 2. letdown 望 , 幻 減 , 屈辱 。 3. fakery ご ま か し , 
いか さま 。 4. aphorism 般 句 , 金言 , 格言 。 5S.』ikeitornot 好む と 好ま 
ざる と に か か わら ず 。 6. abound た くさ ん ある , (… が ) 多 い , (… が ) 豊富 で あ 
る 。 7. moless (付加 的 に ) や は り , 確か に 。c/: none the less, not the less。 


2. の yezc7owge の 77g77zy 


1. possibly (否定 文 で で だ どうしても, と て も : cannot poss7 め doit と て も で き 
な い 。 2. over and above (…) 以 上 に , (…) の ほか に , (…) に 加え て 。 3. at 
anycost どん な こと が あっ て も , ぜひ と も 一 at all costs。 4. indict [indait] 
(人 を )(… の か ど で ) 告 発する , 起訴 する 。 


3. 7/7e S ん zes ひ ye7 777z の 72777672 


1. compliment (不足 を 補っ て )(… を ) 完 全 に する , 補充 する 。 2.rostrum 演 
壇 , 説教 壇 。 3. reminisce [reminis] (過去 の 出来 事 , 経験 ) 思 い 起 こす , 追憶 
する 。 34. martial law 戒厳 令 一 be under zzgzg/ /Zw 戒厳 令 下 あ る 。 S. 
meddle (… に ) お せっ か い を する , 王 渉 する , 口 を 出す 。 


プ . /Vew 4sp7772g が 7777767S 


1. aspiring 向上 心 に 燃え て いる , 抱負 の ある , 上 昇 す る 。 2. shoulder to 
shoulder 肩 を な ら べ て , 協力 し て , 密集 し て 。 3. fielq 質問 に 当 意 即 妙 に 答 
える , うま くさ ば く 。 4.runup (借金 な ど が ) ふ える , か さむ 。  S. hang 
や り 方 , 考え 方 , 意味 : Tve been trying to get the gzg of this new word pro- 
cessor. 私 は この 新しい ワー プロ の 使い 方 を 覚え を よう と し て きた 。 6. embark 
着手 する , 従事 する (on, upon) 。 


う . 4 7zpZ7e7 の 7o/e Se 7o た epe 


1. probe (無人 の ) 宇 宙 探 査 船 (space probe)。 2.front 前 線 一 a cold [warm] 
front 寒冷 [温暖 ] 前 線 。 3. in competition with (… と ) 競 争 す る [させ る ]: At 
the Olympic Games our representatives were zz co72pe777o7 ( 王 were 
competing) wz7, the best swimmers from all parts of the world. オリ ン ピ ッ ク 


競技 で わが 国 の 代表 は 世界 各国 えり 抜き の 水泳 選手 と 競い 合っ た 。 4. wear on 
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